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1. 評価検証の実施方針

1.1.  評価検証の趣旨

名護市では、令和３年３月に第２期名護市まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下、「総合戦略」

という）を策定し、将来にわたって持続可能なまちづくりを目指しています。

総合戦略に示した施策を総合的・継続的に推進していくためには、施策の進捗状況について成果

や課題を分析し、必要な改善や見直しを図っていくことが重要となります。

毎年度評価検証を実施することにより、総合戦略で設定した数値目標やＫＰＩ（重要業績評価指

標）における目標値の達成状況や、数値に現れない取組の進捗状況の確認を行い、課題や対応方針

を明確にすることで、効果的・効率的にＰＤＣＡサイクルを推進していきます。

1.2.  評価検証の流れ 
毎年度の評価検証については、計画の途中段階にあるため、達成率といった数値に効果が現

れないものもあります。そのため、目標値の「達成状況」といった客観的な視点と、取組の「進

捗状況」といった主観的な視点の両面から評価を行っていきます。

また、評価結果を透明性の高いものとするために、担当課による自己評価に対し、名護市庁内

体制で構成される「名護市まち・ひと・しごと創生本部会議」による内部検証、及び、産業界、

行政、教育機関、金融機関、関連団体、地域住民等、幅広い各層で構成される「名護市総合戦略

推進会議」による外部検証を行います。各会議において、評価の妥当性の検証や改善に向けた助

言を行い、担当課へフィードバックすることで、計画の実効性を高め、効率化を図ります。

計画期間の完了時にはさらに市民アンケート等による市民目線の評価を行うことにより、市

民目線の主観的評価と次期計画策定のための課題・ニーズの抽出を行います。

図 1 評価検証の流れ 

市民アンケート等 
・計画完了時の施策評価
・次期計画策定に向けた
課題・ニーズの抽出

4 評価検証結果のとりまとめ・公表  
・評価検証結果報告書のとりまとめ
・市 HP にて評価検証結果報告書の公表

2 内部検証 
・自己評価結果の妥当性の確認
・改善に向けた助言・アドバイス等

創生本部会議 

1 自己評価 
・数値目標、KPI の確認、取組の進捗状況の確認
・課題抽出、今後の対応方針の検討

3 外部検証 
・内部評価結果の妥当性の確認
・改善に向けた助言・アドバイス等

担当課 事務局 

総合戦略推進会議 

市民 完
了
時

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

事務局 
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2. 評価検証の具体的手順

2.1.  第 2 期名護市まち・ひと・しごと創生総合戦略の評価方法

総合戦略では、５つの基本目標と横断的目標のもとに、３０の基本方針、９５の具体的取組を位

置づけています。基本目標には施策を総合的に評価するために計１０の数値目標を設定し、さらに

各具体的取組にはそれぞれの達成状況を確認するために、計１６７のＫＰＩを設定しています。

評価検証にあたっては、３０の基本方針ごとに「評価検証シート」を作成し、１６７の重要業績

評価指標（ＫＰＩ）と９５の具体的取組の「達成率」と「進捗状況」といった２つの視点を用いて

評価しています。

表 1 総合戦略の基本目標と基本方針 

基本目標 基本方針 
評価検証 

シート

1.安心して働ける活力あ

るまちをつくる

（１）観光の振興 1・1 

（２）農業の振興 1・2 

（３）林業・漁業の振興 1・3 

（４）商工業の振興 1・4 

（５）雇用の創出と就労支援の充実 1・5 

2.暮らしやすく安全・安

心な環境をつくる

（１）自然と共生するまち 2・1 

（２）道路・交通ネットワークの充実 2・2 

（３）快適な居住環境の整備 2・3 

（４）上・下水道の充実 2・4 

（５）安全・安心なまちづくりの推進 2・5 

（６）防災・救急体制の充実 2・6 

3.誰もがいきいきと暮ら

せる支え合いのある地

域をつくる

（１）健康づくりの推進 3・1 

（２）高齢者への支援 3・2 

（３）障がい者（児）への支援 3・3 

（４）誰もが安心して暮らせるまちづくりの推進 3・4 

（５）社会保障等の充実 3・5 

4.安心して子育てができ

る環境をつくる

（１）児童・子育て家庭への支援 4・1 

（２）家庭教育と幼児 教育の充実 4・2 

（３）青少年の健全育成 4・3 

（４）学校教育の充実 4・4 

5.楽しみのあるまちづく

りによって人々の繋が

る場をつくる

（１）社会教育の充実 5・1 

（２）地域コミュニティの活性化 5・2 

（３）スポーツ・レクリエーション活動の充実 5・3 

（４）芸術・文化活動の充実 5・4 

（５）交流の推進・関係人口の創出 5・5 

（６）人権や多様性の尊重 5・6 

横断的目標 

新しい時代の流れを力

にして、持続可能な地

方創生を推進する 

（１）時代に即した質の高い行政サービスの提供 横断・1 

（２）持続可能な財政基盤の確立 横断・2 

（３）環境にやさしい循環型社会の構築 横断・3 

（４）移住・定住の促進 横断・4 
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2.2.  「達成率（ランク評価）」と「進捗状況」について 
(1) 「達成率（ランク評価）」について

ＫＰＩについては、目標値に対する実績値から達成率を算出し、ＡからＥの５段階でランク評価

を行います。１つの具体的取組の中にＫＰＩが複数ある場合には、ＫＰＩごとに取組における重要

度等を加味し、重み（ウエイト）を設定して数値的に評価します。

達成率の算出にあたっては、令和６年度を基本とする目標値に対し、実績値が目標値にどれだけ

近づいたか、という点を評価していきます。

最終的に 100％（以上）を目指すため、指標によっては計画期間途中の評価が低く現れる場合も

あることから、最終年以外は参考値として扱います。

表 2 評価基準 
重要業績評価指標 
（KPI）の達成度 評価 評価の解釈 

100％以上 A 当初計画の目標を超える成果が得られた 
80％～100％未満 B 当初計画の目標に近い成果が得られた 
60％～80％未満 C 当初計画の目標まで届かないが、おおむね目標を達成することができた 
30％～60％未満 D 目標の半分程度までの成果が得られた 

30％未満 E 目標の達成までには大きく離れた成果しか得られなかった 

(2) 「進捗状況」について

総合戦略の取組のなかには、ＫＰＩの設定が難しい取組があります。また、毎年度の評価にお

いては、計画の途中段階であるために、数値的な達成状況では効果が示すことが難しい場合もあり

ます。そのため、達成率による評価とは別に進捗状況による評価をあわせて行います。

進捗状況については、「順調」「ほぼ順調」「順調でない」の各段階を矢印で表現し、その根拠につ

いて文章で示すことで、数値にあらわれない進捗状況が確認できるようにしています。

尚、進捗状況については、数値に現れない評価を示していることから、ＫＰＩの達成率による評

価とは矛盾が生じる場合もみられます。ＫＰＩによる数値的な客観的評価結果と、進捗状況による

数値に現れない評価結果を総合的に判断することで、課題や対応方針を検討するための材料としま

す。

順調

ほぼ順調

順調でない
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2.3.  評価検証シートの見方 
(1) 具体的取組ごとの評価検証

基本方針に紐づく具体的取組について、KPI の達成率と進捗状況をもとに評価を行い、課題の抽出と対応方針を検討します。

 

 

第２期名護市総合戦略 評価検証シート

基本目標５．楽しみのあるまちづくりによって人々の繋がる場をつくる【文化・交流、関係人口、人権・多様性】

基本方針（１）社会教育の充実
■具体的取組ごとの評価検証

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク B － － －

進捗状況 →

単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
実績値 136
達成率 100.0% - - -
ランク A - - -

進捗状況 →
実績値 3
達成率 75.0% - - -
ランク C - - -

進捗状況 ↘
実績値 9
達成率 100.0% - - -
ランク A - - -

進捗状況 →

実績（DO）

・女性会・青年会・子ども会等の社会教育団体については、時代に対応した組織のあり方や活動の
内容について、各団体とともに考え、活動の活性化を支援します。
・支所は、地域の拠点施設としての役割も担っており、各社会教育団体のニーズを把握し、活動を支
援するとともに、他団体との連携体制を構築し、地域活動の拡充に取り組みます。

市女性会会員数  
総計

コロナ禍で計画した事業実施が困難な状況であった。工夫して
できる活動は推進した。

団体からの相談に応じる。活動内容の指南を行う。

コロナ禍で計画した事業実施が困難な状況であった。工夫して
できる活動は推進した。

団体からの相談に応じる。活動内容の指南を行う。

コロナ禍で計画した事業実施が困難な状況であった。 社会教育委員会議で振興策の協議を行う。

人 136 136 30

市子ども会育成連絡協議会加
盟団体数

総計

市青年ネットワーク連合会加盟
団体数

総計

R3年度
【羽地支所】
・各支所において、新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を図り、人数制限、オンラインなど工夫を凝らして青少年育成協
議会支部活動の支援を行った。
【屋部支所】
・コロナ対策の上、青少年育成協議会屋部支部の各種会議の開催支援を行った。
【久志支所】
・新型コロナウィルスの影響により各種団体の事業を実施することができなかった。
【地域力推進課】
・各社会教育団体においては、コロナ禍で緊急事態宣言やまん延防止等重点措置の発布により、活動の制限が続いたり、企画
自体が困難な状況であった。そのような中でも動き続けるために、内容を模索し、工夫して対策を取りながら活動ができるよう
指南・支援を行った。
・団体への指導者研修については、上記のとおりコロナ禍での動きの制限があったため、実施できなかった。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

団体 9 9 35

団体 4 4 35

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容

①地域活動の支援

取組（ふりかえり）

【SDGｓ】 
基本方針ごとに
関連する SDGｓ
（主なもの） 

総合戦略で策定した
具体的取組の内容 

【具体的取組ごとの評価】 
・KPI の達成率から、設定したウエイトに応じて、
具体的取組ごとの評価ランクを自動計算

・具体的取組ごとの進捗状況を矢印で入力

【今年度の取組（ふりかえり）】 
・具体的取組の内容に対し、今年度は何がどの
ように進捗したか、どのような課題があったか
などについて、ふりかえりを行う

【KPI】 
具体的取組ごとに 
設定した KPI 

【ウエイト】 
1 つの具体的取組に
KPI が複数ある場合
はウエイトを設定 

【KPI ごとの評価】 
・KPI の実績値に応じて達成率と評価
ランクを自動計算

・KPI ごとの進捗状況を矢印で入力

【備考】 
・矢印を選択した根拠
（順調であることの根拠、順
調でないことの課題等） 

具体的 
取組に 
関連 

KPI に 
関連 

【対応】 
・評価結果や備考に記載し
た内容をもとに対応方針を
記載

具体的
取組 
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(2) 評価結果と妥当性の検証、今後の対応方針

具体的取組での評価を総括し、一定の基本方針ごとの施策を進めるうえでの評価や課題整理を行ったうえで、今後の方針を検討します。

■評価結果と妥当性の検証

評価

課題

対応

■検証結果を踏まえた改善方針

検証結果
を踏まえ
た改善方

針

【介護長寿課】
①今後も受託可能法人との調整を継続し、羽地・屋我地地区への地域型包
括支援センターへの委託設置を目指す。地域ケア会議については、ケア会
議の機能が果たせるよう、地域型包括、関係機関へケア会議の趣旨、活用
方法について周知を図る。また、地域課題分類ができるよう分類表の作成に
取り組むとともに、手引きの内容見直し及び活用促進に向けて周知活動を
実施する。
②感染対策と並行して生きがいづくり(イベント)を開催する。また、対面活動
以外の生きがいづくりを検討する。
③事業所指導に向けては、実地指導マニュアルを作成し、実施件数を増加
させる。介護給付費適正化を図るため、点検件数を増やし、事務処理上の
請求誤りと算定要件の解釈について事業所への周知を強化する。

・②については、新型コロナの影響でイベント中止となり、進捗が順調でないとい
うことと、他の取り組みでは、ほぼ順調であることから、比較的効果があった評価
になると思われる。

・自己評価において、達成度の低い事業などがあり、課題も多いので、評価が適切では
ないと考えられる。

・市民の健康づくりは、今後の名護市にとっても最重要課題であると思うので、市ホーム
ページやＳＮＳ、ＦＭラジオ番組などでの普及啓発に予算をかけて取り組んで欲しい。

【介護長寿課】
・高齢者の生きがいづくり_は、その健康が有って成り立つとの認識のもと、感染拡大防止優先の観点から高齢者向けイベントや事業所への指導・監査については、新型コロナウイルスの影響により、状況に応じて庁内調整も行って中止判断として、その結果、実施していないことからR３年度達成度
は「E」としていますが、その判断自体は適切であることから、評価も妥当であると考えています。
・事業所への指導については、集団指導のあり方を工夫し、又、新型コロナウイルス対応上、国から通知される_介護保険制度や臨時的な取り扱いにかかる通知やその解釈などを市ホームページを活用し事業所へその都度、周知し適正な介護サービス提供に繋げているところです。
一方で取り組めていない課題には期間内の達成に向けて推進していきたいと思います。

・市内コミュニティーFMラジオを活用した情報発信は、現在一般介護予防事業において普及啓発に関する予算を確保し、市包括支援センター職員が認知症や運動、社会参加等をテーマに介護予防の普及啓発に取り組んでいます。また、介護予防カレンダーを作成し、市内の高齢者へ配布を行い
ました。今後は市ホームページ等での普及啓発にも取り組んでいきたいと思います。

【健康増進課】
・市民への健康づくりに関する周知としましては、現在、市ホームページ及び健康だより(年４回発行)などを活用して実施しております。さらに、健診未受診者対策としまして、令和３年度より民間委託による未受診者の分析を行い、その方にあった受診勧奨を年２回ほど実施しております。

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

検証（CHECK）
自己評価 内部検証 外部検証

対応方針（ACTION）

十分な効果があった

【介護長寿課】
①包括センターの拡充・機能強化に関しては、コロナ禍による人手不足によ
り、人材確保が困難との理由から、受託法人の選定が難航している。地域ケ
ア会議に関しては、地域課題の分類、抽出が出来ていないことが課題となっ
ている。また、入退院支援の手引きを作成しているが、活用している機関に
バラツキがあり、関係機関で統一的な活用までには至っていないことが課題
となっている。
②生きがいづくりは対面活動が主であったが、コロナ禍で対面活動の難しさ
を感じている。
③事業所指導に向けて、実地指導マニュアルを作成する必要がある。また、
介護給付費適正化を図るため、点検件数を増やす必要がある。
④交通手段がなく、介護予防事業に通えない高齢者がいる。

【自己評価】 
・担当課において、基本方針全体の評価と、
課題抽出、対応方針について検討

【内部検証】 
・内部検証会議における評価の妥当性や改善
に向けた助言などの意見を記載

【外部検証】 
・外部検証会議における評価の妥当性や改善
に向けた助言などの意見を記載

【検証結果を踏まえた改善方針】 
・内部検証、外部検証における意見に基づき、
担当課で改善に向けた対応方針を検討
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3. 第２期名護市総合戦略の施策体系

基本方針 関連する主な SDGs 具体的取組 
１

安
心
し
て
働
け
る
活
力
あ
る
ま
ち
を

つ
く
る

（１）観光の振興

①市内への滞在促進
②多様なツーリストの受入体制の充実
③マーケティングプロモーションの充実
④観光振興の推進体制の確立・強化
⑤スポーツコンベンションの推進

（２）農業の振興
①農業振興に向けた支援体制の強化
②農家の担い手育成
③自然環境に配慮した農業生産基盤の整備
④農業の多様性を活かす活動の促進

（３）林業・漁業の振興

①自然と調和した森林資源の保全
②新たな林産物の研究・開発の促進
③水産基盤の整備・保全
④漁家の経営の安定化及び担い手の育成
⑤漁港の利活用

（４）商工業の振興
①中小企業・小規模企業等への支援・育成の充実
②中心市街地への商業の集積・活性化と機能の拡充
③地域資源を活用した地産品開発と販路拡大

（５）雇用の創出と就労
支援の充実

①産業を創出するための人材育成
②金融・情報通信関連企業の立地促進
③新たな起業への支援

２

暮
ら
し
や
す
く
安
全
・
安
心
な
環
境
を

つ
く
る

（１）自然と共生するまち ①自然環境と調和した土地利用の適正な規制・誘導
②自然環境の保全・回復に向けた取組の推進

（２）道路・交通ネット
ワークの充実

①計画的かつ効率的・効果的な道路整備及び
適切な維持管理の推進

②安心・快適な道路環境の整備
③公共交通の利便性の向上

（３）快適な居住環境の
整備

①都市基盤の整備
②景観行政の推進
③公園の整備推進と維持管理の充実
④総合的・計画的な住宅政策の推進

（４）上・下水道の充実
①上・下水道の健全な運営
②計画的な拡充整備及び施設更新
③国際協力の推進

（５）安全・安心なまちづ
くりの推進

①交通安全対策の推進
②防犯対策の強化
③野犬・野良猫・ハブ・害虫等の対策強化

（６）防災・救急体制の
充実

①消防・防災体制の整備・充実
②救急救助体制の充実
③地域防災力の向上

３

誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

支
え
合
い
の
あ
る
地
域
を
つ
く
る

（１）健康づくりの推進 ①ライフステージに応じた市民の健康づくり
②地域と一体となった健康づくりの支援

（２）高齢者への支援

①地域包括ケアシステム体制の充実
②高齢者の生きがいづくりの支援
③適切な介護保険事業の運営
④介護予防事業の推進
⑤在宅医療・介護の連携

（３）障がい者（児）へ
の支援

①障がい者（児）への理解の促進
②社会参加・交流促進

（４）誰もが安心して暮ら
せるまちづくりの推進

①地域での支え合いによる福祉の推進
②福祉に関する支援体制の充実

（５）社会保障等の充実
①国民健康保険事業の健全な運営と後期高齢者
医療保険制度の円滑な運営

②困窮世帯等への自立支援
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基本方針 関連する主な SDGs 具体的取組 
４

安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
環
境
を
つ
く
る

（１）児童・子育て家庭
への支援

①子どもの居場所づくり
②子育て家庭、児童への支援
③保育サービス及び保育環境の充実
④児童虐待やＤＶの防止と適切な支援

（２）家庭教育と幼児
教育の充実

①家庭や地域の教育力の向上
②幼児教育の充実

（３）青少年の健全育成
①青少年の健全育成に向けた取組の充実
②地域の子どもは地域で育てる
③体験学習等の推進による人材育成事業の充実

（４）学校教育の充実
①学校教育内容の充実
②地域とともにある学校づくり
③教育環境の充実

５

楽
し
み
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
よ
っ
て

人
々
の
繋
が
る
場
を
つ
く
る

（１）社会教育の充実 ①地域活動の支援
②公民館活動の充実

（２）地域コミュニティの
活性化

①コミュニティ活動の充実

（３）スポーツ・レクリエー
ション活動の充実

①生涯スポーツの充実
②夢を育む競技スポーツの推進
③スポーツ施設の整備拡充

（４）芸術・文化活動の
充実

①伝統文化の継承と歴史的資料・文化財の保全・活用
②博物館運営の充実
③図書館機能の充実
④芸術文化の振興
⑤生涯学習機会の情報提供と生涯学習施設等の
連携充実

（５）交流の推進・関係
人口の創出

①国際交流の促進
②地域間交流の促進

（６）人権や多様性の
尊重

①男女共同参画に向けた意識・環境づくり
②互いの性や人権、文化を尊重しあうまちの実現
③女性の能力発揮促進と人材活用

横
断

新
し
い
時
代
の
流
れ
を
力
に
し
て
、

持
続
可
能
な
地
方
創
生
を
推
進
す
る

（１）時代に即した質の
高い行政サービスの
提供

①行政が担うべき役割の重点化と民間活力の活用
②最新技術を活用した市民サービスの向上と
事務の効率化

③時代の変化に対応可能な人材の育成
④簡素で効率的な組織体制の構築
⑤シティプロモーションの推進
⑥＂伝わる＂情報発信
⑦名桜大学との連携

（２）持続可能な財政
基盤の確立

①財政運営の健全性の確保
②歳出削減への取組
③歳入確保への取組
④公共施設等の適切な管理

（３）環境にやさしい循環
型社会の構築

①環境意識の普及・啓発
②循環型社会の構築に資する人材の育成
③ごみの発生抑制・再資源化の促進と
廃棄物の適正処理

④循環型エネルギーの導入・普及促進

（４）移住・定住の促進 ①移住・定住の促進

※関連する主なＳＤＧｓを掲載しています。
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4. 評価検証結果

次ページより、基本方針ごとに作成した評価検証シートにより、評価検証結果を示します。
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第２期名護市総合戦略 評価検証シート

基本目標１．安心して働ける活力あるまちをつくる　【産業振興、雇用・就労】

基本方針（１）観光の振興
■具体的取組ごとの評価検証

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク E － － －

進捗状況 ↘
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 1,653,392

達成率 27.4% - - -

※現状値はR元年度 ランク E - - -

進捗状況 ↘
実績値 440,926

達成率 32.3% - - -

※現状値はR元年度 ランク D - - -

進捗状況 ↘
実績値 0
達成率 0.0% - - -

※現状値はR元年度 ランク E - - -
進捗状況 ↘

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク D － － －

進捗状況 ↘

単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
実績値 145,031
達成率 51.8% - - -

※現状値はR元年度 ランク D - - -
進捗状況 →
実績値 41,352
達成率 52.4% - - -

※現状値はR元年度 ランク D - - -
進捗状況 →
実績値 17,587
達成率 0.9% - - -

※現状値はR元年度 ランク E - - -
進捗状況 ↘
実績値 2,729
達成率 1.0% - - -

※現状値はR元年度 ランク E - - -
進捗状況 ↘
実績値 85,166
達成率 98.0% - - -

※現状値はR元年度 ランク B - - -
進捗状況 →
実績値 88,611
達成率 72.7% - - -

※現状値はR元年度 ランク C - - -
進捗状況 →
実績値 4
達成率 0.2% - - -

※現状値はR元年度 ランク E - - -
進捗状況 ↘

人/年 37 2,000

実績（DO）

実績（DO）

備考 対応

新型コロナウイルス感染症拡大により県外観光客来場者数が
大幅に落ち込む中、県内客を獲得することにより前年度より増
加しています。

県内客、地元客の集客を強化します。

・名護市全域や各地区において、自然や生活・伝統文化を活用し、地域の経済循環を生み出す滞在
メニューを開発するとともに、各地区の事業者間や住民との連携、拠点の強化や、既存イベントの見
直し等を図り、名護市内への観光客の滞在促進を図ります。
・多様な資源を活用した滞在メニューの提供やイベントを着地型コンテンツとして見直すことにより、
中心市街地の滞在促進を図ります。
・「名護湾沿岸基本計画」に基づき、「 21世紀の森公園周辺エリア」「名護漁港周辺エリア」「玄関口エ
リア」において、持続可能なまちづくりを検討します。

【久志支所】
・新型コロナウィルスの影響により、観光客を受け入れる環境の充実を図ることができませんでした。
【屋我地支所】
・令和２年度より引き続き新型コロナウイルス感染拡大の影響により修学旅行の中止や民泊受入が困難な状況になったため、
体験施設の利用者がほぼいない状態となりました。
【羽地支所】
・新型コロナウイルス感染拡大により、観光客が減少するとともにイベント等も中止となり観光客の受入体制充実化を図る事は
できませんでしたが、地元、県内客の集客強化を行いコロナ禍の集客対応に工夫しました。
【観光課】
・那覇空港の国際線は、２０２０年３月から全便運休が続いており、令和３年度の外国人観光客の入域がなかったため、ツーリス
ト受入環境の取組はありませんでした。今後は、新型コロナウイルス感染症の影響を注視し、政府による本格的な外国人観光
客の受け入れが開始された場合は、県、市内観光関係機関と連携し、外国人観光客の受け入れ体制を再構築したいと思いま
す。
・令和３年度については、観光人材等の確保について実現できませんでしたが、令和４年８月より、本市に派遣された観光分野
の専門人材の知見や助言を教授し、課題解決や観光政策に取組んで行きたいと思います。

・広域も含めた観光案内機能の充実や、外国人受入環境の充実、広域連携体制による受入を推進
など、様々なツーリストの受入環境の充実を図ります。
・多様なツーリストの受入に向け、観光人材等の確保・育成を推進します。

重要業績評価指標（KPI）

わんさか大浦パーク訪問数
人/年 81,858 121,966 15 単年 新型コロナウィルスの影響により、訪問者が少ない状況となり

ました。
コロナ対策を講じながら誘客活動を展開します。

羽地の駅レジ通過者数
人/年 80,065

外国人市内観光施設入込客数
 

人/年 1,254,296 2,032,339 20 単年 政府による、外国人の国内流入制限が掛かったため、甚大な
影響を受けました。

ウィズコロナ、アフターコロナを見据えた外国人受けれ体制の
構築及び市内観光事業者との連携を図ります。

修学旅行宿泊者数
人/年 77,015 78,940 10 単年 新型コロナウイルス感染拡大の影響により修学旅行の中止が

ありました。特に１月には全国各地で緊急事態宣言が発出され
たため、1月・2月の修学旅行受入は0でした。

アフターコロナに向けた観光客の取込みを図ります。

単年

市域内一人当たりの観光消費
額

単年

40

名護自然動植物公園施設利用
者数

人/年 93,045

4月のまん延防止等重点措置に続き、5月から9月までの長期
間にわたり緊急事態措置が適用され、感染状況が落ち着いた
11月以降、段階的な経済活動再開により徐々に回復傾向が見
られたものの、1月以降再びまん延防止等重点措置が適用とな
るなど、コロナ禍により多大な影響を受けました。

ウィズコロナ、アフターコロナを見据えた観光客誘客の取組み
を図ります。関係部署及び市内観光事業者と連携していきま
す。

調査未実施のため、分析には至っていない状況です。 R6年度に調査を実施する予定です。

市内宿泊施設入込客数 （国内
客及び国外客含む）

円/年 13,306 14,400 20

人/年  1,281,083 1,366,000

280,000 15 単年 令和３年度は170,000人を目標としていましたが、新型コロナウ
イルスによる観光客の減少により、約25,000人足りませんでし
た。

取組・指標（PLAN）
具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

276,709 20 単年 政府による、外国人の国内流入制限が掛かったため、甚大な
影響を受けました。

ウィズコロナ、アフターコロナを見据えた外国人受けれ体制の
構築及び市内観光事業者との連携を図ります。外国人市内宿泊施設入込客数

人/年

取組・指標（PLAN）

アフターコロナに向けた観光客の取込みを図ります。

市内観光施設入込客数（国内
客及び国外客含む）

単年
4月のまん延防止等重点措置に続き、5月から9月までの長期
間にわたり緊急事態措置が適用され、感染状況が落ち着いた
11月以降、段階的な経済活動再開により徐々に回復傾向が見
られたものの、1月以降再びまん延防止等重点措置が適用とな
るなど、コロナ禍により多大な影響を受けました。

ウィズコロナ、アフターコロナを見据えた観光客誘客の取組み
を図ります。関係部署及び市内観光事業者と連携していきま
す。

人/年 4,935,538 6,025,000 40

86,905 15 単年

5 単年

取組（ふりかえり）R3年度
【久志支所】
・新型コロナウィルスの影響により、既存のイベント等が開催できず、観光客の滞在促進を促すことができませんでした。
【観光課】
・新型コロナウイルス感染症の影響を受け、減少した観光客の需要回復のため、「名護市観光産業支援事業（7515キャンペー
ン）」を実施し、本市への誘客へ繋げました。
・新型コロナウイルス感染症拡大の収束は見通せないものの、ウィズコロナ、アフターコロナを見据えたイベント開催や観光支援
事業に取組み、引き続き観光客の滞在促進に繋がる取組みを図って行きたいと思います。
【政策推進課】
・名護湾沿岸（名護漁港周辺エリア）実施計画を令和４年３月に策定しました。

重要業績評価指標（KPI）

具体的取組 具体的取組の内容

備考 対応

269,960

①市内への滞在促
進

②多様なツーリスト
の受入体制の充実

名護市やがじ農業体験施設体
験者数 

令和２年度より引き続き新型コロナウイルス感染拡大の影響に
より修学旅行の中止や民泊受入が困難な状況となりました。

修学旅行生以外の体験メニューを検討します。
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総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク E － － －

進捗状況 ↘
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 0
達成率 0.0% - - -

※現状値はR元年度 ランク E - - -
進捗状況 ↘
実績値 221,471
達成率 73.5% - - -

※現状値はR元年度 ランク C - - -
進捗状況 →
実績値 7

達成率 70.0% - - -

※現状値はR元年度 ランク C - - -

進捗状況 →
実績値 0.0
達成率 0.0% - - -

※現状値はR元年度 ランク E - - -
進捗状況 ↘

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク E － － －

進捗状況 ↘
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 0
達成率 0.0% - - -

※現状値はR元年度 ランク E - - -
進捗状況 ↘

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク E － － －

進捗状況 ↘
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 12
達成率 48.0% - - -

※現状値はR元年度 ランク D - - -
進捗状況 →
実績値 89
達成率 8.9% - - -

※現状値はR元年度 ランク E - - -
進捗状況 ↘

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

・21世紀の森公園内に、スポーツコンベンションの核施設となるサッカーラグビー場を整備します。
・スポーツ合宿等の誘致を促進し、観光閑散期の観光振興を図ります。

【観光課】
・スポーツコンベンション施設整備事業については、グラウンド１面が完成しました。引き続き、管理棟及びグラウンド整備を実施
します。
・合宿誘致については、新型コロナウイルスの影響で中止の団体がありました。新型コロナウイルス感染症拡大の状況を注視
し、引き続きスポーツ合宿等の支援を行います。

スポーツ合宿等実施件数
件/年 5 25 50 単年

新型コロナウイルスの影響で合宿の中止等がありました。 継続して誘致活動を実施します。

スポーツ合宿等実施人数
人/年 200 1,000 50 単年

新型コロナウイルスの影響で合宿の中止等がありました。 継続して誘致活動を実施します。

重要業績評価指標（KPI） 備考

・地域（市民・事業者）の観光振興に対するコンセンサスを形成することで、市内の観光振興体制の
強化を図ります。
・産学官連携体制の構築や広域連携体制の充実を図ります。

回/年  301,400

実績（DO）

実績（DO）

実績（DO）

対応

【観光課】
・産学官連携体制の構築として、有識者による懇話会の開催を予定していましたが、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、
開催ができませんでした。
・令和４年８月より、本市に派遣された観光分野の専門人材を交え、「観光振興基本計画」に係る有識者懇談会において、観光
振興基本計画の進捗状況を確認していきたいと思います。

R3年度 取組（ふりかえり）

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

産学官連携による観光振興に
向けた取組 

件/年 1 2 100 単年
新型コロナウイルス感染症の影響により、人を集めた会議等の
開催が困難な状況にありました。

WEB会議などを活用し、関係機関との連携強化を図ります。

【観光課】
・継続的なデータ取得（宿泊施設、観光施設）のデータ収集は行っているものの、当データ等を活用したプロモーション手法の構
築までは至っていない状況です。
・姉妹都市等において、連携をとり、他課（企画政策課）の方で、ブランドを活かしたか観光プロモーション（４回）を実施しました。
・新型コロナウイルス感染症拡大の影響により名護スペシャルデーの直接的なプロモーションは見送りました。
・コロナ禍においても可能な範囲で、其々の取り組みについてマーケティングプロモーションを実施していきたいと思います。

・継続的なデータの取得・分析を実施し、来訪者のニーズに応じたプロモーション手法の構築を検討
します。
・地域のブランド育成・強化を図り、ブランドを活かしたプロモーションを実施します。
・北海道日本ハムファイターズ春季キャンプの来場者数増を目的に、ファイターズホームゲームにお
いて「名護スペシャルデー」を開催し、プロモーション活動を実施します。

30,000 50 単年
新型コロナウイルス感染症の影響により、球団側の判断で無
観客でのキャンプ実施となりました。

有観客で実施できるよう球団側と調整します。

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

名護市観光客の満足度調査
％ 87.4 90.0 15 単年

国内外のプロモーション活動実
績

件/年 8 10 20 単年
①枚方友好・交流都市物産展／やんばる名護マルシェinイオン
具志川／やんばる・なごむんフェアin銀座わしたショップ本店／
FOODSTYLE OKINAWA2022／②名護スペシャルデー（札幌
ドーム）／ANA・名護市共同プロモーションを実施しました。
※①企画政策課実施②観光課実施

企画政策課と連携し、観光プロモーションの強化を図ります。

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容

具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

観光協会ホームページアクセ
ス数

295,470

北海道日本ハムファイターズ春
季キャンプ来場者数 

人/年 28,950

③マーケティングプ
ロモーションの充実

④観光振興の推進
体制の確立・強化

⑤スポーツコンベン
ションの推進

15 単年
今年度、300,000件のページビュー数を目標としていましたが、
新型コロナウイルスの影響で、イベントページ等がみられなく
なった影響で221,471件となりました。

ホームページによる市内の観光地・観光施設・宿泊施設等の
情報・各種イベント情報を掲載し、プロ野球キャンプ・賛助会員
の紹介等に努めます。

取組・指標（PLAN）

具体的取組

調査未実施のため、分析には至っていない状況です。 R6年度に調査を実施する予定です。
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■評価結果と妥当性の検証

評価

課題

対応

■検証結果を踏まえた改善方針

検証結果
を踏まえ
た改善方

針

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

【久志支所】
・二見以北地域拠点施設の機能強化を図り、観光の振興に貢献します。
【屋我地支所】
・体験施設の内容等をアピールするためのHP作成・運用やSNS等の活用が
必要です。
・修学旅行や観光客だけでなく、農業を始めたい人（本格的な人はもちろん
趣味程度も含めて）が体験できるメニューを検討します。
【羽地支所】
・イベント、商品情報など情報発信が弱いため、今後はHP、SNSを活用し外
部への情報発信強化に努めます。地元客サービスの拡充として高齢者への
移動販売等を検討します。また、施設来場者へのアンケート調査を実施し、
観光客、地元客のニーズ把握し、今後の施設運営、イベント開催に活かしま
す。
【観光課】
・新型コロナウイルス感染症拡大により影響を受けた本市観光政策の課題
抽出を行い、令和２年度に策定された「第２次観光振興基本計画」の見直し
検討を行います。
・本市に派遣された観光分野の専門人材の知見や助言を教授し、課題解決
や観光政策に取り組みます。

・久志支所、屋我地支所は具体的な課題抽出ができておらず、また、久志支所は
今後の方針について、具体的ではないと思われます。目標達成度が軒並み低く
なっており、そもそも当該目標のままの設定でいいのか疑問が残ります。

・屋我地支所は今後の方針では情報の発信を強化し、ウィズコロナ・アフターコロ
ナに向けターゲットを広げる取り組みがうかがえるため、実施に向けて取り組んで
はどうでしょうか。

・施設整備が終着点ではなく、その施設をどう活用して活力あるまちつくりに繋げ
るかが重要だと思います。

・設定された具体的取組の目標値が、コロナ禍前の状況を反映し設定されたもの
であるなら、「第２次観光振興基本計画」の見直しと合わせ、現状に沿った目標値
や取組内容の再設定の検討も必要ではないかと思います。

・地域の意見等を踏まえ旅行会社等の実際に観光客のニーズを把握している者
に、アフターコロナを見据えた市全体の観光資源を活かしたイベント企画やプログ
ラムの作成を依頼し、計画のみではなく、実際にイベントやプログラム等を実施し
てもらってはどうでしょうか。

・コロナ禍では行動に制限があり、仕方ない部分もあったと思います。

・観光データと自然観察・スポーツ・歴史文化等のイベントの時期を重ね合わせ、宿泊数
が少ない時期には特別価格でのプロモーションを行ってはいかがでしょうか。

・旅先納税の導入を検討してみてはどうでしょうか。全国的には北海道が先行しています
が、先日、南城市でも開始したとの新聞報道がありました。

※「旅先納税」とは、市外の方が本市を訪れたときに、スマートフォン上でふるさと納税が
でき、返礼品として宿泊施設や飲食店等の加盟店で使える電子商品券を受け取れるとい
うような取組です。

・コロナの影響が落ち着いたら、方針どおり行えば良いと思います。

・自己評価の課題や今後の方針の欄は、具体的な取組ごとに、自己評価の課題と今後
の方針を記載できないでしょうか。一定の部分に関する自己評価になっていると思われ
ますが、それで良いでしょうか。

・全体的に
コロナにより観光行政がマイナス評価だったというのはとても残念です。しかしながら、コ
ロナ前の環境で策定された「第二次観光振興基本計画」を実施出来なかった事について
は、そう悔やむ事でもないと思います。今後の方針に”見直し、検討を行う”とあるので、
そこに期待します。回復に向けての観光客受け入れ態勢を整える事（人、交通）と、名護
市への誘客アピールの強化（束にした発信力）と、観光客視点のインフラ整備、に注力し
て欲しいと思います。高速船が開始された事はとても喜ばしい事ですので、それが更に
発展し名護が北部観光の拠点となる基礎づくりにはとても貢献したと感じていますし評価
すべきと思います。
　
・③マーケティングプロモーションの充実④観光振興の推進体制の確立・強化
名護市の観光の在り方について行政と事業者でじっくりと話し合い目指すゴールへ向け
ての戦略を立てる機会を設けてください。今後の名護交通ターミナル整備や、北部のテー
マパーク、世界自然遺産など、北部の玄関口としての名護市の観光のあり方を市場調査
や戦況分析をした上で、名護市の強みを皆が共通認識として持つくらいに議論したいと
思っています。マーケティングが先で、プロモーションはそれについてくるものと考えた方
が良いと思います。

・⑤スポーツコンベンションの推進
これは名護市の強みです。サッカーラグビーの大会や合宿を、官民一体となって誘致し
ましょう。21世紀の森公園のビーチ、公園を含めての充実は、名護市の顔として、あらゆ
る面でけん引力となると感じています。

【観光課】
・令和2年度に策定した「第二次観光振興基本計画」新型コロナウイルス感染症の拡大の影響を受け、計画の進捗や目標値など、観光を取り巻く環境の変化に対応した取り組みが必要であると考えておりますので、計画の見直しも含め、旅先納税やマーケティング、プロモーションなどの取組につい
ても検討していきます。

・今後の連携した取組として、令和４年８月１日、本市や北部広域の地域経済の活性化や地域振興を図ることを目的に、本市と株式会社JTB沖縄・株式会社JTBとの連携に関する協定を交わしました。協定締結により、双方の強みを生かし「自然とまちが融合した魅力あふれるやんばる観光拠点名
護の構築」を目指し、同時に、JTBから本市に派遣された観光分野の専門社員（名護市観光マーケットデベロッパー）の知見や助言をいただきながら、観光施策の推進に、事業者（名護市観光協会等）と連携（意見交換の場を構築）を図りながら、取り組んでまいりたいと思います。

☆本市と株式会社JTB沖縄連携事項
　⑴魅力ある観光地創造による滞在促進に関すること
　⑵多彩な受け入れ体制の充実による交流人口の拡大に関すること
　⑶北部広域周遊の起点となるマーケティングやプロモーションに関すること
　⑷関係機関との連携による観光振興推進体制の確立・強化に関すること
　⑸その他、市の施策に関すること

☆名護市観光マーケットデベロッパー（JTB派遣社員）職務
　⑴観光を取巻く環境の変化に対応した、より実効性ある振興計画への見直しに関すること
　⑵観光施設や関連機関等との連携を図る渉外窓口に関すること
　⑶名護市を中心とした北部１２市町村の広域観光ルートの開拓業務にかんすること
　⑷将来的な北部１２市町村の発展に向けた観光振興活動に関すること

【企画政策課】
・評価につきましては、基本方針ごとの取組について行っておりますが、具体的な取り組みごとの状況・課題、対応についても分かりやすいように様式を検討します。

対応方針（ACTION）

あまり効果がなかった

【久志支所】
・新型コロナウィルスの影響により、観光の振興を図ることができませんでし
た。
【屋我地支所】
・新型コロナウイルス感染拡大の影響により修学旅行が中止になったり、実
施した学校でも民泊の受入ができなかった等があり、体験施設の利用がで
きない状況にありました。
【羽地支所】
・新型コロナウイルス感染拡大により、観光客が減少するとともにイベント等
も中止となり観光客の受入体制充実化を図る事はできませんでしたが、地
元、県内客の集客強化として、県内客向けの商品充実化や地元高齢者向け
に送迎サービスを行うなど工夫を行いました。
【観光課】
・新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、各種イベントの中止・規模縮
小実施や観光振興計画の有識者懇談会等の開催が見送られるなど、観光
振興に対するコンセンサスを形成することができませんせしたが、ウィズコロ
ナ、アフターコロナを見据えた観光政策を構築する必要があります。

検証（CHECK）
自己評価 内部検証 外部検証
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第２期名護市総合戦略 評価検証シート

基本目標１．安心して働ける活力あるまちをつくる　【産業振興、雇用・就労】

基本方針（２）農業の振興
■具体的取組ごとの評価検証

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク A － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 92
達成率 130.4% - - -
ランク A - - -

進捗状況 →

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク E － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 0
達成率 0.0% - - -
ランク E - - -

進捗状況 ↘

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク E － － －

進捗状況 ↗
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 52
達成率 2.5% - - -
ランク E - - -

進捗状況 ↗

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク E － － －

進捗状況 ↗
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 0
達成率 0.0% - - -
ランク E - - -

進捗状況 ↘

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度
【農業政策課・園芸畜産課】
・名護市鳥獣被害対策協議会によるワイヤーメッシュ設置や捕獲鳥獣の買取り事業を実施できたので今後も継続していきま
す。農業用無人車による労力軽減やIoTを活用したイノシシの捕獲実証等を視察できたので、今後も情報収集に努めたいと思い
ます。
・前年に比べて遊休地の面積は減少しましたが、今後も継続的な農地利用が図られるよう努めます。

重要業績評価指標（KPI） 備考

青年等就農計画の策定者数
人/年 3 3 100 単年

重要業績評価指標（KPI）

・農作業の効率化・省力化を図るとともに、農業を持続的に展開するために、農業施設の基盤整備お
よび適切な維持管理を実施します。
・また、農村における生活環境の改善のほか公共水域の水質保全を図るため農業集落排水施設の
整備を促進します。

土地改良区内における遊休農
地の面積

総計
継続的な農地利用の確保が必要です。 事業活用や継続的な話し合いより、出し手と担い手の確保を進

めます。
ha  128 120 100

対応

取組（ふりかえり）

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

備考 対応
・青年等就農計画の認定基準を満たす新規就農者がいなかっ
たため策定者数が伸びませんでした。

引き続き取組を推進します。

引き続き取組を推進します。

・地域の農産物を活かした６次産業化等の取組により、名護産農産物等の消費拡大の推進を図りま
す。
・また中山間地の多面的機能の確保、農業に親しむ機会の創出などの農業が持つ多様性を活かす
活動を促進します。

【農業政策課・園芸畜産課】
・６次産業化支援拠点施設の活用は例年水準となっていますが、名護産農林水産物等の消費拡大の推進を目的とした名護産
農林水産物等消費拡大推進懇談会を設置し、関係団体の連携体制の強化を図ることができました。得られた意見を今後の事
業に展開していきます。
・農業の多様性を活かす活動の促進については、中山間地での取組支援や市民農園の貸付けにより中山間地の維持や農業
への理解を深める取り組みを図ることができました。

備考 対応

令和3～6年度　農道整備延長
（累計） 

ｍ - 累計
当初計画を上回る延長の整備を推進しました。

【農業政策課】
・農業の担い手確保・育成に関しては、新規の青年等就農計画策定者はいなかったものの、19名の新規就農者に対し関係機
関と連携して営農指導等を行い、農業経営確立に向けた支援を図ることができました。

【農業政策課】
・R3年度は当初40ｍ区間の整備を予定していましたが、計画を上回る延長の整備を行いました。

・新規就農者に対し農業用施設及び機械等の導入や就農直後の経営確立を図るための事業等によ
る支援を行いながら、関係機関と協働で技術指導や経営指導等の営農支援、農地の集積・集約を図
り、農業の担い手の確保・育成に取り組みます。

重要業績評価指標（KPI）

①農業振興に向け
た支援体制の強化

②農家の担い手育
成

③自然環境に配慮
した農業生産基盤

の整備

④農業の多様性を
活かす活動の促進

実績（DO）

実績（DO）

実績（DO）

実績（DO）

畜産まつり来客数 
人/年 1,400 1,800 100 単年

コロナウイルス感染拡大の影響により畜産まつりが中止となり
ました。

開催方法等の検討を行いながら、引き続き取組を推進します。

・名護市を取り巻く農業環境に対応するべく、農畜産物被害等への対応や新たな技術の活用を含め
た機械化農業の基盤整備による効率化など、関係団体とも連携しながら 農畜産業の経営安定を図
るための支援に取り組みます。
・農業規模拡大を希望する農業者等に対し、農地の貸付け、遊休農地の解消に対する支援等を行う
ことで、農地の流動化を促進します。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

2,060 100
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■評価結果と妥当性の検証

評価

課題

対応

■検証結果を踏まえた改善方針

検証結果
を踏まえ
た改善方

針

検証（CHECK）
自己評価 内部検証 外部検証

対応方針（ACTION）

比較的効果があった

【農業政策課・園芸畜産課】
・農地の流動化の促進については、農地の出し手の掘り起こしと担い手確保
が課題となっています。

【農業政策課・園芸畜産課】
・国・県における遊休地対策事業の活用、農地中間管理事業を活用及び人・
農地プランで地域での話し合いを通じて、農地の出し手掘り起こしと担い手
を確保し遊休地の解消を図ります。

・農地の担い手の確保については、色々な媒体を活用し積極的にPRする必要が
あると思われます。

・令和３年度達成度と令和３年度進捗に関する評価がかけ離れていて解りづらいので改
善できないでしょうか。

・農地の流動化を促進するためには、農地の出し手の掘り起こしと担い手の確保を課題
としてあげていますが、今後も継続し取り組むことで効果が高まると思います。

・農協としても新規組合員就農者への営農指導強化を協力します。

・ファーマーズ等を活用した取組強化も必要ではないでしょうか。

【企画政策課】
・達成率については、R6年度を基本とする目標値に対し、実績値が目標値にどれだけ近づいたか、という点を自動計算で算出し客観的に評価しています。最終的に100％（以上）を目指すため、指標によっては計画期間途中の評価が低く現れる場合もあることから、最終年度以外は参考値として扱
います。
　進捗度については、KPIの設定のない取組や、目標年度に至る過程や事業の経過など、数値に現れない内容を考慮して、三段階（矢印）で主観的に評価し、その根拠について備考欄に記載します。計画期間中の評価においては、この進捗状況をもとに課題や改善方針を検討します。
　上記の２点の特徴から、二つの評価が必ずしも一致しないということが生じております。

【農業政策課】
・農地の流動化につきましては、人・農地プランの継続的な取組を進め、今後も引き続き遊休地の解消に努めて参ります。

・新規就農者の確保・育成につきましては、本市としても喫緊の課題であると考えており、新規就農者の営農確立に向けて農業協同組合の専門的な知見からの技術・経営指導等の御協力をお願いいたします。

・消費拡大の推進につきましては、「名護産農林水産物等消費拡大推進懇談会」において農業のみならず林業、水産業とも連携しながら分野をクロスオーバーした消費拡大推進の取組を進めて参ります。今後の取組みにおいて、ファーマーズ等を活用した消費拡大イベントを図っていきたいと考え
ておりますので御協力をお願いいたします。

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言
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第２期名護市総合戦略 評価検証シート

基本目標１．安心して働ける活力あるまちをつくる　【産業振興、雇用・就労】

基本方針（３）林業・漁業の振興
■具体的取組ごとの評価検証

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク E － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 1
達成率 25.0% - - -
ランク E - - -

進捗状況 →

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク B － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 287.5

達成率 82.1% - - -

ランク B - - -

進捗状況 ↗

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク A － － －

進捗状況 ↗
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 3
達成率 100.0% - - -
ランク A - - -

進捗状況 ↗

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク B － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 85,371
達成率 85.4% - - -
ランク B - - -

進捗状況 →

林業事業者によるキノコ生産用
オガ粉の生産量

ｔ/年 198.0 350.0 100 単年

【農林水産課】
・本市所有林において、森林事業者と連携し、持続可能な森林資源循環型林業を行うため、効率的な収穫伐採を目指し、収穫
に要する経費と、木材販売で採算がとれるよう実証を行っています。現在、林産物はキノコ菌床に使用するオガ粉への利用が
主であり、収穫量と見合う利用となっています。将来的に、使用できる収穫量に見合った新たな林産物の開発については、森林
事業者と意見交換等行っていますが、現在はオガ粉利用で木材に余裕がないことから、まだ品目が決定してない状況です。今
後も引き続き、森林事業者と調整を行っていきます。

備考 対応
令和3年度末現在におけるオガ粉出荷量は、令和2年度オガ粉
出荷量に比べ上昇していますが、大型のキノコ生産施設が令
和3年度に老朽化を理由に閉鎖されたことから、今後減少する
見通しとなっています。

新規のオガ粉販売先確保や、新たな林産物の開発を進めてい
きます。

備考 対応

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容

①自然と調和した森
林資源の保全

②新たな林産物の
研究・開発の促進

③水産基盤の整備・
保全

④漁家の経営の安
定化及び担い手の

育成

R3年度 取組（ふりかえり）

・農林水産課造林事業により整備した森林について、収穫適齢期を迎えた森林資源の更なる活用を
図るため、沖縄県や林業事業者等と共同により、効率的な収穫伐採を推進するとともに、新たな林産
物の研究・開発に取り組みながら森林の再整備につながるよう努めます。

・安定した漁業活動が行えるよう、漁港施設の長寿命化や再整備に取り組むとともに、機能拡充に努
めます。

重要業績評価指標（KPI）

実績（DO）

実績（DO）

実績（DO）

取組（ふりかえり）

重要業績評価指標（KPI）

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容

R3年度
【農林水産課】
・本市では、本市所有林において、毎年、林齢50年以上となっている森林の更新を行っています。令和3年度も1.0haの森林にお
いて収穫を行い、収穫地で造林を実施しました。
・森林病害虫が確認されたリュウキュウマツについては、沖縄型森林環境保全事業（一括交付金）を活用し、補助金の範囲内で
対応可能な防除を実施しました。
・今後も引き続き、計画どおりに事業を進め、地球温暖化対策等につなげていきます。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応
市有林において森林の持つ
様々な機能を発揮するための
継続的な森林整備（令和3年～
6年度・累計）

累計
年間1haの森林整備を継続して行っていく計画となっています。 計画どおりの整備を継続します。

ha   - 4 100

・地球温暖化防止、国土保全、水源かん養、生物多様性の保全、木材等の物質生産等の多面的機
能を有している森林を管理（造林事業）しつつ、既存の森林資源を保全・利活用し、持続可能な森林
資源循環型林業の構築を目指します。
・森林病害虫防除を実施し、森林の保全に努めます。

名護市 管理5漁港のうち長寿
命化及び拡充基本構想策定実
施数 （再整備・累計）

漁港 2 3 100 累計
補助事業で対応可能な市管理漁港の老朽化調査に基づく再
整備及び機能拡充等を考慮した整備計画を策定しました（仲尾
次漁港、汀間漁港、辺野古漁港）。今後、策定された計画に基
づき整備を行っていきます。

目標値である3漁港が完了し、今後は策定された計画に基づき
整備を行っていきます。

実績（DO）

【農林水産課】
・漁業者の所得向上を目的に、漁業集落に対し補助を行い、イカ産卵床30基、浮魚礁1基、サメ駆除、魚食普及イベント（魚の無
料配布2回、魚のさばき方・料理教室）、体験漁業、高付加価値化による商品開発を実施しました。
また、漁協が購入する監視カメラ設置に対する助成や、漁業者が漁船建造等を行う際に支援を行いました。
今後も引き続き、水産振興が図れるよう、漁業関係者に対し支援を行っていきます。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

名護漁港水産物直販所の来客
数

人/年 87,893 100,000 100 単年
新型コロナウイルス感染症の影響により利用客が横ばいから
減少傾向にあります。今後、来客者が安心できる感染対策を行
いつつ、魅力ある商品の販売など行っていけるよう指定管理者
と調整を行っています。

感染対策を行いつつ、魅力のある商品開発やサービスができ
るよう指定管理者と調整していきます。

・浮魚礁の設置、イカ産卵床の設置、魚食普及、体験漁業、高付加価値化等に取り組む漁業集落に
対する支援を実施します。
・また漁業組合員に対し、漁船・装備品・漁具等の購入に対する助成並びに漁業協同組合事業に対
し支援が行えるよう取り組んでいきます。

【農林水産課】
・漁業者の所得向上を目的に、漁業集落に対し補助を行い、イカ産卵床30基、浮魚礁1基、サメ駆除、魚食普及イベント、体験
漁業、高付加価値化による商品開発を実施しました。
また、漁協が購入する監視カメラ設置に対する助成や、漁業者が漁船建造等を行う際に支援を行いました。
今後も引き続き、水産振興が図れるよう、漁業関係者に対し支援を行っていきます。
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総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク B － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 85,371
達成率 85.4% - - -
ランク B - - -

進捗状況 →

■評価結果と妥当性の検証

評価

課題

対応

■検証結果を踏まえた改善方針

検証結果
を踏まえ
た改善方

針

検証（CHECK）
自己評価 内部検証 外部検証

対応方針（ACTION）

比較的効果があった

【農林水産課】
・林業に関しては、地球温暖化対策等を目的に、市有林における林齢の高
い森林の更新を計画的に行っていき、森林が持つ機能を十分発揮できるよ
う、継続して取り組むとともに、事業を実施する林業従事者の後継者育成に
も取り組む必要があります。
・水産業に関しては、これまでと同様の支援を継続しつつ、魚食普及活動等
により消費拡大を図っていくことが水産振興につながっていきます。

⑤漁港の利活用

実績（DO）取組・指標（PLAN）

具体的取組

名護漁港水産物直販所の来客
数（再掲）

人/年 87,893 100,000 100 単年
新型コロナウイルス感染症の影響により利用客が横ばいから
減少傾向にあります。

感染対策を行いつつ、魅力のある商品開発やサービスができ
るよう指定管理者と調整していきます。

具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

・漁港の未利用地の利用を促進するとともに、観光、商工業との連携により、水産物の消費拡大を目
指します。
・名護漁港水産物直販所を中心に、活気のある漁港づくりに取り組んでいきます。
・「名護湾沿岸基本計画」に基づき、中心市街地を含む名護漁港周辺エリア一帯がやんばるの玄関
口として機能するよう、国道58号を含め、一帯のまちづくりについて、交通結節点及び物産拠点の整
備に係る事業手法検討及び関係機関調整、住民説明等を行います。
・高速船の受入環境整備として、名護漁港内に浮桟橋を整備します。

【農林水産課】
・今後、森林整備や収穫に必要となる作業道の整備計画策定及び、将来の
担い手確保につながる森林事業者と共同で行う職場体験の実施、県産材木
材の普及啓発などに取り組んで行く必要があります。
・水産業に関しては、これまでと同様の漁業活動につながる支援等を継続し
つつ、名護漁港水産物直販所を主とした魚食普及活動等により消費拡大を
図っていくことが水産業振興に寄与するため、漁協と連携し取り組んでいき
ます。

・森林病害虫対策事業については、駆除範囲が狭い場合や他市町村が同時に駆
除しなければ効果が少ないのではないでしょうか。北部市町村が一斉に実施する
ことができれば大きな効果があるのではないかと思います。

・人材育成については、職場体験学習だけではなく、例えば、その学習のなかで
森林組合等が主催するチェーンソーの資格講習などの企画を実施するなど、若
年者に対し興味を持たせることから始めてみてはどうでしょうか。

・魚食普及活動はマンネリ化しているように感じます。新たな取り組みも考える必
要があるのではないでしょうか。

・魚食普及のイベントが定期的行われており、その成果が徐々に表れてきていると感じま
す。

・自己評価の課題の中で、林業従事者の後継者育成を課題として挙げていますが、R３
年度の取組の中でのどの部分に関連するのか、記載できないでしょうか。

・同様に水産業に関して普及活動等により消費拡大を図っていくとありますが、R３年度
の取組のところで記載できないでしょうか。

【農林水産課】
・現在県内で実施されている森林病害虫対策事業は、主に沖縄県が一括交付金を活用している事業となっており、市町村は国道や県道沿いの被害木の除去及び公共施設のリュウキュウマツへの薬剤の樹幹注入を実施しています。松林などは沖縄県が国から割り当てされた予算内で対応してい
ます。全国的に国の森林病害虫対策に係る補助金の割り当て額が減少している状況にあります。

・人材育成については、今後、森林組合等と調整を図りながら取り組んで行きます。

・魚食普及活動は、これまで主にマグロの解体ショーや無料配布等を実施してきましたが、令和3年度から魚のさばき方・調理授業を市内小学校で行っています。今後は親子で魚のさばき方や調理などを体験できるイベント等を検討しています。

・林業従事者の後継者育成については、森林組合と連携し、令和6年度から実施していく予定となっています。

・令和3年度に実施した魚食普及活動は、魚の無料配布を2回、魚のさばき方・料理教室を1回実施しました。

【農林水産課】
・名護漁港水産物直販所においては、R2年度の来客数が87,893名、R3年度来客数が85,371名と新型コロナウイルス感染症の
影響から、沖縄県への観光客数が減少している影響もあり、名護漁港水産物直販所への来客が減少していますが、アクリル板
の設置や入店時のアルコール消毒の実施など、感染対策を実施し、地元客の利用につなげることができました。影響は最小限
に抑えています。
今後も来客者が安心して利用できる環境づくりや、魅力ある商品の提供などについて指定管理者と調整を行い、水産振興が図
れるよう取り組んで行く必要があります。

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言
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第２期名護市総合戦略 評価検証シート

基本目標１．安心して働ける活力あるまちをつくる　【産業振興、雇用・就労】

基本方針（４）商工業の振興
■具体的取組ごとの評価検証

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク A － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 28
達成率 186.7% - - -
ランク A - - -

進捗状況 →

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク C － － －

進捗状況 ↘
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 3
達成率 50.0% - - -
ランク D - - -

進捗状況 ↘
実績値 78.60
達成率 82.7% - - -
ランク B - - -

進捗状況 →
実績値 279
達成率 81.3% - - -
ランク B - - -

進捗状況 ↘

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク B － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 33.5
達成率 167.5% - - -
ランク A - - -

進捗状況 ↗
実績値 76
達成率 0.0% - - -
ランク E - - -

進捗状況 ↘
実績値 2
達成率 40.0% - - -
ランク D - - -

進捗状況 ↘

実績（DO）

実績（DO）

実績（DO）

販路拡大プロモーション回数
回/年 5 5 40 単年

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、イベント等を開催
することができませんでした。

商工会や観光協会等の関係団体等と連携し、取組を推進しま
す。

名護市営市場及び産業支援セ
ンター入居企業雇用者数（累
計）

人 328 343

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

取組・指標（PLAN）

累計
令和３年度も特産品の募集・認証を行い、認証品のPRが行わ
れました。

商工会と連携しながら、販路拡大の支援を行います。

R3年度 取組（ふりかえり）
・社会情勢の変化に影響を受けない商品開発及び販売システムの構築を支援することで、地域資源
を活用した地産品開発と販路拡大を推進します。

【商工・企業誘致課】
・令和3年度は新商品、新サービスに関するセミナーの開催及び３件の事業者に対し、商品の品質向上や商品パッケージのブ
ラッシュアップ等の支援を実施しました。今後は、地産品開発も継続しつつ、ふるさと納税の返礼品登録に向けて支援していき
ます。

認証制度登録商品（累計） 
品 

備考

40 単年
産業支援センター入居企業（従業員32名）が、みらい５号館に
移転したことが、雇用者数減の主な要因となりました。

ハローワーク等とも連携しながら、雇用に対する支援を実施し
ます。

名護市営市場及び産業支援セ
ンターの入居率

％/年 92.59 95.00 40 単年
インキュベーション（地域振興）事業を継続して実施し、創業、
起業者支援を成長段階に応じた支援を行いました。

引き続き取組を推進します。

名護 市営市場を活用したイベ
ントの開催数

R3年度
【商工・企業誘致課】
・中小企業・小規模企業に対して、店舗改装、県内外のイベント出展費用に関する補助を実施しました。補助メニューの中でも、
雇用や地域資源を活用した商品開発等の補助執行率が減になっているため、事業内容や周知方法について検討したいと思い
ます。
・令和３年度に第２次名護市中小企業・小規模企業振興ビジョンを策定しました。中小企業・小規模企業の活動は、地域の活性
化や雇用の確保・創出に大きく貢献しており、また国・県等の各種補助金の利活用可否に関する相談や要望もあることから、継
続して支援を行っていきたいと思います。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

名護市中小企業・小規模企業
振興補助金    採択事業の継
続件数  （年平均）

総計
中小企業・小規模企業に対し、継続した支援を実施し、目標値
を上回る結果となりました。

引き続き取組を推進します。
件 - 15 100

・中小企業・小規模企業に対し、雇用、地域資源活用、店舗改装、出展補助等の補助を実施し、支
援・育成の充実を図ります。

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、イベント等を開催
することができませんでした。

商工会や観光協会等の関係団体等と連携し、取組を推進しま
す。

【商工・企業誘致課】
・名護市営市場や産業支援センターへの入居希望者に対し、商工会と連携しながら入居に関する相談や事業計画作成の支援
を行いました。また、施設の修繕については、修繕計画を更新しながら機能の拡充を図りたいと思います。
・新型コロナウイルス感染拡大の影響により、イベントやセミナー等が開催できませんでした。今後は、新型コロナウイルス感染
症拡大の状況を注視しながらも、商工会や観光協会等の関係団体と連携を図りながら、中心市街地活性化に繋がる取り組み
を図っていきたいと思います。

76 84 20

取組（ふりかえり）

対応
事業で開発したふるさと納税登録商品の数は５件と増えてお
り、目標値を上回る結果となりました。

返礼品の登録数を増やし、寄付額増に取り組みます。
単年

R3年度 取組（ふりかえり）

重要業績評価指標（KPI）

事業で開発したふるさと納税登
録商品の売上高

万円/年 1 20 40

・名護市営市場や産業支援センターへの入居希望者に対する支援、施設の計画的修繕、中心市街
地活性化につなげるためのイベントやセミナーの開催等を通し、中心市街地への商業の集積・活性
化と機能の拡充を図ります。

具体的取組 具体的取組の内容

①中小企業・小規模
企業等への支援・育

成の充実

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容

②中心市街地への
商業の集積・活性化

と機能の拡充

③地域資源を活用し
た地産品開発と販

路拡大

回/年 5 6 20 単年16



■評価結果と妥当性の検証

評価

課題

対応

■検証結果を踏まえた改善方針

検証結果
を踏まえ
た改善方

針

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

【商工・企業誘致課】
・実施した支援による「効果」について、各種補助金を使用した中小企業・小規模企業に対し毎年アンケート調査を実施しており、その中で事業の継続雇用・営業の確認や当事業の実施によって得られた効果等について、回答をいただいているところです。事業者からは、「人件費の負担軽減につな
がった」、「商品の売り上げ増加につながった」などの声がありました。アンケート調査の結果を踏まえながら、引き続き中小企業・小規模企業者に対する支援に取り組んでいきます。

・中小企業・小規模企業に対する補助メニューで補助執行率が減になっている部分について、前段にも記載しておりますが事業者に対するアンケート調査の結果を踏まえながら、事業内容の整理を検討していきたいと考えております。

・「名護漁港やコミュニティバス等と連携して無料駐車場から送迎する等で利用しやくすなるのでは」という助言について、賑わいのあるまちづくりの中で市街地の再開発も進められていることから、担当部署とも連携しながら人の流入について検討していきたいと考えております。

・中小企業・小規模企業への支援・育成の補助メニューにある商品開発は市内の地域資源を活用した商品開発、販路開拓等を行う事業者への支援事業、地域資源を活用した特産品開発と販路拡大の取り組みに関する補助は、専門的な知識や製造・分析技術によるハンズオン支援を実施し、新商
品開発だけでなく、ブラッシュアップした既存商品等の販路構築支援を行うための事業補助となっており、事業の目的・内容が異なることから分けて整理しています。補助メニューについては、商工会とも連携しながら利用者がどのメニューに該当するかをフロー化するなどして、補助メニューの照会を
行っていきたいと考えております。

・②中心市街地への商業の集積・活性化と機能の拡充の「名護市営市場及び産業支援センター入居企業雇用者数」について、委員ご指摘のとおり、現在の「累計」の評価から「単年」の評価に修正し、算出方法(式)を下記のとおり修正します。
　●修正前：（実績値-現況値）÷（目標値-現況値）＝-326.7%
　●修正後：実績値÷目標値＝81.3%

・今年の５月よりふるさと納税のシェア拡大を目的に、商工会や観光協会等と連携し、名護市ふるさと納税シェア拡大チームを発足しています。７月にはふるさと納税の先進地である北海道滝川市の職員を講師として招き、市内事業者へシェア拡大に向けた取り組み事例や新たな返礼品の開発につ
いて紹介する「メニュー提案セミナー」を開催しました。現在、ふるさと納税の拡大を目指すためポータルサイトを増やす取り組みを行っているところで、旅先納税の導入についても、今後の取り組みの一つとして検討していきます。

・ＫＰＩで支援を「実施」することを設定していますが、実施した支援による「効果」に
ついてはなかなか見えていない部分があるように思います。

・①中小企業・小規模企業等への支援・育成の充実の振り返りに記載のある補助
メニューについて、補助執行率が減になっているという部分に着目し、整理が必
要と考えました。評価の表し方についても考えていく必要があると思います。

・名護漁港やコミュニティバス等と連携して無料駐車場から送迎する等で利用しや
すくなるのではないでしょうか。

・①中小企業・小規模企業等への支援・育成の充実の補助メニューの中で、雇用
や地域資源を活用した商品開発等の補助がありますが、③地域資源を活用した
特産品開発と販路拡大の取組においても、特産品開発も継続とあります。①中小
企業・小規模企業等への支援・育成の充実の補助執行率が減との事もあるた
め、同様の支援策の場合は統一性を図るか、整理をしてはどうでしょうか。

・②中心市街地への商業の集積・活性化と機能の拡充に関して、「名護市営市場及び産
業支援センター入居企業雇用者数」のKPI達成率は、R3年度実績値/R6年度目標値で計
算すると、達成率が81.3%となります。EではなくB評価となるのではないでしょうか。それで
いくと、②中心市街地への商業の集積・活性化と機能の拡充の最終評価は達成率75.7%
となり、C評価となります。

・旅先納税の入を検討してみてはどうでしょうか。全国的には北海道が先行しています
が、先日、南城市でも開始したとの新聞報道もありました。

検証（CHECK）
自己評価 内部検証 外部検証

対応方針（ACTION）

比較的効果があった

【商工・企業誘致課】
・新型コロナウイルス感染拡大の影響により、イベントやセミナー等が開催で
きませんでした。
・地域資源を活用した商品開発の支援を３事業者に対し実施しましたが、ふ
るさと納税の返礼品登録に繋げられなかったため、今年度も引き続き支援を
実施します。

【商工・企業誘致課】
・商工会や観光協会等の関係機関と連携しながら、イベントやセミナー等を
開催し、地域経済の活性化に繋がる取り組みを図っていきます。
・企画政策課や観光課が実施している観光プロモーションとも連携しながら、
特産品の販促物販活動を展開し、地域事業者の販路拡大に繋げます。
・ふるさと納税の返礼品登録数を増やし、また物産展等でのPRを行いつつ、
寄付額増に向けて取り組んでいきます。
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第２期名護市総合戦略 評価検証シート

基本目標１．安心して働ける活力あるまちをつくる　【産業振興、雇用・就労】

基本方針（５）雇用の創出と就労支援の充実
■具体的取組ごとの評価検証

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク A － － －

進捗状況 ↗
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 897

達成率 134.3% - - -

ランク A - - -

進捗状況 ↗
実績値 40

達成率 78.4% - - -

ランク C - - -

進捗状況 →

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク D － － －

進捗状況 ↘
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 1,233

達成率 49.3% - - -

ランク D - - -

進捗状況 ↘

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク D － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 254

達成率 35.0% - - -

ランク D - - -

進捗状況 →

実績（DO）

実績（DO）

実績（DO）

・金融・情報通信国際都市形成計画（第３次基本計画）に基づく事業の推進を図ることで、金融及び
情報通信関連企業の立地を促進します。
・経済金融活性化特区に該当する事業活動への支援を行います。

・商工会等の創業支援機関と連携し、創業希望者に対して各種支援（事業計画作成支援等）を実施
します。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応
新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、例年行っている
県外への企業誘致活動ができませんでした。

引き続き取組を推進します。

人 /年 394 668 50

・企業ニーズに適合した人材育成が可能な各種講座を  実施し、企業への安定した人材の供給及び
中核人材の育成を図りながら、企業の成長とともに地域住民の雇用創出に努めます。
・社会情勢の変化に応じて、一般就職者や学生層への就労支援を推進し、新規雇用が創出される環
境を構築します。
・子ども達が将来の産業の担い手となるよう、教育委員会と連携し、キャリア教育の実施を推進しま
す。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

市内創業者数（累計）

件 205 345 100 累計
産業支援センターや市営市場への入居及び、融資・保証に係
る計画書作成等の相談や支援を継続して行いました。

商工会と連携しながら、引き続き取組を推進します。

【商工・企業誘致課】
・新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、例年行っている県外への企業誘致活動ができませんでしたが、県内で行われ
たイベントやオンラインでの企業誘致セミナーに参加することで企業誘致に繋がる取組を行いました。前年度から緩やかに雇用
者数は増えていますが、目標値には達しておらず、今後も継続して企業誘致を取り組んでいく必要があります。

【商工・企業誘致課】
・商工会と連携し、創業希望者に対して産業支援センター・市営市場への入居や店舗改装に関する相談、融資・認定に係る計
画作成等の支援を実施し、192件の相談があり、49件が創業に繋がりました。融資や保証に関する相談や支援に対する要望も
あることから、継続して支援を行っていきたいと思います。

金融・情報通信産業推進事業
における立地企業雇用者数

人/年 1,202 2,500 100 単年

令和３年度事業計画の評価を行い、令和４年度の事業計画の
実施に向けて取り組んでいきます。

令和２年度に締結した名護市雇用対策協定に基づき、令和３
年度事業計画を策定し、ハローワークで特区企業専用掲示ス
ペースへの求人票掲示や、相談窓口及び電話・郵送等により
求人情報提供を行う等、ハローワークと連携して雇用施策に取
り組みました。

単年

引き続き取組を推進します。

ハローワークとの連携により、
特区へ就職した人数

①産業を創出するた
めの人材育成

②金融・情報通信関
連企業の立地促進

③新たな起業への
支援

金融・IT人材育成講座の参加
者数

単年
目標値を上回る結果となりました。

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 取組（ふりかえり）

人/年 51 51 50

R3年度
【商工・企業誘致課】
・名護市商工高等学校の生徒を対象に各学年に即したキャリア教育を実施し、生徒が金融・情報関連産業の関心を深めるとと
もに、進出している企業への就職を意識させるため、生徒の就労観、勤労観を育成しました。また、一般求職者向けの講座や特
区内企業就職者向けの研修を実施しました。企業のニーズに適合した人材育成を継続して行うことで、企業の成長とともに雇用
創出を図っていく必要があります。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応
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■評価結果と妥当性の検証

評価

課題

対応

■検証結果を踏まえた改善方針

検証結果
を踏まえ
た改善方

針

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

【商工・企業誘致課】
・沖縄県の実施する県外での企業誘致セミナーや県外大型イベントに出展
することにより、県外の企業と折衝し、進出意向のある企業を名護市へ招聘
することで、名護市への進出を促進します。また、継続して人材育成を行い、
企業誘致を促進し、雇用創出の増加を図ります。

・特になし ・人口を増やさないと雇用を満たすことが出来ないと思われます。

・キャリア教育についてはスケシュール化し、仕事の役割毎に各企業（役所も含む）に打
診しても良いのではないでしょうか。

・ハローワーク名護では、名護市（特区関係、保育関係等）のイベントやPRについて、ハ
ローワークを利用する求職者へ情報提供を行っており、今後も継続していく予定です。求
職者にとって有効的な案内となるよう、十分な周知期間を確保する必要があるため、引き
続き早い段階での資料等の提供をお願いしたいと思います。

・我々もＰＤＣＡサイクルを推進していくなかで、常に新しいことを取り入れていこうとしてい
ますが、なかなか結果に結びつかないといった面もあります。効果の高かったことなどを
参考にしたいので、情報提供いただければと思います。

・保育士の助成金など良い制度があるので、それらの制度についてもぜひ情報提供して
いただければと思います。

・青年会議所の実施したアンケートによると、学生は特区の存在を知らないという結果が
みられました。名護市には働く場があるので、ぜひ若い方にも様々な形で、分かりやすい
具体的なアピールが出来るものがあれば、情報提供いただければよいのではと思いま
す。

【学校教育課】
・市立小・中学校で行っている職場見学・職場体験については、市内外の多くの企業にご協力いただいており、スケジュール感を含め実施フローを作成し、各企業へ説明及び受入依頼を行っております。

【商工・企業誘致課】
・求職者向けのセミナーやイベント等のお知らせについて、今後は周知期間が十分確保できるよう早い段階で情報提供できるよう取り組んでいきます。引き続き、特定非営利活動法人NDAと連携しながら、ハローワークとの情報共有を図っていきます。

・情報通信産業の企業が集まる県外イベントに参加し、市の企業誘致の取組をPRしております。そこで進出意向のある企業を名護市に招聘し、施設の視察や既に進出している企業との交流会を通して、進出のイメージとなる取組を行っています。その取組の結果、県外イベントで折衝のあった企業
や招聘セミナーに参加した企業の進出が年平均2社となっております。

・経済金融活性化特別地区の立地企業を紹介するjobbookをNDAの取組として県内高校、専門学校、大学等に配布し、学生・求職者の方に周知しております。また、市民のひろばに「特区で働こう」として、年4回の特集記事を設けており、市及びNDAの取組の紹介や立地している企業の紹介などを
行っています。沖縄県産業振興公社の出張窓口を名護市で開催しており、商工会などを通して周知を行っているところです。

対応方針（ACTION）

比較的効果があった

【商工・企業誘致課】
・新型コロナウイルス感染症の影響により、実施できなかった講座がありまし
た。また、県外企業への誘致活動においては、対面で折衝できる機会がな
く、例年どおりの誘致活動ができませんでした。

検証（CHECK）
自己評価 内部検証 外部検証
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第２期名護市総合戦略 評価検証シート

基本目標２．暮らしやすく安全・安心な環境をつくる【都市基盤、生活環境、安全・安心、防災・救急】

基本方針（１）自然と共生するまち
■具体的取組ごとの評価検証

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク － － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値

達成率 - - - -

ランク - - - -

進捗状況 →

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク E － － －

進捗状況 ↘
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 89,985

達成率 -25.5% - - -

ランク E - - -

進捗状況 ↘
実績値 204.00

達成率 -9537.3% - - -

ランク E - - -

進捗状況 →
実績値 0

達成率 0.0% - - -

ランク E - - -

進捗状況 ↘

・市民による海岸清掃活動や、自然保全・再生活動を促進しつつ、必要な支援を行いながら、地域と
行政の協働による自然環境の保全・回復に努めます。
・集中豪雨等により浸水している普通河川（喜知留川・安部ナート川）の災害防止を図りつつ、自然と
ふれあうことができる河川整備を実施します。

重要業績評価指標（KPI）

実績（DO）

実績（DO）取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容

①自然環境と調和し
た土地利用の適正

な規制・誘導

②自然環境の保全・
回復に向けた取組

の推進

48,996 33.3 総計

R3年度
【都市計画課】
・名護市都市計画マスタープラン改定に向けて、全体構想・都市づくり方針の検討、地域まちづくり方針の検討等を行うため、作
業部会及び策定委員会を開催し、Ｒ３年度の業務目標として設定していた素案の作成を行うことができました。
・次年度は素案を基に、地域住民の意見を収集し反映させた名護市都市計画マスタープラン改定業務に取り組んでいきます。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

KPIの設定なし

－
計画どおりに業務スケジュールを進めることができました。 引き続き改定業務に取り組みます。

－ － － -

取組（ふりかえり）
・名護市 の有する豊かな自然環境の保全を基軸としながら、自然環境と調和した土地利用の誘導を
図るため、策定から10年余り経過した「都市計画マスタープラン」を見直し、土地利用の適正化に努
めます。
・白地地域においては、各種法令等に基づき適正な土地利用の規制・誘導に努め、都市部と自然環
境のバランスの取れた土地利用を進めます。

海岸漂着物等の処理量

トン/年 19.93 18.00 33.3 単年
令和3年度は軽石の大量漂着があったため、漂着ゴミではなく
軽石の回収を行いました。

軽石の漂着状況を適正に判断し事業を実施します。

特定外来生物ツルヒヨドリの生
育面積

33.3 単年
護岸工法の見直しがあり、進捗に遅れが生じています.。 引き続き、事業を推進します。

河川整備計画延長に対する河
川整備済み延長の割合（令和3
年度～令和6年度実施）

％ - 70.08

【建設土木課】
・普通河川整備事業（喜知留川）で護岸工法の見直しが生じたため、令和3年度に予定していた護岸延長が完了していない状況
です。
・普通河川安部ナート川整備事業は、実施設計が完了しています。
　引き続き、整備を推進します。
【環境対策課】
・市民による海岸清掃活動の支援（ボランティアごみ袋の配布）は例年通り実施できましたが、軽石漂着の影響で市の海岸漂着
ごみ回収処理業務（委託）は軽石回収業務（委託）へ変更を余儀なくされたため、本来予定していた海岸漂着ごみは回収できま
せんでした。

備考 対応

取組（ふりかえり）

㎡ 81,661
令和2年度時点と比較し生育面積が拡大しています。防除は土
地所有者で行うものですが、思うように防除が進まず繁茂が確
認された土地所有者に対しては防除の実施を促す通知文を送
付しています。

区への除草剤配布や新たに繁茂が確認された土地の管理者
に通知文を送付し、防除を促します。
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■評価結果と妥当性の検証

評価

課題

対応

■検証結果を踏まえた改善方針

検証結果
を踏まえ
た改善方

針

検証（CHECK）
自己評価 内部検証 外部検証

対応方針（ACTION）

あまり効果がなかった

【建設部】
・都市計画運用のための土地利用方針であるため、成果目標や成果指標で
業務内容を評価検証することは困難となっています。現在、策定スケジュー
ルに遅れなく業務を行えています。
・護岸工法の見直しが必要となりました。（喜知留川）
・事業用地の確保（用地買収・物件補償）（喜知留川・安部ナート川）
【環境対策課】
・軽石の漂着状況次第で海岸漂着ごみ回収処理業務実施の可否が左右さ
れます。

・軽石の漂流・漂着（海域・海岸・河川等）行政の縦割りが軽石撤去作業に支障を来たし
ています。現在も撤去されていない箇所もあります。

・行政の縦割りを無くし、災害時には即対応できるような部署の設置を望みます。

【環境対策課】
・当課が実施する海岸漂着ごみ回収の事業は、管理者に代わり海岸漂着ごみを回収する意味合いでは無く、ボランティア清掃活動推進のためボランティア清掃で回収できなかった海岸漂着ごみを回収するものです。加えて、県によると、軽石は海岸漂着ごみではないとされているため、当課の事業
は軽石を除く海岸漂着ごみを回収することを想定しております。

【農林水産課】
・海岸法に基づき、海岸は各管理者が設置されており、施設運営に支障が生じる範囲で各管理者は対応しています。海岸保全施設などが設置されてない天然海岸などは、軽石が撤去されてない状況にあります。
　市が管理する漁港海岸の部分について、対応可能な範囲で撤去しています。

【総務課】
・災害時には災害対策本部等を設置し、関係各課と情報を共有し、対応について連携を図っているところであります。

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

【建設部】
・引き続き、市民意見を反映させた名護市都市計画マスタープラン改定業務
を推進します。
・護岸工法の見直しを早急に行い、河川整備を実施します。(喜知留川）
・達成状況の向上にむけ、用地買収・物件補償を推進します。（喜知留川・安
部ナート川）
【環境対策課】
・軽石の漂着状況を見極めながら、海岸漂着ごみ回収の実施について判断
していきます。

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

・特になし
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第２期名護市総合戦略 評価検証シート

基本目標２．暮らしやすく安全・安心な環境をつくる【都市基盤、生活環境、安全・安心、防災・救急】

基本方針（２）道路・交通ネットワークの充実
■具体的取組ごとの評価検証

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク D － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 39.31
達成率 59.1% - - -
ランク D - - -

進捗状況 →
実績値 34.82
達成率 25.8% - - -
ランク E - - -

進捗状況 →

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク E － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 0
達成率 0.0% - - -
ランク E - - -

進捗状況 →
実績値 3.00
達成率 5.9% - - -
ランク E - - -

進捗状況 →

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク E － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 0
達成率 0.0% - - -
ランク E - - -

進捗状況 →
実績値 0
達成率 0.0% - - -
ランク E - - -

進捗状況 →

実績（DO）

実績（DO）

実績（DO）

・公共交通空白地及び不便地域の解消に向け、実証実験を実施し、公共交通の利便性向上に向け
たバス路線の再編を検討します。

重要業績評価指標（KPI） 対応
R4より名護市負担分の設計が実施される予定となっています。 引き続き取組を推進します。

2 総計

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

50

市内公共バス路線の再編準備
件数 （令和3～6年度実施）

路線 - 9 80 総計
名護市地域公共交通計画に今後の施策として定め、北部市町
村連携交通会議で議論を行っています。

連携交通会議で引き続き協議していきます。

国道５８号名護喜瀬幸喜地区
の電線共同工事に伴う宅地引
き込み件数 （令和3～6年度実
施）

件 - 26

・「名護市都市計画マスタープラン」及び「名護市道路整備プログラム」に基づき、道路整備の有効性
や必要性、地域の意見等を考慮しつつ、透明性及び公平性を確保しながら、より計画的かつ効率
的・効果的な道路整備を推進します。
・道路法改正に伴い法定化された橋梁、トンネル等の定期点検事業、及び定期点検結果を踏まえた
「長寿命化修繕計画」の策定事業を行い、「名護市道路整備プログラム」と当該計画の双方を勘案
し、橋梁等、各道路施設の補修、架け替え事業など維持管理を計画的かつ効率的・効果的に実施し
ます。
・市民の生活環境の改善を図るため、市道や里道の傷んだ舗装や側溝などについて、「名護市道路
補修計画」に基づき、修繕業務を行い、計画的かつ効率的・効果的な維持管理に努めます。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

市内公共バス路線の再編 （令
和3～6年度実施）

路線 - 2 20 総計
名護市地域公共交通計画に今後の施策として定め、展開を
図っていきます。

コミュニティバス実証実験を実施します。

【建設部】
・整備計画総延長に対し、令和3年度は、延長30ｍの整備が完了しています。令和3年度は、実施設計や用地買収が主な事業
内容であったことから、目標進捗状況には、数値として反映されていませんが、ほぼ順調に進んでいます。引き続き、整備を進
めていきます。
・国道５８号無電柱化事業（喜瀬～幸喜区間）について、名護市負担分の宅内引き込み工事に伴う設計委託費をＲ４年度に沖
縄電力へ負担予定となっています。

【政策推進課】
・バス路線の再編に向けて、名護市街地周辺及び二見以北地域を対象エリアとしてコミュニティバスの実証実験を実施しまし
た。
・引き続き、公共交通不便地域の解消に向けて、コミュニティバスの実証実験を実施しつつ、バス路線の再編若しくは廃線に向
けてバス事業者と調整を行います。
【屋我地支所】
・通学支援により、校区外の児童生徒が増え、複式学級の解消、買物等支援により生活環境、利便性の向上が図られていま
す。
・登校支援については、バスに乗車できる枠の上限に達しており、これ以上の新規の受入ができない状況になっています。

・災害の防止、安全・円滑な交通の確保、良好な景観の形成を図るため、電線を地下に埋設すること
やその他の方法により、道路上の電柱又は電線の撤去を推進します。
・歩行者の安全を確保するための歩道設置及び災害防除事業など、安心・快適な道路環境の整備を
実施します。
・生活環境等の安定向上を図る必要のある地域の住民の生活環境等の改善を図るため、道路及び
排水路の整備を実施します。

備考

道路整備計画延長に対する整
備済み延長の割合（令和3～6
年度実施）

％ - 50.48 98 単年
東江原線30ｍが整備済みとなっています。令和4年度からは、
名護100号線の整備も開始することから、ほぼ順調です。
※30ｍ(整備済)/1139ｍ（計画延長）≒3％

引き続き事業を推進します。

％ 31.09 45.56 50

R3年度
【建設部】
・事業中5路線のうち、2路線についてR3年度で完了します。残り3路線については、沖縄振興公共投資交付金を活用し事業を
進めていますが、要望額より交付額が少ない状況であるため、北振事業へ事業メニューの組み換えを行い事業費を確保し進捗
を図っています。
・整備計画総延長に対し、令和3年度は、延長536ｍの道路整備を完了しており、ほぼ順調に進んでいます。引き続き、整備を進
めていきます。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

名護市道路整備プログラム内
で計画された都市計画道路整
備済み延長の割合

総計
事業中5路線のうち、2路線についてR3年度で完了します。残り
3路線については、要望額より交付額が少ない状況のため、北
振事業へ事業組み換え進捗を図ります。

引き続き事業を推進します。

大北1号線286ｍ、羽地東中央線180ｍ、屋我地4号線70ｍ、合
計536ｍが整備済みとなっています。
※5009ｍ(整備済)/14386ｍ（計画延長）≒34.82％

引き続き事業を推進します。

％ 34.36 42.73

名護市道路整備プログラム内
で計画された道路整備済み延
長の割合

総計

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容

①計画的かつ効率
的・効果的な道路整
備及び適切な維持

管理の推進

②安心・快適な道路
環境の整備

③公共交通の利便
性の向上

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

取組（ふりかえり）
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■評価結果と妥当性の検証

評価

課題

対応

■検証結果を踏まえた改善方針

検証結果
を踏まえ
た改善方

針

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

検証（CHECK）
自己評価 内部検証 外部検証

対応方針（ACTION）

十分な効果があった

【建設部】
・事業費の計画的な確保、予算の計画的な執行が課題となっています。
・補助事業においては、補助金内示額が低い状況にあります。
・事業用地の確保が必要です（用地買収・物件補償）。
・無電柱化事業について事業者と負担金額について協議を行う必要がありま
す。
【政策推進課】
・実証実験において、ノンステップバスにて実施することができない状況です。
・停車地として設定しましたが、利用頻度が少ない箇所があります。
【屋我地支所】
・バスの老朽化により、廃車せざるを得ない状況になった場合は、通学支援を打
ち切ることになり、校区外の児童生徒に影響が出ると考えられます。
・買物支援については、午後の時間も対応して欲しいという要望があります。

【建設部】
・事業費の計画的な確保を行い、用地取得状況を鑑みた発注・施工箇所等を綿
密に計画し、予算の計画的な執行に努めます。
・補助予算が毎年、要求額を下回ることから、事業期間や目標値の修正が必要
です。
・達成状況の向上にむけ、用地買収・物件補償を推進します。
・無電柱化事業についてＲ４年度の設計分の負担金額を沖縄電力と協議してい
きます。
【政策推進課】
・運行ルート、ダイヤの検証を行いつつ、路線バスとの連携を図り、公共交通利
用者の増加に努めます。
【屋我地支所】
・今後バスの老朽化も踏まえ通学支援・買物支援については、コミュニティバス
との連携も含め、事業継続について検討していきます。

・屋我地支所において、通学支援や買物支援のニーズがあるように思えるので、
一部妥当性がないと判断しています。

・屋我地のバスについては、児童生徒や地域への影響も検証し、必要に応じて新
たな取組を検討すべきではないでしょうか。

・③「公共交通の利便性の向上」について、課題として「利用頻度が少ない箇所」
があり、今後の方針としては「公共交通利用者の増加に努めます」とあります。
「利便性の向上」という取組の目的が達成されたかを測るには、利用者の増という
指標に加え、実際に利用している人が使いやすくなったと感じているか、という質
的な分析もあると効果的ではないでしょうか。また、利用者の増についても、既に
利用している人の利用回数が増えた場合と、新たに利用する人が増えた場合と
で、空白地・不便性のいずれへのアプローチができているか（又は、更なる取組が
必要か）が分析できるのではないでしょうか。

・バスの老朽化だけで通学支援事業を廃止するのは妥当でないと考えられます。小中一
貫校にする時、校区外児童生徒の受け入れ条件であれば廃止するのは適切ではないと
思われます。

・自己評価において、達成度の低い事業などがあり、課題も多いので、評価が適切では
ないと考えられます。

【屋我地支所】
・平成28年度からスタートしたやがじ交通移動支援事業は、屋我地地域の交通弱者の支援として買い物支援を行う傍ら屋我地ひるぎ学園へ通う地域外の児童生徒の通学支援を目的にマイクロバス（25名乗り）×１台・ワゴン車（９名乗り）×１台で対応していますが、通学支援に関しては、利用者の
需要が高く、希望者全員を申し受けることができない状況となっています。それに加えバスの経年劣化も重なり、今後、継続して運行するには他部署との連携や新たな体制、取り組みも必要であると考えております。例えば市街地で実施予定のコミュニティバスや路線バス等との連携など関係部署と
相談をしつつ、検討して行きたいと思います。

【学校教育課】
・名護市立小中学校のスクールバスの運行は現在、東江中学校、緑風学園、真喜屋小学校で実施しておりますが、あくまでも学校の統合により閉校となった校区に住む児童生徒の登下校の負担軽減を目的に行っているものです。小規模特認校の屋我地ひるぎ学園は、学校の統合によるものでは
なく、かつ、屋我地小中学校の校区に住む児童生徒の通学に新たな負担を及ぼすものではありません。また、お子さんを校区外の地域から小規模特認校である屋我地ひるぎ学園へ入学・転学させる場合、希望する保護者には申請の際に“保護者自らの責任と負担においてお子さんを通学させる
こと”が必要条件であることを説明し、それが出来ること、順守することを約束した世帯に対し入学・転学を許可しているところです。

【建設部】
・達成度が低い事業については、補助企業費の予算配分額が低い事が原因となっています。
　事業中の街路5路線のうち、2路線についてR3年度で完了する予定となっています。残り3路線については、沖縄振興公共投資交付金を活用し事業を進めていますが、要望額より交付額が少ない状況であるため、別の補助事業メニューの組換えを行うことで、事業費確保の目途がたった為進捗が
見込める状況となっています。

【政策推進課】
・市内路線バスである２路線の再編とその他９路線の再編準備を評価指数としていますが、それら再編に向けた取組としてコミュニティバスの実証実験を実施しています。再編に向けて令和３年度に実施した実証実験については、利用数が増加していることもあり、再編に向けた効果としては十分
あったということで評価しています。
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第２期名護市総合戦略 評価検証シート

基本目標２．暮らしやすく安全・安心な環境をつくる【都市基盤、生活環境、安全・安心、防災・救急】

基本方針（３）快適な居住環境の整備
■具体的取組ごとの評価検証

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク － － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値
達成率 - - - -
ランク - - - -

進捗状況 →

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク － － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値
達成率 - - - -
ランク - - - -

進捗状況 →

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク E － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 19.55
達成率 -30.8% - - -
ランク E - - -

進捗状況 →

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク E － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 879
達成率 0.0% - - -
ランク E - - -

進捗状況 →
実績値 8
達成率 14.3% - - -
ランク E - - -

進捗状況 →

100 総計

住宅整備戸数（累計）
戸数 879 891 90 累計

令和3年度目標戸数に達していない状況です。

19.72
都市計画区域人口当たり都市
公園面積

R3年度

取組（ふりかえり）

取組（ふりかえり）

重要業績評価指標（KPI） 備考

実績（DO）

実績（DO）

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度

具体的取組 具体的取組の内容

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度

㎡/人 19.59

①都市基盤の整備

②景観行政の推進

③公園の整備推進
と維持管理の充実

取組・指標（PLAN）

【建設部】
・都市公園事業の採択要件である、人口一人当たりの公園面積10㎡/人以下の要件を名護市は超えている状況で、都市公園
事業では新規公園整備が出来ない状況であるため、防衛事業において新規事業を実施する計画で、R3年度より取り組んでい
ます。

・「名護市都市計画マスタープラン」及び「名護市みどりの基本計画」に基づき、引き続き安全性に配
慮した親しみのある公園整備を推進します。
・区画整理や開発行為等で生み出された公園用地の整備、年数が経過した公園へ時代背景に合致
した遊具の新設や再整備を模索し新たな市民の憩いの場の創設を目指します。
・「公園施設長寿命化計画」に基づき、老朽化した遊戯施設等の改築・更新整備を進めることで公園
利用者へのサービス向上、安全・安心な公園利用の促進を図ります。

具体的取組 具体的取組の内容

名護市空き家住宅改修支援事
業（累計）

件数  

④総合的・計画的な
住宅政策の推進

・市営住宅整備につきましては「名護市住生活基本計画」に基づき整備を行っていきます。
・「名護市空家等対策計画」  に基づき、市、地域、事業者が連携し推進を図ります。

6 20

取組（ふりかえり）

実績（DO）

【建設部】
・コロナ過による緊急事態宣言等により、区長会での名護市景観計画に基づく景観行政の説明を自粛しました。
・窓口や電話問い合わせについては、引き続き名護市景観計画に基づく景観行政手続きの説明を行い、情報提供に努めます。

・「名護市景観計画」に基づき、名護市 の魅力的な景観の保全・創造等に取り組むとともに、景観計
画や景観づくりに関する情報等の提供・発信等に取り組みます。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

R3年度
【建設部】
・名護市都市計画マスタープラン改定に向けて、全体構想・都市づくり方針の検討、地域まちづくり方針の検討等を行うため、作
業部会及び策定委員会を開催し、Ｒ３年度の業務目標として設定していた素案の作成を行いました。
・次年度は素案を基に、地域住民の意見を収集し反映させた名護市都市計画マスタープラン改定業務に取り組みます。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

KPIの設定なし
－

計画どおりに業務スケジュールを進めることができました。 引き続き改定業務に取り組みます。
－ － － -

・策定から10年余り経過した「都市計画マスタープラン」を見直し、都市計画決定された長期未着手の
公共施設の必要性を検討します。
・「名護市都市計画マスタープラン」に基づき、市民の快適な居住環境確保、市民生活の快適性･利
便向上につながるための宅地整備事業を推進します。

KPIの設定なし
－ － － - －

名護市景観計画に基づく景観行政について、情報提供を行うこ
とができました。

引き続き情報提供に努めます。

都市公園事業以外の事業において公園整備を進めます。

実績（DO）取組・指標（PLAN）

公園整備面積は増えていませんが、人口が増えているため、
実績はマイナスとなっています。

取組（ふりかえり）

引き続き計画を推進します。

引き続き取組を推進します。

対応

10 累計

【建設部】
・市営住宅整備に関しては、予定戸数12戸の工事発注を行い事業を推進しています。
・「名護市空家等対策計画」に関しては、空き家等の利活用の推進として、累計8件の空き家改修支援事業を実施しています。

重要業績評価指標（KPI）

令和3年度目標件数に達しています。

備考

対応
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■評価結果と妥当性の検証

評価

課題

対応

■検証結果を踏まえた改善方針

検証結果
を踏まえ
た改善方

針

【建設部】
・市民意見を反映させた名護市都市計画マスタープラン改定業務を推進しま
す。
・コロナ過の状況を踏まえながら、名護市景観計画に基づく景観行政につい
て、情報提供に努めます。
・都市公園事業で取り組めない新規公園事業を、他の財源を活用し整備を
進めます。
・市営住宅整備戸数に関して引続き推進していきます。
・空家等対策計画に関して、啓発チラシやパンフレット等を作成しＨＰに掲載
するほか、公共施設の窓口や各区などへの配布により幅広く周知に努めま
す。

・特になし

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

・人口減少に向かっていくなかで市営住宅の戸数を増やすべきでしょうか？

・ZEH（ゼッチ）は国からの補助金もありますが、快適な居住環境の整備の観点から名護
市独自の補助金体制を検討してみてはどうでしょうか。

※「ZEH（ゼッチ）」とは、net Zero Energy House（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）の略語
で、家庭で使用するエネルギーと、太陽光発電などで創るエネルギーのバランスをとっ
て、1年間で消費するエネルギーの量を実質的にゼロ以下にする家のことです。家全体
の断熱性や設備の効率化を高めることで、夏は涼しく冬は暖かいという快適な室内環境
を保ちながら省エネルギー化をめざしています。

・名護市は旧民家での空き家対策の必要性も将来的に高くなると見られるので、地域住
民向けと併せて住宅業者への説明会開催等も検討してみてはどうでしょうか。

・市内のアパート等の空きが増えていると聞くことから、市営住宅を新規に作る場合と、空
き家となっているアパート等を民間から借り受けて活用した場合とで費用対効果を比較
検証することにより、新規で市営住宅を作るのと、空き家を活用するのとどちらが良いの
かについて検討出来るのではないでしょうか？市営住宅を増やすよりも民間のアパート
を市が借り受けて市営住宅並みの家賃で貸すといった検討も必要であると考えられま
す。

・名桜大学でも空き家対策プロジェクトという学習を立ち上げて、空き家の所在・分布につ
いてデータベース化を行い、トライアルで県外の方々にオンラインで説明しつつ、ニーズ
調査も行ってみました。その結果、「情報が少なすぎる」、「自分たちが知りたい情報が十
分に得られない」というご意見がみられました。ターゲットに合わせた情報を掲載した空き
家のデータベースを作成し、名護市のホームページで常に閲覧出来る仕組みづくりが出
来ると良いのではないでしょうか。

【建設部】
・都市計画運用のための土地利用方針であるため、成果目標や成果指標で
業務内容を評価検証することは困難となっています。現在、策定スケジュー
ルに遅れなく業務を行うことができています。
・景観計画に基づく景観行政の手続きについて、情報提供に努めます。
・事業費の計画的な確保が必要です。
・市営住宅整備については遅れが生じていますが引続き推進していきます。
・「名護市空家等対策計画」が地域に浸透していないとの指摘があります。

【建築住宅課】
・市営住宅の必要戸数につきましては「名護市住生活基本計画及び名護市営住宅等長寿命化計画」において定めております。今年度、計画の見直しをおこなう予定となっており、市営住宅の必要戸数につきましても、国の定める基準により算出します。市営住宅の供給戸数につきましては見直しの
結果に基づき判断してまいります。

・住宅の新築やリフォームについて、ZEH支援事業やこども未来住宅支援事業など国が行っている補助制度がありますが、本市では空き家を改修し利活用することにより、住宅の質の向上を目的として、空き家改修工事費の一部を補助する「名護市空き家住宅改修支援事業」を実施しております。
そのほか、関連事業として目的はそれぞれ異なりますが、「名護市高齢者いきいき住宅改造助成事業」「名護市介護保険居宅介護（介護予防）住宅改修事業」「名護市障がい者住宅改修費給付事業」などに取り組んでいます。

・地域住民や住宅業者への説明会については、空家等対策に関連する各種専門分野の民間支援団体と連携し、開催を検討いたします。

・市営住宅供給の取組を進めるなかで、社会情勢、要支援世帯の動向を見極め、必要に応じ借上公営住宅による供給の検討を行っていきます。

・本市では適切な管理が行われていない空家等を把握するため、市内全域を調査・データベース化し、空家等の所有者に対して意識啓発や指導・助言等を行っているところでありますが、データベース等の情報閲覧に関しては、所有者等の個人に関する情報であることから行っておりません。
　空き家の売却又は賃貸等を希望する所有者等から申込みを受けた情報を、本市への定住等を目的として空き家の利用を希望する者に対し紹介する「空き家バンク」の開設を今後検討していきたいと考えております。

対応方針（ACTION）

比較的効果があった

検証（CHECK）
自己評価 内部検証 外部検証
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第２期名護市総合戦略 評価検証シート

基本目標２．暮らしやすく安全・安心な環境をつくる【都市基盤、生活環境、安全・安心、防災・救急】

基本方針（４）上・下水道の充実
■具体的取組ごとの評価検証

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク D － － －

進捗状況 →

単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
実績値 65.2
達成率 -12.0% - - -
ランク E - - -

進捗状況 ↘
実績値 12
達成率 100.0% - - -
ランク A - - -

進捗状況 →
実績値 4
達成率 100.0% - - -
ランク A - - -

進捗状況 →

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク E － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 16.8
達成率 0.0% - - -
ランク E - - -

進捗状況 →
実績値 91.3
達成率 -30.4% - - -
ランク E - - -

進捗状況 ↘
実績値 70.1
達成率 13.9% - - -
ランク E - - -

進捗状況 →
実績値 60.9
達成率 0.0% - - -
ランク E - - -

進捗状況 →

実績（DO）

実績（DO）

引き続き取組を継続します。

引き続き取組を継続します。

目標どおりの結果となりました。

取組（ふりかえり）
・上下水道事業経営戦略に沿った事業運営を行います。
・安全・安心 な水の安定供給を行うため、水質検査計画を策定し、水質の定期検査を行い、水質基
準を満たしていることを確認します。
・公共用水域の快適な生活環境の確保を図るため、下水道整備区域から排出される汚水を下水処
理場にて関係法令に定める水質項目・水質環境基準内に処理し放流します。

【工務課】
・水道施設について、道路改良工事との同時施工による配水管の新設や仲尾次地区の老朽管路の更新を行いました。また、久
辺配水池の建設工事に着手しました。
・下水道施設について、老朽化による汚泥脱水機の更新や安和・山入端地区の未普及地域解消のための拡充整備、山田原雨
水幹線工事を行いました。
・し尿受入施設の整備について、詳細設計を行いました。
・浸水対策として、港川雨水幹線の現況調査を行いました。
・有収率を向上させるために行う夜間漏水調査について、公共道路工事等に伴う水道管切り回し工事の増加や悪天候の理由
により計画どおり実施できませんでした。

・市民へ安全・安心で安定した水の供給を図るため、計画的な拡充整備や老朽化施設の更新及び施
設の耐震化に取り組みます。
・市内の公衆衛生並びに公共用水域の水質を将来にわたり持続させるため、下水道施設の計画的
な更新及び地震対策、未普及地域の解消のための拡充整備に取り組みます。
・名護市衛生センターの老朽化に伴い、名護下水処理場に新たにし尿受入施設の整備を行い、汚水
処理施設の広域化、共同化を図ります。
・集中豪雨の増加に伴う浸水被害軽減のため、雨水排水施設の整備や老朽化施設の更新及び耐震
化に取り組みます。

（下水道）普及率
％ 69.9 71.3

重要業績評価指標（KPI） 備考

総計
目標へ向けて微増となりました。 引き続き取組を継続します。

（下水道）整備率
％ 60.9 64.1 30 総計

R3における汚水管渠の整備について、幹線整備や老朽管渠の
更新を行うものであったため、整備率は現状維持となっていま
す。

引き続き取組を継続します。

30

（水道）有収率
％ 91.8 93.2 10 総計

有収率を向上させるために行う夜間漏水調査について、公共
道路工事等に伴う水道管切り回し工事の増加や悪天候の理由
により計画どおり実施できませんでした。

引き続き取組を継続します。

単年

％ 16.8 19.0 30 総計

対応
現在、優先度の高い配水管の新設や基幹管路以外の更新工
事が主な整備となっており、基幹管路の耐震化工事を行ってい
ません。

優先度の高い新設工事完了後、基幹管路の耐震化を行いま
す。

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

（水道）基幹管路耐震適合率

具体的取組の内容

％ 68.1 92.5 50

定期水質検査回数（上水道）
単年

令和3年度の経常費用が令和2年度に比較し増加したことが影
響し経費回収率は減少しています。

下水道使用料改定を検討します。

目標どおりの結果となりました。

回/年 4 4 25

回/年 12 12 25

①上・下水道の健全
な運営

定期水質検査回数（下水道）

R3年度

②計画的な拡充整
備及び施設更新

具体的取組
【経営課】
・下水道事業の経費回収率の目標値を達成するためには、下水道使用料の見直しが必要となります。令和3年度は、令和4年
度以降の下水道使用料改定に向けた取組を検討しました。経常収支においては、令和3年度決算において、下水道施設の維
持管理費支出が増加したことに伴い経費回収率が減少しました。今後も物価上昇などによる影響を受け費用の抑制は厳しくな
るものとみられ、下水道使用料改定の取組を進めるとともに経費節減策の検討等を行うことで経費回収率の向上を図りたいと
思います。
・また、水道事業において水質検査計画書を策定し、計画書に基づき定期水質検査を行いました。検査結果は水質基準を満た
しており、今後も水質検査計画書を策定して定期水質検査を継続したいと思います。下水道事業では、下水道放流関係法令に
基づいて水質検査を行いました。検査結果は水質環境基準内にあり、今後も関係法令に基づき水質検査を継続したいと思いま
す。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

（下水道）経費回収率  
総計

取組・指標（PLAN）
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総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク － － － －
進捗状況 →

単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
実績値
達成率 - - - -
ランク - - - -

進捗状況 →

■評価結果と妥当性の検証

評価

課題

対応

■検証結果を踏まえた改善方針

検証結果
を踏まえ
た改善方

針

実績（DO）

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

KPIの設定なし
－ － － － －

R3は、JICA課題別研修がオンラインにより実施され、講師とし
て2科目の講義を行いました。

引き続き取組を継続します。

【工務課・経営課】
・新型コロナウイルス感染拡大により海外からの研修生の渡航制限により来日による研修に変えて、オンラインによる研修を行
いました。また、CEPSO2においても新型コロナウィルス感染拡大により短期専門家の派遣が延期になっています。

・名護市はこれまで、大洋州諸国からの水道技術習得のための研修員の受け入れや、サモア水道
公社への技術協力を行っております。今後も、JICA課題別研修の受け入れや「沖縄連携によるサモ
ア水道公社維持管理能力強化プロジェクト・フェーズ２（CEPSO2）」への短期専門家派遣等、引き続
き国際協力に取り組みます。

【工務課・経営課・施設課】
①下水道事業の経費回収率向上にむけ、今後も令和6年度に新料金体系へ
の移行ができるよう取組を進め、また、上下水道事業の水質基準を満たす
適正な水処理が行えるよう、定期水質検査を継続します。
②計画的に事業効果を発現させるため北部振興事業を活用します。
・港川雨水幹線について、関係機関等との調整を行い整備方法を検討しま
す。
③国際協力について、JICA等関係機関と調整を図り、実施方針を検討しま
す。

・特になし ・経年劣化による施設改修や機器の更新を行っていますが、いつまでも一部改修では限
りがあると思われます。30年・40年後は処理場全体の改築が必要と考えられます。移転
場所の確保が必要ではないでしょうか。

・移転場所については市民会館駐車場用地を確保しておくことも必要です。

【工務課】
・現在、既存施設の老朽化対策や耐震性能の向上に向けた施設整備を行っておりますが、今後は下水処理場の建て替えを行う必要があると思われます。その際には、下水処理場の運用を継続しながら現地での建て替えが可能であるか検討を行う必要があります。

・名護下水処理場に隣接する市民会館駐車場を下水処理場の建て替え用地としての可能性はあるかと思います。当該土地の土地利用について、関係部署と調整を図る必要があると思われます。

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

③国際協力の推進

検証（CHECK）
自己評価 内部検証 外部検証

対応方針（ACTION）

比較的効果があった

【工務課・経営課・施設課】
①上下水道の健全な運営にあたり、下水道事業の経費回収率の向上のた
めに料金改定の検討を開始しました。一方でさらなる経費節減策等も必要と
なります。
　また、上水道事業の水質検査項目においては、天候の状況によって原水
水質が悪化する傾向にありますが、適正な水処理を行い供給される水の水
質基準を満たす必要があります。
②下水道事業においては、継続して水質環境基準内で処理・放流するため
経年劣化した施設改修及び機器更新の必要があります。
・下水道事業については、国への予算要望額に対して配分額が減額された
ことから事業が長期化しています。
・港川雨水幹線について、整備方法を維持管理者である建設部と調整を行う
必要があります。
③国際協力については、新型コロナウィルス感染状況により研修生の受け
入れ等が左右されます。27



第２期名護市総合戦略 評価検証シート

基本目標２．暮らしやすく安全・安心な環境をつくる【都市基盤、生活環境、安全・安心、防災・救急】

基本方針（５）安全・安心なまちづくりの推進
■具体的取組ごとの評価検証

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク C － － －

進捗状況 ↗
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 148.00
達成率 78.8% - - -

※現状値H28-R1までの平均 ランク C - - -
※実績値は過去4年間の平均 進捗状況 ↗

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク B － － －

進捗状況 ↗
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 282.00
達成率 85.6% - - -

※現状値H28-R1までの平均 ランク B - - -
※実績値は過去4年間の平均 進捗状況 ↗

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク A － － －

進捗状況 ↗
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 1,765
達成率 147.1% - - -
ランク A - - -

進捗状況 ↗
実績値 245
達成率 245.0% - - -
ランク A - - -

進捗状況 ↗
実績値 55
達成率 55.0% - - -
ランク D - - -

進捗状況 ↘
実績値 592
達成率 296.0% - - -
ランク A - - -

進捗状況 ↗

実績（DO）

実績（DO）

実績（DO）

避妊去勢した野良猫の件数
匹/年 189 200 25 単年

市民へTNR活動が広まったこともあり、目標値を上回る結果と
なりました。

継続して取組を推進します。

野犬の捕獲数   
頭/年 97 100 25 単年

野犬の発見者及び地権者からの依頼により犬罠捕獲器の設
置を行っています。今年度は犬罠捕獲器を新たに１器購入し稼
働数を上げましたが、目標値には届きませんでした。

継続して取組を推進します。

ハチの巣の駆除件数（年平均）
件 116 100 25 単年

依頼数が増加し、目標値を上回る結果となりました。 継続して取組を推進します。

ハブの捕獲数（年平均）
匹 1,286 1,200 25 単年

捕獲器の増設があり、捕獲数が目標値を上回る結果となりまし
た。

継続して取組を推進します。

【総務部総務課】
・コロナ過中にあって例年通りとはいかないものの、関係機関と連携し各種ちゅらさん運動への活動支援を行いました。
・次年度、防犯カメラの設置に向けた調整を関係機関と行いました。
【地域力推進課】
・地域の防犯対策強化や夜間の安全確保のため、市設置街灯の維持・管理に努めるとともに、各自治会等のLEDへの取り換え
や新規設置、電気使用料の一部の補助を行いました。

【環境対策課】
・ハブの捕獲、ハチの巣の駆除、野良猫のTNR活動については地域住民及び事業者からの依頼数の増加もあり、目標値を大き
く上回る結果となりました。安定した事業展開に努めていきたいと思います。
・野犬の犬罠捕獲数は、犬罠捕獲器の増設を行い、稼働数を上げましたが目標値を下回る結果となっています。今後、動物愛
護管理センターと連携して、野犬の捕獲を行い、野犬頭数の減少に努めていきたいと思います。

・名護地区安全なまちづくり協議会など各種団体の活動支援や、ちゅらさん運動の推進、各種防犯に
関する取組を実施します。
・地域の防犯対策強化や夜間の安全性確保のため、市設置街灯の管理の継続や自治区等へ街灯
設置に係る経費及び電気使用料の一部を補助し、防犯対策に取り組みます。

・地域住民及び事業者の求めに応じて、野犬、ハブの捕獲、ハチの巣の駆除、野良猫のＴＮＲ活動へ
の支援を強化していきます。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応
令和４年度防犯カメラ設置に向けて、関係機関との調整の進捗
状況が進展しました。

引き続き取組を推進します。
沖縄県警　犯罪統計書より
刑法犯認知件数（現状値H28-
R1までの平均）  

件/年 327.75 274.33 100 単年

R3年度
【総務部総務課】
・年４回の交通安全運動を実施しました。
・安全施設の管理については、スクールゾーンの標識の修繕を実施しました。
・横断歩道の表示については、沖縄県公安委員会に修繕の要望を提出していますが、未修繕箇所が残存しています。
・事故件数の急激な減少については、コロナ過での人流抑制も関連があると予測されます。
※規制標識・横断歩道は沖縄県公安委員会のみ設置可能

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

沖縄県警　交通白書より
人身事故件数（現状値H28-R1
までの平均）

単年
令和3年度の実績値が目標を大幅に上回る結果となりました
が、その要因として、昨今のコロナ過における人流の鈍化によ
る影響とも推測できます。

引き続き取組を推進します。
件/年 206.25 132.33 100

・年4回の交通安全運動を実施するとともに関係機関・団体と連携し、交通安全施設の整備・維持管
理に取り組みます。

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容

①交通安全対策の
推進

②防犯対策の強化

③野犬・野良猫・ハ
ブ・害虫等の対策強

化

取組（ふりかえり）

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応
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■評価結果と妥当性の検証

評価

課題

対応

■検証結果を踏まえた改善方針

検証結果
を踏まえ
た改善方

針

【総務部総務課】
・交通安全対策及び防犯対策の強化については、関係機関との調整を密に
連携し、横断歩道表示等の維持管理、防犯カメラの設置を進めていきたいと
思います。
【環境対策課】
・継続して、ハブ・野犬の捕獲、ハチの巣の駆除、野良猫の避妊去勢手術の
支援に取り組みます。
【地域力推進課】
・市管理の街灯の維持及び各自治会等が管理する街灯の修繕、新規設置、
電気使用料の一部の補助を行うことにより、市内全域の街灯の維持につな
がり、地域の防犯強化、夜間の安全の保持を図ります。また、LED街灯への
取り換え補助をすることにより、各自治会等の電気使用料の削減にも寄与し
ていきます。

・①交通安全対策の推進において、市民要望がある横断歩道の表示の未修繕箇
所がありますが、十分な効果があったと評価してよいでしょうか。

・①交通安全対策の推進の横断歩道表示の修繕については、沖縄県公安委員会
へ要望しても効果が出ない難しい面もありますが、今後も関係機関と粘り強く調整
をしていく事が必要と考えられます。

・野犬は以前より数が減っていると思われます。野犬より猫が増えすぎて迷惑しており、
市民会館から野球場までの海岸沿いを調査してもらいたいと思います。猫にエサをやる
方もいて猫のふんで迷惑している家もあります。

・猫を捕獲して避妊手術をできないでしょうか。

・主要道路への進入交差点等を確認し、 防犯メラ設置の検討を行ってみてはどうでしょう
か。

・法律で猫は捕獲できないと聞いていますが、特別区域を指定して捕獲することは出来な
いのでしょうか。

【環境対策課】
・猫の苦情対応については、猫が敷地に入りにくくなる方法が記されたビラを相談者に配布しております。餌やりを止めさせる権限が餌やりが行われている敷地の管理者にしかないことから、管理者による敷地内での餌やり禁止看板作成も支援しています。また、猫に餌を与える際のルールを記した
ビラを苦情地の周辺に直接投函する対応も実施しております。

【環境対策課】
・当課では公益財団法人どうぶつ基金が実施している「さくらねこプロジェクト（野良猫の無料避妊去勢手術助成）」を令和２年度から活用し、令和２年度に189匹、令和３年度に592匹の避妊去勢手術を支援しております。

・動物愛護法では、猫を捕獲する特別区域を指定することはできません。

【総務部総務課】
・今年度においては、防犯カメラを４基設置予定であり、そのうち２基を交差点に設置予定（１基は設置済み）。今後も関係機関と調整を行いながら設置を進めていきたいと思います。

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

検証（CHECK）
自己評価 内部検証 外部検証

対応方針（ACTION）

十分な効果があった

【総務部総務課】
・横断歩道表示の修繕が難航しており、修繕が必要な箇所が残存していま
す。
【環境対策課】
・野犬の罠を増やし稼働率を上げても、捕獲数が増えないことがあります。
野犬の数自体が減少し、捕獲数が減ることは逆に好ましいことではないかと
思われます。
【地域力推進課】
・自治会等が管理する電柱が木柱で、取換の際も木柱への交換が多く腐食
する危険性が常に残っています。
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第２期名護市総合戦略 評価検証シート

基本目標２．暮らしやすく安全・安心な環境をつくる【都市基盤、生活環境、安全・安 心、防災・救急】

基本方針（６）防災・救急体制の充実
■具体的取組ごとの評価検証

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク D － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 63.0

達成率 43.5% - - -

ランク D - - -

進捗状況 →

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク D － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 60.0

達成率 75.0% - - -

ランク C - - -

進捗状況 →
実績値 92.0

達成率 33.3% - - -

ランク D - - -

進捗状況 →

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク E － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 13

達成率 6.3% - - -

ランク E - - -

進捗状況 ↘

具体的取組 具体的取組の内容

①消防・防災体制の
整備・充実

②救急救助体制の
充実

③地域防災力の向
上

自主防災組織の設立数

区 12 28 100 総計

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容

実績（DO）

実績（DO）

実績（DO）

取組（ふりかえり）

R3年度 取組（ふりかえり）

備考 対応重要業績評価指標（KPI）

・小学生以上を対象に救命講習会を開催し応急手当の知識と技術を有する市民を広く育成します 。
併せて事業所等におけるAED保有率増加に取り組み 、救命率の向上を図ります。
・大規模・多様化する火災や自然災害等の各種災害から、市民の生命と財産を迅速・的確に守るた
め、施設、装備、資機材の高度化を図り、計画的に整備します 。
・急病人等が発生したときに、救急車が到着するまでの間、近くにいる市民が救命処置を行える環境
を整えます。

・多発する自然災害への対処において、自主防災組織の設立を促し、地域における連携の強化を図
り、共助、自助の体制を整えます。
・災害発生時、要配慮者の避難を支援する体制を整えるため、関係課と連携をして取り組みます。
・水災害警戒区域内の要配慮施設における、避難確保計画の作成や避難訓練を促進します。
・ハザードマップの更新や避難所の確保、備蓄品の整備を図り、自然災害に備えた体制強化に取り
組みます。

重要業績評価指標（KPI）

取組・指標（PLAN）

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

％ 58.0 80.0 50 単年

R3年度
【消防本部】
・消防水利設置事業による新規消防水利を４基設置予定でしたが、水道管塗料メーカによる不適切行為により消火栓管材の出
荷停止がありました。年度内で事業完了に至りませんでしたが、道路整備、開発行為等により消防水利を４基整備しました。ま
た、既存の消防水利については適宜、点検を行い不備があった物については修繕を行いました。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

消防水利整備率

総計
繰越となった消火栓設置が、令和４年６月で整備完了となり、
消防水利整備率の上昇が確実な状況です。

引き続き取組を推進します。
％ 62.0 64.3 100

・火災発生時に円滑な消火活動を行うため、計画的、効率的に耐震型の消防水利を整備します。 併
せて予防保全も考慮した維持管理を行い、消防力の充実強化に取り組みます 。
・市民の生命・財産を災害等から守るため、ソフト、ハード両面から体制を強化します 。

消防関係車両充足率

％ 88.0 100.0 50 総計
新型コロナの影響により２台が繰越となったが、１台が整備完
了となり消防関係車両充足率が若干ではありますが上昇して
います。

引き続き取組を推進します。

バイスタンダーによる一時救命
処置実施率
※バイスタンダーとは救急現場
に居合わせた人

自主防災組織について興味を持つ区長はいましたが、結成に
至ったのは１区のみでした。

自主防災組織の活動の紹介や、結成の重要性の説明会等を
行います。

【消防本部】
・救命講習の開催においては、新型コロナウイルス感染拡大に伴い救命講習の開催ができない状況があり、講習数４２回、受
講者数４１５名となっています。市民等における救命処置実施率は６０％となっています。
・消防関係車両３台を整備予定としていましたが、新型コロナウイルス感染症の影響による部品調達が遅れ２台が繰越となり、
１台のみの整備となりました。
・市民等が救命処置を行える環境整備については、市内コンビニエンスストアへのAED設置が８８％となっています。

【総務部総務課】
・自主防災組織の設立に向けた説明会等を実施し、新たに三原区に自主防災会を結成させることができましたが、まだ組織率
は低い状況にあります。
・消防団・自主防災組織等連携促進支援事業を活用して、防災の学習会や避難所開設訓練等を実施し、防災への意識向上を
図る取組が実施できました。
・ハザードマップの更新や、避難所の感染症対策の備品整備を行い災害対策強化の取組が実施できました。
・水災害警戒区域内の要配慮者施設の避難確保計画作成の状況を把握することができず、作成の促進に取り組むことができ
ませんでした。

備考 対応
新型コロナ禍の中で前年度よりバイスタンダーによる救命手当
実施率の上昇がみられます。

引き続き取組を推進します。
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■評価結果と妥当性の検証

評価

課題

対応

■検証結果を踏まえた改善方針

検証結果
を踏まえ
た改善方

針

検証（CHECK）
自己評価 内部検証 外部検証

対応方針（ACTION）

比較的効果があった

【総務部総務課】
・自主防災組織設立が５５区の内１３区の状況であり、自助、共助の体制作
りの重要性を各区に促していく必要があります。
・要配慮者施設の避難確保計画の作成状況の把握が必要です。
【消防本部】
・消防施設について新型コロナウイルス感染症の影響を受け一部整備が滞
りましたが、全体的な整備計画は進捗しており、【防災・救急体制の充実】に
充分に寄与していると考えられます。
・講習時に講習者同士が密になる状況があります。感染拡大時には資機材
の貸し出しもできないため、オンラインでの開催も難しい状況でした。

・②救急救助体制の充実の救命講習に関しては、コロナの終息がなかなか見ら
れないことから、ウィズコロナを見据えて、オンラインのリモート講習会ができるよ
うに工夫してはどうでしょうか。

・関係課との連携について　要配慮者を把握している担当課との個別避難計画策
定における情報共有や、福祉避難所の具体的な運営等について、庁内関係課で
協議の場が持てるとよいのではないでしょうか。（地域防災計画の見直しにおける
ヒアリング等の活用）

・『課題』に自助、公助とありますが、自主防災組織なので自助、共助ではないでしょう
か？

・要配慮者施設とは、障害児（者）と理解して良いでしょうか？ だとすると、災害発生時の
要配慮者は、障害者だけではなく、基礎疾患を持った人やがん治療中の方もいるので、
併せて検討する必要があります。さらに、要配慮者は、施設だけではなく地域の中で生活
している方もいるので、自主防災組織の活動として、地域で生活している要配慮者への
対応も検討してはどうでしょうか？

・地域防災力の向上について、看護のカリキュラムが改正され、災害看護学の充実が図
られたので、大学との連携も重要ではないでしょうか。また、防災士の資格者や、まちの
減災ナース指導者の認定者などの人材発掘をし、活用していくことも考えられるのではな
いでしょうか。

【総務課】
・『課題』の「公助」を「共助」に訂正させていただきます。

・施設以外の要配慮者へは個別避難計画の作成を関係課と連携を図っているところであります。個別避難計画の作成、及び自主防災組織で情報を共有するためには、プライバシー保護の観点から、本人の同意が必要となるため、要配慮者から同意が得られるよう取り組んでいるところであります。

【健康増進課】
・地域防災力の向上について、昨年度より、名桜大学看護学科との連携を図り正規職員保健師を対象に災害時における保健師活動について講義及びグループワークを実施し、防災対策に取り組んでいるところであります。保健師自身の災害に特化したスキルアップだけなく、災害時の連携や活動
の内容・方法を平時より共有することで有事の際の速やかな体制構築に役立てていきたい考えております。

【消防本部警防課】
・市内コンビニエンスストア全店舗にAEDの設置を予定しています。AED設置については、AED設置の適正配置に関するガイドラインを参考にしています。（現場から片道１分以内の配置　誰もが24時間いつでもアクセス可能な配置 わかりやすい場所への設置等をふまえて設置しています。）

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言【総務部総務課】

・自主防災組織の活動内容や必要性を区長会等で説明し結成を促します。
・関係課と連携して、要配慮者施設へ避難確保計画の作成を促します。
【消防本部】
・消防施設整備については消防車両更新計画等を基に計画を継続します。
・消防水利は消火栓に偏ることなく防火水槽の整備も必要です。
・救命講習に関しては、新型コロナウイルス感染症の状況をみながら、依頼
のあった事業所等へは開催日程の調整を積極的に行い開催ができるよう努
力していきます。
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第２期名護市総合戦略 評価検証シート

基本目標３．誰もがいきいきと暮らせる支え合いのある地域をつくる【健康・福祉】

基本方針（１）健康づくりの推進
■具体的取組ごとの評価検証

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク B － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 86.2
達成率 95.8% - - -

※現状値はR元年度 ランク B - - -
進捗状況 →
実績値 85.3
達成率 92.7% - - -

※現状値はR元年度 ランク B - - -
進捗状況 ↘
実績値 83.2
達成率 92.4% - - -

※現状値はR元年度 ランク B - - -
進捗状況 ↘
実績値 31.1
達成率 66.2% - - -

※現状値はR元年度 ランク C - - -
進捗状況 ↘
実績値 20.8
達成率 31.5% - - -

※現状値はR元年度 ランク D - - -
進捗状況 ↘
実績値 90.6
達成率 97.2% - - -
ランク B - - -

進捗状況 →
実績値 86.9
達成率 94.3% - - -
ランク B - - -

進捗状況 →

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク D － － －

進捗状況 ↘
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 12
達成率 80.0% - - -
ランク B - - -

進捗状況 ↘
実績値 32
達成率 13.3% - - -
ランク E - - -

進捗状況 ↘
実績値 55.0
達成率 84.6% - - -
ランク B - - -

進捗状況 ↗
実績値 69
達成率 34.5% - - -
ランク D - - -

進捗状況 ↘

【健康増進課】
・新型コロナウイルス感染症の影響（まん延防止等重点措置）などによる事業の自粛等がありました。

・生活習慣病予防や食生活改善を図るため、伝達講習会を実施します。
・産前・産後サポート事業を通して、妊婦が気軽に参加できる場所を提供し、妊婦の時から地域との
つながりを持てるようにします。
・健診受診勧奨や健康づくりを地域一体となって実施するため、地区組織活動の充実を図る研修会
等を実施します。

保健推進員の受診勧奨率
％

R3年度 取組（ふりかえり）

65.0

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応
まん延防止等重点措置などにより地区活動の自粛がありまし
た。

継続して取組を推進します。

②地域と一体となっ
た健康づくりの支援

母子保健推進員の乳児全戸訪
問件数

件/年 112 200 25 単年
新型コロナウイルス感染症の影響によ訪問実績は低下しまし
た。

継続して取組を推進します。

25 単年
電話での受診勧奨に対する対象者の反応が良い結果となりま
した。保健推進員がいない地域もあるため、引き続き周知・募
集を行います。

継続して取組を推進します。
53.0

妊娠・出産包括支援事業にお
ける支援件数

件/年 - 240 25 単年
新型コロナ感染状況により、６回予定が半分の３回となりまし
た。妊娠期に集団形式だと参加しづらい可能性があります。

オンライン開催を検討します。

食生活改善推進協議会の地区
活動回数

回/年  13 15 25 単年

予防接種率(麻しん・風しん混
合ワクチン１期) 

％ 92.8 93.2 15 単年
接種期限前に個別に勧奨はがきを通知し、接種率の向上に努
めていますが新型コロナ流行の影響で接種率がやや低下しま
した。

継続して取組を推進します。

未接種者への個別勧奨はがきで8月と1月に通知しました。保
育園や幼稚園へのチラシ配布を依頼しました。新型コロナ流行
の影響で接種率がやや低下しました。

継続して取組を推進します。
予防接種率(麻しん・風しん混
合ワクチン２期)

％

保健指導実施率
％ 62.1 66.1 14 単年

まん延防止等重点措置により集団健診日程の延期に伴い、健
診結果説明会開催時期の遅れが生じたため指導率低下となり
ました。

継続して取組を推進します。

①ライフステージに
応じた市民の健康づ

くり

乳児健康診査受診率
単年

まん延防止等重点措置の中でコロナ対策することで健診を遂
行することができ、受診率は前年度とほぼ同じくらいでした。

継続して取組を推進します。

まん延防止等重点措置の中でコロナ対策することで健診を遂
行できましたが、受診控えがなどがありました。

継続して取組を推進します。

１歳６ヶ月健康診査受診率
単年

３歳健康診査受診率
単年

92.2 15 単年91.8

特定健康診査受診率
％ 39.7 47.0 14 単年

まん延防止等重点措置により集団健診の日程を変更したこと
による市民の健診に対する受診意欲の低下がありました。ま
た、コロナに対する不安感から受診控えがありました。

継続して取組を推進します。

取組（ふりかえり）

％ 86.0 90.0 14

％ 90.7 92.0 14

R3年度
【健康増進課】
・新型コロナウイルス感染症の影響(まん延防止等重点措置)の中でも、コロナ対策することでそれぞれの事業が遂行できまし
た。
・ただし、一部の健(検)診などでは、コロナ感染するのではないかとの不安などによる受診控えがありました。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

まん延防止等重点措置の中でコロナ対策することで健診を遂
行できましたが、受診控えがなどがありました。

％ 86.9

具体的取組 具体的取組の内容

取組・指標（PLAN）

具体的取組

・乳幼児期に健やかな生活習慣を身に着けられるよう生活習慣確立に向けて保健指導を実施しま
す。
・基本健康診査(住民健診)、特定健康診査の結果に基づく特定保健指導（保健師・栄養士等）を実施
します。
・生活習慣病の発症や重症化を予防することを 目的として、特定健康診査受診率向上のため、多様
な健診方法を実施します。
・定期予防接種を推進します。
・公立沖縄北部医療センターの整備に向けて名護市にできることを  着実に取り組み、新型コロナウ
イルス感染症への対応を含め、市民が安心していつでも医療を受けられる体制づくりを図るため、関
係機関（県、医療機関、消防等）と連携して参ります。

90.0

実績（DO）

実績（DO）

取組・指標（PLAN）

継続して取組を推進します。

具体的取組の内容

14
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■評価結果と妥当性の検証

評価

課題

対応

■検証結果を踏まえた改善方針

検証結果
を踏まえ
た改善方

針

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

【健康増進課】
・未受診者に対する周知、啓発を実施することで、健(検)診率の向上を図り
ます。

・「比較的効果があった」という自己評価は、「集団検診はコロナの影響であった一
方で、個別の健診は一定程度行えたため」、とのことですが、これが今のKPIでは
見えづらいため、それがみえるようＫＰＩ等も今後検討していく必要があると思いま
す。

・スマホ（ネット）などを利用した健康プログラム等、集団ではなくてもコロナに対応
しゲーム感覚でできる健康づくりプログラムを作成し、特定健診でメタボ予備軍と
なった方などに結果通知と合わせダイレクトに広報してはどうでしょうか。

・保健指導や妊産婦支援に関しては、ウィズコロナ、アフターコロナを見据えた対
応の検討も必要と考えられます。例えば、オンライン相談形式の導入等、事業実
施に伴うコロナ対応補助メニュー導入の検討などをおこなってはどうでしょうか。

・特定健診等については、未受診者対策事業の分析結果を生かし、対象者を明
確にした効果的な対応策を期待します。

・検証や助言を行ううえで、自己評価に記載された課題や今後の方針に対しての意見や
助言を述べるべきなのか、それ以外の部分での助言も含めてよいのか迷う部分がありま
した。

・自己評価では健診の受診率向上のみにコメントがありますが、重症化を防ぎいきいきと
暮らしていくためには、受診後の対応が大切です。保健師による声掛けで2次健診を促し
ているとは思いますが、成果がみえるような形で進められると良いと思います。官民一体
とならないと出来ないこともあると思うので、健康づくりに関してもう少し取組を進められる
と良いと思います。

・「②地域と一体となった健康づくりの支援」について、公民館で毎月行われている朝いち
の活動のなかで、名桜大学の看護学生等が健康測定会を１０年以上続けていますが、こ
れらの健康測定会に参加されている住民の健診受診率が向上しているのか、データがな
いために検証が出来ていない状況にあります。既存の活動が行政の実施している健診と
どう関連しているのかを検証していくことも大切ではないかと思います。

・まち全体の健康づくりの視点でいくと、特定健診を受けたら10ポイント、住民健診を受け
たら１０ポイント、健康イベント等のボランティアに参加したら５ポイント付与する等、ポイン
ト制をまちづくりに活用し、そのポイントを地域の企業等で消費活動につながるようなしく
みづくりが出来ると、そのシステムのなかでまち全体の健康増進につながっていくような
ことも出来るのではないでしょうか。

【健康増進課】
・コロナ過によって実施できなかった事業については、コロナ対策(ソーシャルディスタンスなど)することで、実施していきます。

・未受診者対策については、分析結果を生かした受診勧奨を実施していきます。

・特定健康診査及び住民健康診査等の受診結果を基に健康課題の分析、評価を実施しており、今後はその健康課題や住民の声も基に適切な情報発信ができるよう民間委託業者や市公式SNS等を活用し、各ライフステージに合った情報を提供していく予定です。また、関係機関と連携しながら集
団健康教育（妊婦、中学生とその保護者、中年期、高齢者）を継続実施していきます。

・毎年、各区ごとの特定健診受診率（国保のみ）を分析し、その結果を区長や地域の保健推進員等に公表し、住民が継続して健康診査を受診してもらえるようインセンティブ制を活用しご協力をいただいております。また、地域の保健推進員や介護関係者等へ各区ごとの健診・医療・介護の現状につ
いて研修を開催しております。外部委員より助言のありました官民一体となった取り組みについては、現在個人情報の観点から検証できていない状況にあります。今後、どのような取組ができるのか検討していきたいと思います。

・地域と一体となった健康づくりの支援として、健康ポイント事業を実施しております。これは職域や住民健診等の健康診断やがん検診を受診した方に対して、ポイントを付与し、一定のポイントを貯めた方は、抽選にて市営市場で使用できる商品券を配布しております。引き続き、利用者へアンケート
を行い改善に努めてまいります。

検証（CHECK）
自己評価 内部検証 外部検証

対応方針（ACTION）

比較的効果があった

【健康増進課】
・コロナ過でも健(検)診などの受診控えなどを減少させるための感染予防対
策の徹底と周知に課題があります。
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第２期名護市総合戦略 評価検証シート

基本目標３．誰もがいきいきと暮らせる支え合いのある地域をつくる【健康・福祉】

基本方針（２）高齢者への支援
■具体的取組ごとの評価検証

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク B － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 58.0
達成率 91.1% - - -
ランク B - - -

進捗状況 →

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク E － － －
進捗状況 ↘

単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
実績値 174
達成率 22.3% - - -
ランク E - - -

進捗状況 ↘

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク E － － －
進捗状況 →

単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
実績値 1
達成率 10.0% - - -
ランク E - - -

進捗状況 ↘

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク C － － －

進捗状況 →

単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
実績値 37.0
達成率 56.1% - - -
ランク D - - -

進捗状況 →
実績値 57
達成率 63.3% - - -
ランク C - - -

進捗状況 →
実績値 3
達成率 150.0% - - -
ランク A - - -

進捗状況 →

実績（DO）

実績（DO）

実績（DO）

実績（DO）

・新75歳到達者へ心身機能の状態等を確認する基本チェックシートを送付し、介護予防対象者の把
握に努めます。
・高齢者や住民の介護予防への関心が高まるよう、各種教室やパンフレット、ラジオ放送などを通じ
て、介護予防に関する知識や情報、介護予防の必要性の普及に取り組みます。
・住民を主体とするいきいき百歳体操やミニデイサービス等の介護予防事業をさらに普及させ、身近
な場所での実施に取り組みます。
・介護予防出前講座を実施し、介護予防の基本的な知識の普及を図り、高齢者の生活機能の向上
に取り組みます。
・いきいき健康長寿教室を実施し、運動機能維持・向上に加え、栄養改善、認知症予防等の介護予
防の知識を普及し、地域における通いの場などのサポートを行う支援者を確保することに取り組みま
す。

【介護長寿課】
・新75歳到達者406名に基本チェックリスト送付しました。返信者269件のうち、基本チェックリスト該当者は131名でした。
・介護予防の普及啓発については、R３年６月に全世帯へ介護予防パンフレットを配布し、介護予防の必要性について、周知を
図りました。
・介護予防出前講座については、R２年度より開催数を増やし全34回（19区）で実施しました。参加者数は延べ432人で、R２年度
より200人増加しました。
・いきいき健康長寿教室については、R２年度に比べて開催数、参加者数ともに増加し開催しました。R２年度は、新型コロナウイ
ルス感染症の影響により、教室開催が１クールのみの実施でしたが、R３年度は感染防止を図りつつ開催数を３クールに増やし
たことにより、参加者数の増加を図ることができました。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

要介護度の維持・改善率
％/年 52.0 66.0 80 単年

コロナの影響を受け、臨時的な措置で更新した方が反映されて
いないため、維持・改善率が伸びませんでした。

引き続き取組を推進します。

対応

介護事業所への実地指導件数
 

件/年 3 10 100 単年
新型コロナウイルスの影響により、実地指導が出来ませんでし
た。

感染状況を踏まえつつ、取組を推進します。

【介護長寿課】
市老連にてイベント開催の検討・協議しましたが、新型コロナウイルスの感染リスク、重症化しやすいと言われている高齢者へ
の感染拡大を危惧し、イベント中止を余儀なくされています。

【介護長寿課】
・事業所への指導・監督業務は、新型コロナウイルスの影響により出来ませんでした。
・介護給付費の適正化を図るために、医療情報との突合・縦覧点検、ケアプラン点検、介護給付費通知を実施します。

・市民が高齢期においても、生きがいを持って生き活きと生活していくことができるよう、地域活動、ス
ポーツ・学習活動、就労等様々な分野での支援対策を進めます。

・事業所指導・監督業務、事業所指定業務、介護給付費適正化事業を通し、適切な介護保険事業の
運営に努めます。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応
芸能大会の代替事業としてぬり絵コンテストを実施しました。 感染対策と並行して生きがいづくり(イベント)を開催します。

いきいき健康長寿教室参加者
数（年間）

人/年

いきいき健康長寿教室実施箇
所数（年間）

箇所/年 1 2 10 単年
計画通り実施できました。 引き続き取組を推進します。

12 90 10 単年
コロナ禍で密を避けるために、教室参加者人数を減らして実施
しました。

引き続き、参加者人数を減らして対応します。

R3年度
【介護長寿課】
・地域包括支援センターの拡充及び機能強化のため、令和３年度は新たに名護市街地に２ヶ所（名護第１、名護第２）地域型包
括支援センターを委託設置しました。
・地域ケア会議については、地域ケア個別会議、自立支援型地域ケア個別会議を実施しました。
・地域型包括支援センターの委託がスタートしたばかりという事もあり、地域課題の抽出や検討が十分機能を果たせていない部
分もあります。
・DVD視聴によるシニア支援者養成講座を開催し、シルバー人材センターのお助け会員を７名養成しました。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

重度要介護（要 介護３以上）の
高齢者の居宅介護、在宅介護
サービスの利用率

単年
多職種間での連携やサービスの充実により重度要介護状態と
なっていも在宅生活の継続が図れていると思われます。

引続き取組を推進します。
％/年 58.4 63.7 100

市老連の主要イベント参加者
数

重要業績評価指標（KPI） 備考

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

取組（ふりかえり）

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

人/年 778 780 100 単年

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

・地域包括支援センターの拡充及び機能強化を図るとともに、高齢者個人の生活課題への対応から
地域課題をふまえた施策の検討に至るまで多職種間の連携の場となる地域ケア会議等を実施し、
地域での支え合い体制の充実を図ります。
・住民同士の支え合い等のインフォーマルな活動を行う地域人材の確保・育成を、生活支援コーディ
ネーターを中心に行います。

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容

①地域包括ケアシス
テム体制の充実

②高齢者の生きが
いづくりの支援

③適切な介護保険
事業の運営

④介護予防事業の
推進
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総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク D － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 156
達成率 33.2% - - -
ランク D - - -

進捗状況 →

■評価結果と妥当性の検証

評価

課題

対応

■検証結果を踏まえた改善方針

検証結果
を踏まえ
た改善方

針

【介護長寿課】
①今後も受託可能法人との調整を継続し、羽地・屋我地地区への地域型包
括支援センターへの委託設置を目指します。地域ケア会議については、ケア
会議の機能が果たせるよう、地域型包括、関係機関へケア会議の趣旨、活
用方法について周知を図ります。また、地域課題分類ができるよう分類表の
作成に取り組むとともに、手引きの内容見直し及び活用促進に向けて周知
活動を実施します。
②感染対策と並行して生きがいづくり(イベント)を開催します。また、対面活
動以外の生きがいづくりを検討します。
③事業所指導に向けては、実地指導マニュアルを作成し、実施件数の増加
を図ります。介護給付費適正化を図るため、点検件数を増やし、事務処理上
の請求誤りと算定要件の解釈について事業所への周知を強化します。

・②高齢者の生きがいづくりの支援については、新型コロナの影響でイベント中止
となり、進捗が順調でないということと、他の取組では、ほぼ順調であることから、
比較的効果があった評価になると思われます。

・自己評価において、達成度の低い事業などがあり、課題も多いので、評価が適切では
ないと考えられます。

・市民の健康づくりは、今後の名護市にとっても最重要課題であると思うので、市ホーム
ページやＳＮＳ、ＦＭラジオ番組などでの普及啓発に予算をかけて取り組んで欲しいと思
います。

・要介護にならないための介護予防や、若い頃からの健康づくりについては、今後の少
子高齢化対策として重要な政策です。健康づくりに関するＰＲについては、まだ少し足り
ておらず、ソフト事業についても力点をおいて、いろいろな取組を検討していただければと
思います。

・今、子どもたちに対しては給食費無償化など良い方向で進められていると思いますが、
高齢者に向けた取組や補助等が少ないと感じられます。ミニデイや１００日体操などで健
康管理を行う方向で進んではいますが、コロナの影響で参加者が増減を繰り返していま
す。子どもたちに対する取組ももちろん重要ですが、高齢者に向けた対策も考えていただ
ければありがたいと感じています。

【介護長寿課】
・「高齢者の生きがいづくりの支援」「適切な介護保険事業の運営」については、新型コロナウイルスの感染状況に応じて庁内調整を行い、高齢者の健康があって成り立つという認識のもと、新型コロナウイルスの感染リスクや重症化しやすいと言われている高齢者への感染拡大防止優先の観点か
ら、高齢者向けイベントや事業所への指導・監査については中止判断とし実施していません。そのためR３年度達成度は「E」となっていますが、その判断自体は適切であると思われます。しかしながら、ご助言頂いたとおり自己評価の妥当性については取組の中止によって十分な効果が得られたと
は言い難いことや、他の具体的取組についてはほぼ順調に取り組めていることも考慮して、「十分な効果があった」から「比較的効果があった」に修正いたします。

・事業所への指導については、集団指導のあり方を工夫し、又、新型コロナウイルス対応上、国から通知される_介護保険制度や臨時的な取り扱いにかかる通知やその解釈などを市ホームページを活用し事業所へその都度、周知し適正な介護サービス提供に繋げているところです。
一方で取り組めていない課題には期間内の達成に向けて推進していきたいと思います。

・市内コミュニティーFMラジオを活用した情報発信は、現在一般介護予防事業において普及啓発に関する予算を確保し、市包括支援センター職員が認知症や運動、社会参加等をテーマに介護予防の普及啓発に取り組んでいます。また、介護予防カレンダーを作成し、市内の高齢者へ配布を行い
ました。今後は市ホームページ等での普及啓発にも取り組んでいきたいと思います。

・高齢者への取組については、コロナ禍においても感染対策を講じながら地域で介護予防教室を実施し、元気な高齢者や地域住民が介護予防に関心を持ち、介護予防活動等の担い手として関われるような取り組みを進めているところです。また、いきいき百歳体操等の住民主体の通いの場を充実
させ、人と人とのつながりを通じて、通いの場が継続的に拡大していくような地域づくりを推進していきたいと思います。
また、補助金等の取組については、市内の老人クラブの活動を支援するための補助金交付や、高齢者の社会参加や生きがいづくり推進を目的としたシルバー人材センターに対する補助金交付、住民主体の通いの場の運営に対する助成金事業を実施しており、今後も継続して取り組んでいきたい
と考えています。
高齢者に向けた新たな取組の実施については、他市の情報収集を行い、本市でも実施可能な取組があれば検討していきたいと考えています。

【健康増進課】
・市民への健康づくりに関する周知としましては、現在、市ホームページ及び健康だより(年４回発行)などを活用して実施しております。さらに、健診未受診者対策としまして、令和３年度より民間委託による未受診者の分析を行い、その方にあった受診勧奨を年２回ほど実施しております。

【介護長寿課】
・在宅医療・介護を支援する相談窓口を設置し、担当コーディネーター1名を配置しました。
・切れ目のない在宅医療・在宅介護の充実が図れるよう、入退院支援の手引きや資源リストを作成し、HPページへの掲載、医
療、福祉の関係機関へ配布、周知を行いました。
・また、多職種合同研修の開催、ACPについて地域への周知活動を実施し、コロナ禍における在宅での支援体制等について
ニーズ把握、関係機関との調整に取り組みました。

実績（DO）

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

介護支援連携指導実施者数 
（人口10万人に対する数値 ）

人/年 158 470 100 単年
医療機関と介護福祉事業所の連携が図られつつあります。し
かし、統一的な連携には不十分な状況です。

引き続き取組を推進します。
重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

・地域の医療介護の現状把握、課題の抽出と対応策の検討を行い、切れ目のない在宅医療と在宅
介護の充実が図れるよう提供体制の強化や連携に関する相談や情報提供の支援を行います。
・また、住民自身が主体的に適切な選択ができるよう在宅医療について地域住民への啓発活動も行
い在宅医療・介護への理解を促進していきます。

取組（ふりかえり）

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度

検証（CHECK）
自己評価 内部検証 外部検証

対応方針（ACTION）

比較的効果があった

【介護長寿課】
①包括センターの拡充・機能強化に関しては、コロナ禍による人手不足によ
り、人材確保が困難との理由から、受託法人の選定が難航しています。地域
ケア会議に関しては、地域課題の分類、抽出が出来ていないことが課題と
なっています。また、入退院支援の手引きを作成していますが、活用してい
る機関にバラツキがあり、関係機関で統一的な活用までには至っていないこ
とが課題となっています。
②生きがいづくりは対面活動が主でしたが、コロナ禍で対面活動の難しさを
感じています。
③事業所指導に向けて、実地指導マニュアルを作成する必要があります。ま
た、介護給付費適正化を図るため、点検件数を増やす必要があります。
④交通手段がなく、介護予防事業に通えない高齢者がいます。

⑤在宅医療・介護の
連携
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第２期名護市総合戦略 評価検証シート

基本目標３．誰もがいきいきと暮らせる支え合いのある地域をつくる【健康・福祉】

基本方針（３）障がい者（児）への支援
■具体的取組ごとの評価検証

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク D － － －

進捗状況 ↘
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 15
達成率 37.5% - - -
ランク D - - -

進捗状況 ↘

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク E － － －

進捗状況 ↘
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 0
達成率 0.0% - - -
ランク E - - -

進捗状況 ↘

■評価結果と妥当性の検証

評価

課題

対応

■検証結果を踏まえた改善方針

検証結果
を踏まえ
た改善方

針

・「計画どおり実施できなかった。」は課題ではなく、今後の方針の「コロナ過でも
実施できるよう工夫をすることが必要。」が課題となると思われます。

・今後の方針は、その課題に対し、例えばリモートやHPで動画を配信して手話の
講座などできないか検討してみてはどうでしょうか。

・特になし

【社会福祉課】
・手話の普及啓発に関して、HPを活用して手話に関する情報を発信していきます。

・今後の講座やイベント等について、コロナ等により通常開催が困難となる場合には、webを活用するなど代替案を検討します。

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

【社会福祉課】
・講座やイベントなどに関して、コロナの影響により中止となるなど、計画どお
りに実施できない部分が多々発生しています。これらについて、代替案やコ
ロナ禍でも実施できるよう工夫が必要です。

名護市障がい者スポーツ大会
の参加者数

人/年 158 160 100 単年
・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、スポーツ大会等の
イベントの開催自粛のため、評価できない状況です。

感染状況を確認の上、実施体制の検討します。

R3年度
【社会福祉課】
・市広報誌にて合理的配慮や手話に関する記事の掲載、話紹介コーナーの掲載（R３年９月号～）を開始し、啓発を図りました。
・名桜大学看護学科からの依頼により、一部の学生向けに手話に関する講義を実施できました。
・市民向け手話講座を４クールの開催計画していましたが、コロナ感染拡大防止の影響により、２クールのみの開催となりまし
た。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

市民手話講座の参加者数
単年

コロナ拡大防止の影響により、講座開催数４クールの計画中２
クールのみの開催となりました。

感染防止を徹底しつつ、継続していきます。
人/年 26 40 100

・障がいのある人もない人も等しく活動できる共生社会の実現を目指し、障がいに関する広報啓発活
動や学習、各種行事、地域活動等を通じて、市民の福祉意識を醸成します。

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）
【社会福祉課】
・新型コロナウイルス感染拡大防止のため、スポーツ大会等のイベント開催自粛のため、評価できない状況です。

・障がい者スポーツ大会の実施、各種イベントでの障がい者関係団体の取組 紹介・手話通訳者等の
派遣などにより、障がい者の社会参加や交流を促進します。
・障がい者等が、日常生活または社会生活を営むことができるよう、そのニーズを踏まえた受入れ・
対応が行える体制を整えます。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

実績（DO）

実績（DO）

検証（CHECK）
自己評価 内部検証 外部検証

対応方針（ACTION）

あまり効果がなかった

【社会福祉課】
・手話の普及啓発に関して、市広報誌への記事掲載により講座受講申込者
数などで例年に比べ反響があったものの、コロナ感染拡大防止の影響によ
り計画どおり実施できませんでした。

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容

①障がい者(児)への
理解の促進

②社会参加・交流促
進

取組（ふりかえり）
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第２期名護市総合戦略 評価検証シート

基本目標３．誰もがいきいきと暮らせる支え合いのある地域をつくる【健康・福祉】

基本方針（４）誰もが安心して暮らせるまちづくりの推進
■具体的取組ごとの評価検証

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク A － － －

進捗状況 ↗
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 93
達成率 125.0% - - -
ランク A - - -

進捗状況 ↗
実績値 85.3
達成率 101.1% - - -
ランク A - - -

進捗状況 ↗
実績値 5,151
達成率 120.9% - - -
ランク A - - -

進捗状況 ↗

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク A － － －
進捗状況 ↗

単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
実績値 528
達成率 310.6% - - -
ランク A - - -

進捗状況 ↗

■評価結果と妥当性の検証

評価

課題

対応

■検証結果を踏まえた改善方針

検証結果
を踏まえ
た改善方

針

検証（CHECK）
自己評価 内部検証 外部検証

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容

①地域での支え合
いによる福祉の推進

②福祉に関する支
援体制の充実 備考 対応

実績（DO）

・「住みなれた地域でともに生きる社会の実現」に寄与する各種事業を実施している名護市社会福祉
協議会の運営等を補助します。

重要業績評価指標（KPI）

重要業績評価指標（KPI）

・高齢者等の相談支援をより適切に行えるよう、区福祉推進員、民生委員などの地域の相談員、社
会福祉協議会コーディネーター等との連携により、身近な地域での相談体制の推進を進めます。ま
た、高齢者が気軽に相談できるよう包括支援センター等の相談窓口の周知を図ります。
・地域で暮らす高齢者を含む様々な住民が互いにつながりを持ちながら地域で暮らし続けられるよ
う、庁舎内関係各課との連携を図ります。
・現に経済的に困窮し、最低限度の生活を維持することができなくなるおそれがある方への自立を促
進するため、生活するうえで困っていることの総合相談窓口に相談支援員を配置します。

民生委員数
総計人 88 92 30

民生委員充足率
単年

民生委員相談件数
単年

R3年度
【社会福祉課、介護長寿課、生活支援課】
・高齢者の相談支援に関しては、毎月１回、地域型包括支援センター・在宅介護支援センター連絡会に社会福祉協議会のコー
ディネーターも参加し、連携を図っています。地域包括支援センター等の相談窓口の周知に関しては、市民のひろばやホーム
ページに掲載し、周知を図っています。
・庁舎内関係各課との連携に関しては、「地域包括ケアシステム」をテーマに地域支援ネットワーク会議を開催しました。地域型
包括支援センター職員及び庁舎内関係各課職員（社会福祉課、生活支援課、健康増進課、子育て支援課）が参加し、連携を深
めることができました。

備考

対応方針（ACTION）

十分な効果があった

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）
【社会福祉課】
・名護市社会福祉協議会運営補助金を交付しています。
・毎月１回、名護市社会福祉協議会と定例会を持ち、情報交換や連携を図っています。

件 4,078 4,260 40

％ 80.7 84.4 30

取組（ふりかえり）

対応
区等へ候補者の推薦を依頼します。

区等へ候補者の推薦を依頼します。

民生委員協議会との連携を確保します。

地域福祉コーディネーター相談
対応件数

件 168 170 100 単年
電話対応、来所対応、訪問対応で増加しました。 社会福祉協議会との連携を確保します。

実績（DO）

令和２年度中に県へ民生委員として推薦した１人が令和３年４
月１日に委嘱されました。また令和３年度中に４人を県に推薦
し、４人委嘱がありました。

令和２年度中に県へ民生委員として推薦した１人が令和３年４
月１日に委嘱されました。また令和３年度中に４人を県に推薦
し、４人委嘱がありました。

高齢者に関する相談・支援件数等が増加しました。

【社会福祉課、介護長寿課、生活支援課】
・包括ケアシステム構築のため、庁舎内関係各課及び地域の関係団体との
会議の場を開催し、連携強化を図ります。

・特になし ・特になし

・特になし

【社会福祉課、介護長寿課、生活支援課】
・庁内関係部局との連携について、複雑化している世帯のケースの対応につ
いて、連携が図れていないこともあり、まだまだ連携が不十分な状況です。

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言
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基本目標３．誰もがいきいきと暮らせる支え合いのある地域をつくる【健康・福祉】

基本方針（５）社会保障等の充実
■具体的取組ごとの評価検証

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク B － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 90.00
達成率 98.0% - - -
ランク B - - -

進捗状況 →

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク A － － －

進捗状況 →

単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
実績値 100.0
達成率 100.0% - - -
ランク A - - -

進捗状況 →

■評価結果と妥当性の検証

評価

課題

対応

■検証結果を踏まえた改善方針

検証結果
を踏まえ
た改善方

針

検証（CHECK）
自己評価 内部検証 外部検証

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

R3年度
【国民健康保険課】
・国保制度の広報活動として、当初納付書発送時に「国保税ミニガイド」を同封、被保険者証切り替え発送時に「国保ポケットガ
イド」「ジェネリック医薬品希望シール」を同封し、国保制度の広報活動を行いました。
・被保険者証とともに、後期高齢者医療制度についてのパンフレットや、ジェネリック医薬品の案内、限度証・減額証の案内を送
付、市民のひろばや健康だよりで広報を行いました。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

後発医薬品利用率（国保一般）
単年

後発医薬品を利用した場合の軽減見込額が記載された通知書
の発送や被保険者証切り替え発送時にジェネリック医薬品希
望シールを同封することにより、目標値に近い値となっていま
す。

継続して取組を推進します。
％ 91.05 91.85 100

・国民健康保健事業の健全な運営を図るため、被保険者の納税によって制度が維持されていること
や、自らの健康維持が医療費の抑制につながること等、国保制度への市民の理解を深める広報活
動等に取り組むとともに、国保財政の健全化に向けて取り組みます。
・沖縄県後期高齢者医療広域連合が運営する後期高齢者医療制度の下で、高齢者の方々が安心し
て医療を受けられるよう支援します。

学習支援教室（ぴゅあ）による
高校進学率（経常的に学習支
援教室に通所できている児童
を対象）

％/年 100.0 100.0 100 単年
令和４年３月末時点では29名中27名の高校進学が決定してお
り、2名が進路未決定となっていました。卒業後の後追い支援
の結果、進路未決定であった2名も進学先が決定しました。

目標値を達成できるよう引き続き支援を行っていきます。

②困窮世帯等への
自立支援

【生活支援課】
・自立相談支援については、前年度とほぼ横ばいの相談件数となっており、相談内容により「住居確保給付金」、「一時生活支
援」、「家計改善支援」、「就労準備支援」の各プログラムを実施することができました。また、各関係機関と調整し、適切な支援
先へ繋ぐことができました。
・住居確保給付金については、支給決定者に対し、支給の遅滞なく適切に給付金を支給することができました。
・一時生活支援については、宿泊場所を再検討し、コロナ禍でも対応可能な宿泊場所を確保することができました。
・就労準備支援については、就労準備プログラムのとおり実施することができました。
・家計改善支援については、収支のバランスを図りながら、支援者に無理のない家計改善計画を示し、計画どおり実行できるよ
うアドバイスや助言を行うことができました。
・コロナ禍の中で一定期間、学習支援教室を開催できないこともありましたが、感染症対策を徹底することで、学習支援教室を
開催することができました。

・離職・廃業又は休業等で収入減少等により経済的に困窮し、住宅を失う恐れのある方に対し、就労
活動を行うことを条件に一定期間、家賃相当額を支給します。
・住まいがなく、生活に困窮している方に対し、一定期間、宿泊場所や食事を提供します。
・ひきこもりや長期の休職期間等により、すぐに就労活動等ができない方に対して、就労活動の前段
階としてパソコン入力や美文字訓練等を実施します。
・収支のバランスがあっていない方に対し、家計簿をつけさせ収支の視覚化を図り、支出を抑えるた
めの具体的なアドバイスを行います。
・市内大学の一室を借り、ボランティアの大学生による学習支援教室を実施します。学習支援教室ま
での送迎を行っており、距離とお金の問題で塾に通えない子らへの支援を担っています。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

実績（DO）

実績（DO）

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

取組（ふりかえり）

対応方針（ACTION）

比較的効果があった

【国民健康保険課】
・国保及び後期高齢保険については、引き続き、市民の理解を深めるための
広報活動等に取組む必要があります。
【生活支援課】
・制度の周知徹底と丁寧な制度説明を行います。また、同意前の支援で当
事者の寄り添った支援を行うことで信頼関係を築き、同意が得られやすい関
係を構築します。

・特になし ・困窮世帯等への自立支援に関して、2名の進路未決定者についても、卒業後の後追い
支援の結果、進学先が決定したとあるので、R3年度の実績値を100％として評価をAとし
てはいかがでしょうか。

【生活支援課】
・困窮世帯等への自立支援のKPIについて、ご助言を踏まえて実績値を下記のとおり修正します。

　●修正前：実績値93％
　●修正後：100％

【国民健康保険課】
・国保財政の健全化に向けて、適切な受診を啓発するなど、引き続き医療費
の適正化に努めていく必要があります。
【生活支援課】
・家計改善支援の支援者数が少ない状況にあります。積極的に支援に繋げ
る工夫を行っていますが、当該支援は困窮状態の改善に対して遅延的な支
援メニューとなっているため、本人の同意が得られにくいといった点がありま
す。

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容

①国民健康保険事
業の健全な運営と後
期高齢者医療保険
制度の円滑な運営
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基本目標４．安心して子育てができる環境をつくる【子育て・教育】

基本方針（１）児童・子育て家庭への支援
■具体的取組ごとの評価検証

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク A － － －

進捗状況 →

単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
実績値 813
達成率 89.8% - - -
ランク B - - -

進捗状況 →
実績値 2,323
達成率 308.1% - - -
ランク A - - -

進捗状況 ↗
実績値 6
達成率 75.0% - - -
ランク C - - -

進捗状況 ↗
実績値 12
達成率 60.0% - - -
ランク C - - -

進捗状況 →

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク B － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 842
達成率 84.2% - - -
ランク B - - -

進捗状況 →

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク B － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 1,164
達成率 112.5% - - -
ランク A - - -

進捗状況 →
実績値 26,263
達成率 61.2% - - -
ランク C - - -

進捗状況 →

具体的取組 具体的取組の内容

①子どもの居場所づ
くり

②子育て家庭、児童
への支援

③保育サービス及
び保育環境の充実

取組（ふりかえり）

備考

一時保育延べ利用者数（幼稚
園含む）

人/年 26,254

人/年 754 754 25

R3年度

20 25 単年

758 905 25

単年5 8 25

継続して取組を推進します。

コロナ禍の影響もありましたが、学習支援教室の開催を中止す
ることなく常時開催することができました。

感染対策を徹底しながら引き続き取組を推進します。

コロナ禍における開所不可箇所が発生しました。 感染対策を講じ可能な限り開所してもらえるよう促進します。

妊娠・出産の身体の変化だけでなく、生活の変化に応じた相談
（仕事・家事育児の支援者の有無、経済面、サービス利用等）
の相談にも対応できました。

継続して取組を実施します。

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

1,000 100 単年

備考 対応

単年

・延長保育事業・一時預かり事業等、多岐にわたる保育ニーズへの対応や、待機児童解消に向け、
名護市保育士等緊急確保事業等の保育士確保事業、小規模保育事業所等の整備等の実施、保育
士正規雇用化促進事業等により保育サービス及び保育環境の充実を図ります。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

42,938 50

母子健康包括支援センター　相
談支援件数

件/年 449

・児童の安全・安心な居場所を確保するため、地域の実情をふまえた小学校区ごとの放課後児童ク
ラブの設置に取り組むとともに、放課後児童クラブへの支援の充実を図ります 。また、放課後児童ク
ラブを利用する保護者の経済的負担軽減を図ります。
・安全で清潔な居所において、管理者の 監督のもと、自活する力を養う食育活動、基礎的な生活習
慣の指導、学習支援を通した学習意欲の定着を目指した支援、職場体験や芸術活動等の学習体験
を通じたキャリア形成等支援活動などを実施します。こどもの居場所の運営費等の補助を行います。
・地域の方々の参加・協力を得ながら、小学校の余裕教室や地域の公民館等を活用した「子どもの
家」事業を推進します。
 ・子どもから高齢者までが集い、多世代交流を可能にする複合施設の整備を行います。また、施設
の整備完了までの間は、労働福祉センターにて子どもの居場所を提供し、切れ目ない支援体制を継
続します。

重要業績評価指標（KPI）

延長保育促進事業（延長保育
事業利用者見込み）

人/年 1,317 1,035
令和２年度と比較して、新型コロナウイルス感染症の拡大によ
る影響とみられる利用者の減少がありました。

継続して取組を実施します。

【健康増進課】
・妊娠届出・母子手帳交付を機に、妊産婦や乳幼児の実情を電話・来所相談や家庭訪問、健康診査等で継続的に把握し、必要
な保健指導・情報提供ができました。
・産後ケア事業を開始しました。心身の不調だけでなく、授乳が上手くいかないことで育児不安となっている方の利用も多くみら
れました。産婦の心身の状態に合わせたセルフケアの指導が実施できました。

【保育幼稚園課】
・新型コロナウイルスの影響により、保育サービスの利用控えがあり、数値上はBランクとなっています。

・妊産婦等の実情把握を継続的に行い、妊娠・出産・育児に関する相談に応じ、必要な情報提供や
助言、保健指導を実施します。また、保健、医療または福祉の関係機関との連携調整を行います。
・必要に応じて支援プランを作成し、地域の実情に応じた母子保健・子育て支援体制づくりを推進しま
す。
・産後ケア事業を通して、心身の不調や育児不安等の支援が必要な産婦や乳児に対し、助産師等専
門職のケアを受けることで子育て支援の充実を図ります。

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

放課後児童健全育成事業・定
員数  

単年
1クラブ減、１クラブ増であるが定員数は増加しました。

市の補助金を活用する子どもの居場所を1カ所を設置すること
ができました。1年度で1箇所を増やすペースで目標値の達成を
図りたいと思います。

引き続き取組を推進します。

人/年

【生活支援課】
・コロナ禍の中、学習支援教室（くにむとぅや～）を閉所することなく開催することができました。
・学習支援教室では食育活動、生活指導、学習支援、キャリア形成支援、送迎支援を実施し、年間264日の開催と延べ2,323名
の利用者数となりました。
・また、市の補助金を活用した子どもの居場所を1箇所設置することができました。
【子育て支援課】
・放課後児童健全育成事業については、「第２期名護市子ども・子育て支援事業計画」に則り定員数の拡充を進めています。
計画の中間年にあたる今年度は実情と乖離がないかニーズ調査が必要です。
・保護者の負担軽減については、放課後児童クラブへの運営補助金の適正運用を促しつつベースアップを行っていきます。
【地域力推進課】
・子どもの家事業については、コロナ禍で活動が困難な箇所もありましたが、子どもの居場所を確保する事業は保護者等からも
切望されていることもあり、サポーターの皆さんに協力を求め、可能な限り開所し事業実施を図りました。

重要業績評価指標（KPI）

こどもの居場所の箇所数

対応

箇所/年 

箇所

学習支援教室（くにむとぅや～）
の延べ参加人数

単年

14

実績（DO）

実績（DO）

実績（DO）

単年
新型コロナウイルス感染症の拡大により、利用者が伸びませ
んでした。

継続して取組を実施します。

取組・指標（PLAN）

50

子どもの家箇所数

取組・指標（PLAN）
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総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク B － － －
進捗状況 →

単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
実績値 8,449
達成率 99.4% - - -
ランク B - - -

進捗状況 →

■評価結果と妥当性の検証

評価

課題

対応

■検証結果を踏まえた改善方針

検証結果
を踏まえ
た改善方

針

④児童虐待やDVの
防止と適切な支援

検証（CHECK）
自己評価 内部検証 外部検証

8,500
継続して取組を実施します。

単年
令和4年度に子ども家庭総合支援拠点の整備を行い体制を整
えていきます。新規相談件数も増加しており、ニーズが高い状
況にあります。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

子ども家庭総合支援拠点　対
応件数

件/年 100

対応方針（ACTION）

比較的効果があった

【健康増進課】
・母子包括支援センターが認知されることで、相談件数の増加が予想され、
それに対応する人員不足(専門職不足)が課題となります。
【生活支援課】
・学習支援教室の支援スタッフの経常的な確保が必要です。
・居場所運営に対する市の補助金活用に当たって、申請条件に合致する団
体が少ない状況にあります。
【子育て支援課】
・計画どおりに進んでいますが、実情と乖離がないかニーズ調査が必要で
す。
【保育幼稚園課】
・新型コロナウイルスの動向により、目標としている需要の推測が困難な状
況にあります。
・新型コロナウイルスの影響により、一時預かり保育事業（一般型）の実施施
設がありませんでした。
【地域力推進課】
・コロナ禍でも事業が実施展開できるよう工夫や対策を検討する必要があり
ます。

・子どもとその家庭及び妊産婦等を対象に、実情の把握、情報の提供、相談等への対応  、関係機
関との連絡調整その他の必要な支援を行うため、子ども家庭総合支援拠点を整備し運営します。

【子育て支援課】
・児童福祉法の改正に伴い、令和4年度は体制整備を行います。新規の相談件数も伸びているため、ニーズは高い状況にあり
ます。

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

実績（DO）

【健康増進課】
関係機関と連携し、相談に対する対応を実施していきたいと思います。
【生活支援課】
・支援スタッフを雇用するための予算確保に向けて検討します。
・市の補助金に関して、市の広報等や支援員を通じた情報発信により引き続
き、掘り起こしを行っていきます。
【子育て支援課】
・放課後児童健全育成事業については、第２期名護市子ども・子育て支援事
業計画の中間見直しによるニーズ調査を行いクラブの適正数を把握し必要
に応じて増クラブ等についてすすめていきます。
・また、補助金の適正運用について、毎月の会計報告とともに中間監査等を
実施し、保護者の負担軽減につなげていきます。
【保育幼稚園課】
・一時預かり保育事業（一般型）を公立の緑風こども園で実施することについ
て、検討を行います。
・その他事業の進捗については概ね順調であるため、継続実施に努めてい
きます。
【地域力推進課】
・コロナ禍での事業実施方法を模索します。

・基本目標の数値目標である合計特殊出生率・出生数の向上に、保育サービス・
環境の充実に関する取組がつながっているのかを計るためには、KPIに待機児童
に関する指標があった方が、より適切に評価できるのではないでしょうか。

・現在のKPIにおいて具体的取組（事業）を追加するのか、目標値自体を追加し、
評価に関する記載の中で進捗管理を行っていくのか、個別の案件に応じて検討
する必要があります。

・➀子どもの居場所づくりにて、零細規模の事業者の経営統合等による組織規模
の拡大・強化により経営体制を強化することによって、補助金の適正運用を図り、
保護者負担の軽減につなげられるのではないでしょうか。

・関係機関との連携について　個別事例の連携に加え、関係部署との定期的な会
議（課題の共有・対応策の検討）が必要ではないでしょうか。

・子どもと関わる保育士や支援者が、子どもとその家族との関わりの中で困難感を抱えて
いることもあるので、それらへの対応も必要ではないでしょうか。

・補助金の不正受給に関する事案があったため、令和４年度以降の監査体制等を強化し
て取り組んで欲しいと思います。

【保育・幼稚園課】
・保育士が子どもや保護者との関係で悩み事を抱えた場合は、保育園の主任保育士（主幹保育教諭）や園長に相談し、問題を解決していくことになります。
　それでも悩みが解決しない場合、例えば保育園の方針や上司と考えが合わないなどが考えられますが、沖縄県の委託先であるNPO法人の沖縄県保育士・保育所総合支援センターにおいて実施しています、保育士や保育園向けの相談支援事業を利用することもできます。
　市の独自の取組としては、保育士向け研修の案内・実施や、特別支援に係る専門員を配置し、当該専門員による保育園の巡回指導により、保育士の支援を行っています。

・待機児童数についは、KPIを新たに追加するのではなく、振り返りの欄等で下記の例のように毎年進捗を記載します。

　【４月１日時点の待機児童数】
　　現状値（R２年）：８２人、目標値（R６年）：０人
　　実績値（R３年）：６５人、達成率：２０．７％
　※達成率算出式　（実績値-現況値）÷（目標値-現況値）

【子育て支援課】
・当該補助金の適正運用については、令和３年度より毎月の会計報告を提出してもらっているところです。令和４年度以降は、毎月の報告書を滞りなく提出するとともにその中身をしっかりと精査したうえで概算払いの２回目（12月）の支給をすることとしています。

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

7,000
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第２期名護市総合戦略 評価検証シート

基本目標４．安心して子育てができる環境をつくる【子育て・教育】

基本方針（２）家庭教育と幼児教育の充実
■具体的取組ごとの評価検証

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク E － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 2
達成率 8.3% - - -
ランク E - - -

進捗状況 →
実績値 0
達成率 0.0% - - -
ランク E - - -

進捗状況 ↘

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク B － － －

進捗状況 →

単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 78.0

達成率 78.0% - - -

ランク C - - -

進捗状況 →
実績値 1
達成率 100.0% - - -
ランク A - - -

進捗状況 ↘

【子育て支援課】
・コロナ感染拡大の影響で、R２年度は11日の閉所でありましたが、R3年度は56日の開所と大幅に増加しました。
・ことばの教室の閉所期間中は指導延数、教育相談数が減少しましたが、電話相談で対応しました。　今後感染防止を徹底しつ
つ安定的な開所を目指します。
【保育・幼稚園課】
・市内の全保育施設の保育者等対象の研修会を４回実施しました。公立幼の参加は必須であるので、その他の市内保育施設
（37園）からの参加率が７８％でした。コロナ感染拡大の影響の中ではありましたが、ほとんどの研修会が実施できました。ま
た、感染拡大防止の為、オンライン研修を実施しました。回を重ねる毎にオンラインの研修会への参加もスムーズになりました
が、初期は接続の不具合が出たり、出席確認、講師との打ち合わせ等に課題が見られました。次年度オンライン研修を行う場
合の課題解決を行いたいと思います。

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容

①家庭や地域の教
育力の向上

②幼児教育の充実

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容

取組（ふりかえり）

R3年度 取組（ふりかえり）

人/年 253 600 10
教育の日関連イベントの参加
者数

単年
新型コロナの影響により、教育の日関連イベントがすべて中止
となりました。

感染症対策に留意した形でのイベントの開催を模索します。

R3年度
【教育委員会総務課】
・市民のひろば、ホームページ及び名護市民会館・名護市営市場の大型電光掲示板を活用し周知しました。
・各種関連事業については、新型コロナウイルス感染症の影響により中止となりました。
・教育の日の実施に当たって、社会教育団体等（33団体）へ協賛依頼し、連携を図りました。
・教育功労者表彰及び児童生徒等表彰については、被表彰者同意を得たうえで、氏名を市民のひろばへ掲載しました。
【学校教育課】
・家庭教育の講座等を企画・開催し人材の発掘と育成をし地域家庭教育支援チームの設置に向け取り組んできましたが、新型
コロナウイルス感染症の影響で講座等の企画が少ないなか、１チームの設置につなげました。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

13 90

・毎年1月の教育月間において、教育関連講演会・イベントを開催し、市民の教育に対する意識と関
心を高めます。
・１月第３日曜日の「名護市教育の日」の周知を行います。
・地域において主体的に家庭教育支援に取り組めるよう地域家庭教育支援チームの設置を図りま
す。

※地域家庭教育支援チームとは、各地域において地域人材が主体となり、家庭教育に関する学び
や交流の機会の提供を行います。

地域家庭教育支援チーム設置
数（累計）

累計
コロナ禍で思うような活動ができないなかではありましたが、新
規で地域家庭教育支援チームの立ち上げができました。

コロナ禍でできる活動を模索し引き続き推進します。
チーム 1

幼児ことばの教室　実施箇所
数

箇所 1 1 50 総計
コロナの影響でR3/8/24からR3/9/30までの26日間と、R4/1/7
からR4/2/21までの30日間休所しました。

感染防止を徹底しつつ安定的な開所を目指します。

就学前施設の研修への参加率

％ 84.0 100.0 50 単年

実績（DO）

実績（DO）

・市内の全保育者対象の研修会、専門指導員や外部講師等による保育参観及び保育研究会を行
い、教育・保育の質の向上を図ります。
・市内の全保育者対象の特別支援教育研修会を行い、特別な配慮を要する園児の指導内容や指導
方法について理解を深めるなど、保育者の特別支援教育に関する資質向上を図ります。
・市内幼稚園は、臨床心理士や作業療法士等の外部講師による訪問指導や保護者面談を、また、
保育施設においては専門指導員による訪問観察や保護者面談を行い、専門機関と連携を図りなが
ら特別な配慮を要する園児の個々の状態や発達の段階に応じた支援を充実させていきます。
・ことばの発達が気になる未就学児に対し、個人指導や集団行動、相談指導を行い、発音の改善や
成長を援助します。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応
コロナの影響で参集型の研修会は実施できずオンライで行い
ました。各施設によりオンラインの接続状況や感染症教が異な
るため施設数への影響がありましたが、一つのパソコンで複数
人が参加する園もあることからコロナ禍での研修としては効果
があったと思われます。

・早めの周知と感染症対策の徹底を行います。
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■評価結果と妥当性の検証

評価

課題

対応

■検証結果を踏まえた改善方針

検証結果
を踏まえ
た改善方

針

検証（CHECK）
自己評価 内部検証 外部検証

対応方針（ACTION）

比較的効果があった

【教育委員会総務課】
教育の日の周知については、例年通り行うことができましたが、より効果的
な周知方法について、引き続き検討が必要です。
【学校教育課】
コロナ禍において、講座等の企画が少ない状況にありました。
【子育て支援課】
・新型コロナ感染症にかかる緊急事態宣言が発令されたため、感染症拡大
防止の観点から56日間閉所としました。
・外部環境により閉所になる場合があります。
【保育・幼稚園課】
・研修方法として1度だけオンラインと対面のハイブリッド研修を実施しました
が、担当職員だけでは対応ができませんでした。（教育委員会に協力しても
らいました）

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

【教育委員会総務課】
今後も、各家庭や地域において「教育の日」の周知徹底に努めるとともに、イ
ベントの開催方法については、より多くの方に参加いただけるよう会場、来場
者参加型のイベントを検討していきます。
【学校教育課】
コロナ禍でできる取組を模索し活動を前へ進めます。
【子育て支援課】
・緊急事態宣言等で閉所となった場合は、引き続き電話相談を強化します。
【保育・幼稚園課】
・市内の保育者向け研修について、今後回数を増やして実施していきます。
開催方法については、コロナウイルス感染症の影響を確認しながらではあり
ますが、広い会場でできる限り対面での開催をしていきます。（コロナの影響
が大きい時期にはオンラインで開催）
・研修後のアンケートでも「役に立った」という意見が多く今後も継続していき
たいと思います。

・「教育の日」の周知については、これまでの方法以外も検討する必要があるので
はないでしょうか。

・関連事業がコロナ禍で中止となりますが、リモート等での実施を検討する必要が
あるのではないでしょうか。

・「市内の保育者向け研修」について、コロナの影響によるハイブリッド化の対応を
した結果、参加者へのアンケートで「役に立った」という意見が多かったことから、
狙った取組の効果がある程度確保されたことを確認している点が評価できると思
います。

・「市内の保育者向け研修」の評価指標が「研修への参加率」となっています。参
加するだけの評価ではなく質的な部分での評価方法を検討できないでしょうか。

・幼児教育の充実に関して、保育者等対象の研修会の内容について、現場の保育士か
らの研修内容の要望も取り入れてはいかがでしょうか。

【保育・幼稚園課】
・研修後の参加者アンケート結果や保育園等との情報交換における研修内容に関する要望などを参考に、次年度の研修内容について検討していきます。
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第２期名護市総合戦略 評価検証シート

基本目標４．安心して子育てができる環境をつくる【子育て・教育】

基本方針（３）青少年の健全育成
■具体的取組ごとの評価検証

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク D － － －

進捗状況 →

単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
実績値 527
達成率 36.1% - - -
ランク D - - -

進捗状況 →

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク C － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 12
達成率 60.0% - - -
ランク C - - -

進捗状況 →

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク E － － －

進捗状況 ↘
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 0.0
達成率 0.0% - - -
ランク E - - -

進捗状況 ↘

子どもの家箇所数（再掲）
箇所 14 20 100 単年

コロナ禍により、開所不可箇所が発生しました。 感染対策を講じ可能な限り開所してもらえるよう促進します。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

ふるさと・未来・絆リーダー研修
の参加者の実施前と実施後ア
ンケートによる意識変容度

R3年度
【屋部支所】
・家庭・地域・屋部地区３校及び関係団体が相互に連携、情報共有し青少年の健全育成を図りました。
【久志支所】
・青少協久志支部では、コロナウィルス感染拡大の影響により、スポーツ交流会や青少年育成者実践発表会は中止になりまし
たが、コロナウイルス感染防止対策を取りながら、図画・書道展や市制５０周年事業、文集「まごころ」の発行を行うことができま
した。
【地域力推進課】
・市民一斉行動は令和２年度から参集形式の大会を取りやめ、市公式YouTubeチャンネルでの動画配信や市内ラジオ局等メ
ディアを活用して発信型の意識啓発活動を展開しています。令和３年度もコロナ禍でしたが、執行できました。
・立ち入り調査である社会環境実態調査は実施しました。
・青少協事業としては、少年の主張大会はビデオ審査実施と工夫して執り行いました。リーダー研修は緊急事態宣言等の発布
により、実施不可でした。善行青少年等表彰事業は実施しました。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

青少年健全育成市民一斉行動
意識啓発動画視聴回数（延べ）
    

単年
市民一斉行動の浸透をどのように高めるかや配信動画企画内
容検討の必要があります。

PR方法と企画内容を検討します。
回/年 259 1,459 100

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

具体的取組 具体的取組の内容

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

％ - 100.0 100 単年

実績（DO）

①青少年の健全育
成に向けた取組 の

充実

②地域の子どもは
地域で育てる

③体験学習等の推
進による人材育成事

業の充実

実績（DO）

実績（DO）

取組（ふりかえり）

・地域の方々の参加・協力を得ながら、小学校の余裕教室や地域の公民館等を活用した「子どもの
家」事業を推進します。
・「子どもの家」事業を担う地域人材の発掘や資質向上のための研修会等の機会提供を実施しま
す。

・次代を担う青少年が市周辺の自然・歴史・文化に触れるとともに、異年齢や同世代の仲間と一緒に
活動する「リーダー研修」を通じて、協調性、コミュニケーション力、あらゆることへの興味・関心、意欲
を高め、自ら行動できる人材育成を行います。
・地域、各団体及び学校と連携し、青少年の人材育成を支援します。

重要業績評価指標（KPI）

事業実施不可のため実績なしとなります。 次年度以降事業実施に向けて企画を検討します。

【地域力推進課】
・コロナ禍で活動が困難な箇所もありましたが、子どもの居場所を確保する事業は保護者等からも切望されていることもあり、サ
ポーターの皆さんに協力を求め、可能な限り開所し事業実施を図りました。

【屋部支所】
・コロナ禍においてスポーツ大会等の事業が開催できませんでした。
【久志支所】
・二見以北地域森林体験事業（名護市子ども夢基金）を活用し緑風学園の総合学習支援を中心に地域の自然、歴史文化等の
体験学習を実施しました。

・市民がよりよい生活リズムの確立を図る中で、「青少年の深夜はいかい防止・未成年者飲酒防止」
の決意表明をし、夜型社会の是正を大人自らが実践しつつ、「少年を守る日」「家庭の日」を中心に
関係機関・団体と連携した市民一斉行動の推進を図るべく意識啓発活動を展開します。
・学校や地域、関連部局との連携のもと、有害図書販売店や遊技場への立ち入り調査や「夏祭り・さ
くら祭り夜間街頭指導」、毎月第３金曜日「少年を守る日」のパトロール等を行い、青少年犯罪防止活
動の推進を図ることで、青少年の健全育成に取り組みます。
・名護市青少年育成協議会と各支部青少協との連携及び地域における関連機関等との連携による
事業実施を支援します。

備考 対応

取組・指標（PLAN）
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■評価結果と妥当性の検証

評価

課題

対応

■検証結果を踏まえた改善方針

検証結果
を踏まえ
た改善方

針

【地域力推進課】
・達成度は令和６年度までの累積値となっているため、現況実績は低い積算となっております。
　コロナ禍において事業を執行する新規手法・体制が確立できたことをポイントに評価しております。

【久志支所】
・久志支所での取り組みは、コロナの影響で回数が半分になったこと、事業が緑風学園のみで行わており、今後は久辺小・中学校でも取組を広げていくという伸びしろの部分で自己評価は低くなりましたが、令和３年度の事業自体は、地域の自然体験をとおして効果的な事業を実施することができ、
比較的効果があったとしています。

【久志支所】
・二見以北地域森林体験事業これまでは緑風学園を中心とした事業となって
おり、今後は久辺小・中学校での実施も検討する必要があります。
【地域力推進課】
・市民一斉行動意識啓発については、コロナ禍でも実施できる体制は確立で
きましたが、浸透させるためのPRに関しては方法を検討していく必要があり
ます。
・コロナ禍でも事業が実施展開できるよう工夫や対策を検討する必要があり
ます。

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

【久志支所】
・二見以北地域森林体験事業を久辺小・中学校でも実施していきます。
【地域力推進課】
・市民一斉行動意識啓発のPR方法を模索します。
・コロナ禍での事業実施方法を模索します。

・達成率について計算上マイナスが出るのは仕方がないですが、「マイナスの結
果について問題ないと評価して良いのか」ということと、「なぜマイナスが出て今後
どう対応していくのか」について、評価の部分で明確にしておく必要があります。

・今後、事業の選択・集中がより求められていくなかで、自らの業務の振り返りが
重要ではないでしょうか。

・最終目標の設定はされていますが、計画書上は毎年度の目標設定がないこと
で、指標によっては効果の現れ方に違いがあり、進捗状況や達成見込みが見え
づらい場合もあります。必要に応じて自己評価の中で記載することなども考えられ
ます。

・自己評価において、達成度の低い事業などがあり、課題も多いので、評価が適切では
ないと考えられます。

対応方針（ACTION）

比較的効果があった

検証（CHECK）
自己評価 内部検証 外部検証
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第２期名護市総合戦略 評価検証シート

基本目標４．安心して子育てができる環境をつくる【子育て・教育】

基本方針（４）学校教育の充実 
■具体的取組ごとの評価検証

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク D － － －

進捗状況 →

単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
実績値 3.0
達成率 16.7% - - -
ランク E - - -

進捗状況 →
実績値 5.0
達成率 -22.0% - - -
ランク E - - -

進捗状況 →
実績値 77.0
達成率 94.6% - - -
ランク B - - -

進捗状況 →
実績値 76.0
達成率 95.0% - - -
ランク B - - -

進捗状況 →
実績値 80.0
達成率 96.4% - - -
ランク B - - -

進捗状況 →
実績値 0.0

達成率 0.0% - - -

ランク E - - -
進捗状況 →
実績値 91.0
達成率 62.5% - - -
ランク C - - -

進捗状況 →

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク C － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 76.0
達成率 63.6% - - -
ランク C - - -

進捗状況 →
実績値 52.0
達成率 86.7% - - -
ランク B - - -

進捗状況 →

実績（DO）

実績（DO）

％ 34.0 100.0

・児童生徒に、確かな学力と豊かな心、健やかな体を育むため、各種支援員と連携を図りながら、学
びの一貫性を意識した授業改善を軸に取組の充実を図り、地域の将来の担い手となる人材の育成
に努めます。
・すべての児童生徒が安全・安心に学校生活を送れるように、特別に配慮を要する児童生徒の個々
の状態や発達の段階に応じた支援を充実させていきます。
・「名護市教育情報化推進計画」に基づき、  児童生徒に多様な学習機会を設け、学ぶ意欲を高める
ため、児童生徒の学習用端末を活用した学習活動を展開するGIGAスクール構想の充実を図りま
す。
・教職員の校務等に係る負担軽減を図り、児童生徒に向き合う時間を確保するため、統合型校務支
援システムの導入を図ります。
・各課等の連携を図りながら、キャリア教育をとおして名護市の将来の担い手となる人材の育成を図
ります。

【学校教育課】
・市立全小中学校に学校運営協議会の設置に向け取り組み、地域とともにある学校づくりを進めました。
・職業人講話等をはじめ様々な地域人材等と学校の関わる機会の創出を図りました。

・市立全小中学校においてコミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）を推進し、「学校・家庭・地
域連携事業」の充実を図り、地域とともにある学校づくりを進めます。
・コミュニティ・スクールを通して、地域資源や地域人材等との関わりを創出し児童生徒に地域・社会
の担い手としての意識を醸成します。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応
予定どおり進捗しています。 引き続き取組を進めていきます。

市立小中学校コミュニティ・ス
クール導入率

予定どおり進捗しています。 引き続き取組を進めていきます。

地域や社会をよくするために何
をすべきか考えることがあると
答えた児童生徒の割合 

％ 50.3 60.0 50 単年
予定どおり進捗しています。 引き続き取組を進めていきます。

86.0 94.0

50 総計

支援員の配置や校務支援シス
テムの導入により業務が軽減さ
れ児童生徒と向き合う時間が
増えた教員の割合

％ - 80.0 14 単年
支援員の配置及び校務支援システムの試行は導入済みです。
教職員向けアンケートは未実施です（校務支援システムの導入
期間が短く、効果測定が困難なため、令和３年度は未実施、令
和４年度は実施予定）

引き続き取組を進めていきます。

授業で、課題の解決に向けて、
自分で考え、自分から取り組ん
でいたと答えた児童生徒の割
合（学習意欲）

％ 80.2 83.0 14 単年
予定どおり進捗しています。 引き続き取組を進めていきます。

沖縄県学力到達度調査（中２）
における平均正答率（県と市と
の差）　国語

単年
予定どおり進捗しています。 引き続き取組を進めていきます。

予定より差が開いたものの、大きな差ではない状況です。 引き続き取組を進めていきます。

予定どおり進捗しています。 引き続き取組を進めていきます。

ポイント 3.6 0.0 15

備考 対応

沖縄県学力到達度調査（中２）
における平均正答率（県と市と
の差）　数学

単年

自分にはよいところがあると答
えた児童生徒の割合（自己肯
定感）

単年

14 総計

将来の夢や目標をもっていると
答えた児童生徒の割合

％ 74.9 80.0 14 単年
予定どおり進捗しています。 引き続き取組を進めていきます。

「名護市教育情報化推進計画」
に基づく整備の進捗率  

％

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

取組（ふりかえり）

％ 77.0 81.4 14

ポイント 4.1 0.0 15

R3年度
【学校教育課】
・各種支援員と連携を図りながら、学びの一貫性を意識した授業改善を軸に取組の充実を図り、地域の将来の担い手となる人
材の育成に努めました。
・特別に配慮を要する児童生徒の個々の状態や発達の段階に応じた支援を行いました。
・「名護市教育情報化推進計画」に基づき、  GIGAスクール構想の充実を図りました。
・統合型校務支援システムの試験導入を図りました。
・各課等の連携を図りながら、キャリア教育をとおして人材の育成を図りました。

重要業績評価指標（KPI）

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容

②地域とともにある
学校づくり

①学校教育内容の
充実
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総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク E － － －

進捗状況 ↗
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 0.0
達成率 0.0% - - -
ランク E - - -

進捗状況 ↗
実績値 0.0
達成率 0.0% - - -
ランク E - - -

進捗状況 ↗
実績値 0.0
達成率 0.0% - - -
ランク E - - -

進捗状況 ↗
実績値 4
達成率 80.0% - - -
ランク B - - -

進捗状況 →
実績値 0
達成率 0.0% - - -
ランク E - - -

進捗状況 ↗
■評価結果と妥当性の検証

評価

課題

対応

■検証結果を踏まえた改善方針

検証結果
を踏まえ
た改善方

針

【学校教育課】
・授業改善及び教職員の負担軽減等を進め、児童生徒の確かな学力、自己
肯定感、学習意欲の向上に努めます。
・教職員へコミュニティ・スクールについての理解促進を図り、地域とともにあ
る学校づくりを進めます。
【教育委員会総務課】
・教育に係る保護者、児童生徒の経済的負担を軽減するため、引き続き支
援を行っていきます。
・給食施設の再整備及び学校給食の無償化については、継続して実施して
いきます。
【教育施設課】
・事業費に係る予算配分が課題となるため、計画通りに事業実施できるよう
事業ヒアリング等を通して強く要望していきます。

・授業改善、教職員の負担軽減、コミュニティスクール等に向けては、GIGAスクー
ル構想に沿った授業や統合型校務支援システムの導入などの取組を進めてきて
いますが、学校現場で格差があるのが現状です。

・GIGAスクール構想、統合型校務支援システム、コミュニティスクールについて
は、教職員への理解を促進に向けた取り組みをしていくことが必要ではないでしょ
うか。

・給付型奨学金事業、県外派遣費補助事業については、「子ども夢基金」をあてて
います。基金確保に向けて「企業版ふるさと納税」や市民からの寄付等を積極的
に募ることも必要ではないでしょうか。

・自己評価において、達成度の低い事業などがあり、課題も多いので、評価が適切では
ないと考えられます。

【学校教育課】
・評価としては低いですが、現状値（令和２年度）と比較して達成度は概ね上昇しており、効果があったものと判断しております。

【教育委員会総務課】
・給付型奨学金事業について、給付決定５名/年の目標に対して、４名に給付しており概ね目標は達成しております。財源については今後１０年ほどは基金として確保できており、長期的な財源確保を課題として掲げているところです。給食施設の再整備については、令和6年度までの現在の進捗は
E評価となりますが、取組自体は順調に進んでいるところであります。

【教育施設課】
・令和6年度までの現在の進捗でいうとE評価となりますが、取組自体は順調に進んでいるところであります。

実績（DO）

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

学校給食施設の再整備状況 
箇所 - 1 25 総計 施設整備に向けて造成設計及び実施設計が完了しました。 財源確保に取り組みます。

給付型奨学金給付人数
人/年 4 5 10 単年 給付枠は5人で決定していましたが、他の給付型奨学金を活用

のため、1人が辞退となりました。
枠が無駄にならないよう、制度の見直しを図ります。

R4から事業実施予定です（R4真喜屋小、R5名護中、羽地中）。 引き続き取組を推進します。総計

「名護市屋外教育環境整備計画」
に基づく施設整備の進捗率(R2～
R6まで４施設のグラウンド整備の
実施)  

％ 0.0 100.0 20 総計 R4久辺小、稲田小を実施予定、R6屋部小を実施予定です。 引き続き取組を推進します。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応
「名護市学校施設長寿命化計画」
に基づく施設整備の進捗率(R2～
R6まで２棟の長寿命化改良の実
施)

％ 0.0 100.0 25 総計 長寿命化改良はR6から実施予定です（R6真喜屋小）。
空調大規模改修はR6から実施予定です（複数校）。

引き続き取組を推進します。

【教育委員会総務課】
・給付型奨学金については、令和3年度は新たに4人に給付を開始しました。令和２年度、令和３年度奨学生に対する給付は計
画通り行いました。周知方法については市民のひろば、市ホームページ、市民便利帳のほか、シンガク図鑑などの情報誌等に
も掲載し、幅広く周知を行いました。
・学校給食の無償化を実施しました。
・学校給食施設整備に向けて１施設の造成設計及び実施設計が完了しました。
【教育施設課】
・稲田小学校及び久辺小学校の屋外教育環境測量設計を実施、期間内に業務を完了することができました。

・「名護市学校施設長寿命化計画」、「名護市小中学校屋外教育環境整備計画」及び「名護市学校施
設ブロック塀等安全対策整備計画」に基づき、経年劣化した建物や設備の改良、排水機能や表面状
態が劣化したグラウンドの改善及び危険ブロック塀等の安全対策といった各整備を実施することによ
り、教育環境の充実に取り組みます。
・給付型奨学金事業や県外派遣費補助等の実施により、教育に係る経済的負担の軽減を図ります。
・学校給食の無償化により、児童生徒の望ましい食習慣等を養うとともに、保護者の経済的負担を軽
減します。
・老朽化した５つの学校給食施設を各4,000食の調理能力を持たせた２つに集約し再整備します。新
しい施設では、通常の学校給食の提供に加え、アレルギー対応、ICT等を活用した効果的な食育講
座、及び災害時の非常食等の備蓄を行います。

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

「名護市学校施設ブロック塀等安全
対策整備計画」に基づく施設整備の
進捗率(R2～R6まで延長Ｌ＝887.6
ｍのブロック塀等安全対策の実施)

％ 0.0 100.0 20

検証（CHECK）
自己評価 内部検証 外部検証

対応方針（ACTION）

十分な効果があった

【学校教育課】
・授業改善に向けた取組及び教職員が児童生徒と向き合う時間を確保する
ため、更なる負担軽減策の実施が必要です。
・コロナ禍で保護者、地域住民等との話し合いの場が少ない状況でした。
【教育委員会総務課】
・給付型奨学金事業、県外派遣費補助等の事業は安定的、継続的な事業実
施ができるよう、財源の確保に努める必要があります。
【教育施設課】
・沖縄振興公共投資交付金に係る事業（屋外教育環境整備工事）について
は、県全体の事業費の予算配分額が要望額を満たしていないため、当市に
おいてもその影響から計画どおりの事業進捗ができるか課題となります。

③教育環境の充実
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第２期名護市総合戦略 評価検証シート

基本目標５．楽しみのあるまちづくりによって人々の繋がる場をつくる【文化・交流、関係人口、人権・多様性】

基本方針（１）社会教育の充実
■具体的取組ごとの評価検証

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク B － － －

進捗状況 →

単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 136

達成率 100.0% - - -

ランク A - - -

進捗状況 →
実績値 3

達成率 75.0% - - -

ランク C - - -

進捗状況 ↘
実績値 9

達成率 100.0% - - -

ランク A - - -

進捗状況 →

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク B － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 635

達成率 74.7% - - -

ランク C - - -

進捗状況 ↘
実績値 50

達成率 100.0% - - -

ランク A - - -

進捗状況 →

・女性会・青年会・子ども会等の社会教育団体については、時代に対応した組織のあり方や活動の
内容について、各団体とともに考え、活動の活性化を支援します。
・支所は、地域の拠点施設としての役割も担っており、各社会教育団体のニーズを把握し、活動を支
援するとともに、他団体との連携体制を構築し、地域活動の拡充に取り組みます。

【地域力推進課】
・まん延防止による会館時間の制限や休館により、特にサークルの利用が低調であり、サークル自体の解散も多く見られまし
た。
・公民館講座については２件の中止があり、参加者数が大幅に増えませんでした。

・公民館の各室を様々なサークル活動の場として提供することで、活動の継続性を支援します。ま
た、講座等がより魅力的になるよう 社会教育指導員とともに企画することで、多くの方に参加してもら
えるようにし、生涯学習の機会と活動の場の充実を図ります。
・利用者が安全・安心  で快適に活動できるよう、施設の修繕や備品の整備等を図ります。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応
コロナ禍の中、開催中止や外出控えにより思うように参加者が
集まりませんでした。

引き続き興味ある講座を開催します。

市女性会会員数  

総計
コロナ禍で計画した事業実施が困難な状況でした。工夫してで
きる活動は推進しました。

団体からの相談に応じます。活動内容の指南を行います。

コロナ禍で計画した事業実施が困難な状況でした。工夫してで
きる活動は推進しました。

団体からの相談に応じます。活動内容の指南を行います。

人 136 136

名護中央公民館講座　参加者
数

コロナ禍で計画した事業実施が困難な状況でした。 社会教育委員会議で振興策の協議を行います。

中央公民館サークル団体数 

団体 48 50 34

団体 9 9 35

30

総計

総計

R3年度
【羽地支所】
・各支所において、新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を図り、人数制限、オンラインなど工夫を凝らして青少年育成協
議会支部活動の支援を行いました。
【屋部支所】
・コロナ対策の上、青少年育成協議会屋部支部の各種会議の開催支援を行いました。
【久志支所】
・新型コロナウィルスの影響により各種団体の事業を実施することができませんでした。
【地域力推進課】
・各社会教育団体においては、コロナ禍で緊急事態宣言やまん延防止等重点措置の発布により、活動の制限が続いたり、企画
自体が困難な状況でした。そのような中でも動き続けるために、内容を模索し、工夫して対策を取りながら活動ができるよう指
南・支援を行いました。
・団体への指導者研修については、上記のとおりコロナ禍での動きの制限があったため、実施できませんでした。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

団体 4 4 35

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

人/年 821 850 66 単年

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容

①地域活動の支援

②公民館活動の充
実

取組（ふりかえり）

総計
利用時間の制限により、サークル活動の停滞が見受けられま
した。

引き続き取組を推進します。

市子ども会育成連絡協議会加
盟団体数

市青年ネットワーク連合会加盟
団体数

実績（DO）

実績（DO）
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■評価結果と妥当性の検証

評価

課題

対応

■検証結果を踏まえた改善方針

検証結果
を踏まえ
た改善方

針

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

対応方針（ACTION）

比較的効果があった

【久志支所】
・地域支援団体活動については、新型コロナウイルス感染防止対策を行い
実施することを最優先するとともに、国、県のガイドラインを確認し実施内
容、日程変更など適宜行う必要があります。
【地域力推進課】
・コロナ禍で団体活動について落ち込んだ部分をどのように改善に導けるか
検討が必要です。
・講座参加者数が目標未達であるため、講座のPR及び内容検討が必要で
す。

【久志支所】
・地域支援団体活動については、新型コロナウイルス感染防止対策を行い
実施することを最優先するとともに、国、県のガイドラインを確認し実施内
容、日程変更など適宜行いながら実施するよう、状況の確認、情報提供も含
め支援を行います。
【地域力推進課】
・社会教育委員会議の中で社会教育団体の振興策について協議します。
・市民が興味を持つ新たな講座を開発したいと思います。
・サークル活動のPR及び支援を強化します。

・PDCAサイクルの推進を進めるなかで、自己評価（課題、今後の方針）の記載が
不十分な項目があると思われます。

・今後、事業の選択・集中がより求められていくなかで、自らの業務の振り返りが
重要となります。

・②公民館活動の充実について、公民館講座参加者が少ない場合は一旦中止等
の上、参加者意欲のある講座への転換が必要ではないでしょうか。

・保所所・幼稚園・小学校低学年までの子供達と地域老人クラブが交流できる体験教室・
読み聞かせ・ミニ運動会等を開催し、世代間交流する場を設けてはどうでしょうか。

【子育て支援課】
・現在、整備を計画している「多世代交流施設」において、多世代交流に活用してもらうように、各種事業等を行っている関係各課に働きかけていきたいと考えております。

検証（CHECK）
自己評価 内部検証 外部検証

48



第２期名護市総合戦略 評価検証シート

基本目標５．楽しみのあるまちづくりによって人々の繋がる場をつくる【文化・交流、関係人口、人権・多様性】

基本方針（２）地域コミュニティの活性化
■具体的取組ごとの評価検証

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク B － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 11
達成率 90.9% - - -
ランク B - - -

進捗状況 →

■評価結果と妥当性の検証

評価

課題

対応

■検証結果を踏まえた改善方針

検証結果
を踏まえ
た改善方

針

R3年度
【久志支所】
・定例の区長会を中心に、地域からの要望等に対応することができました。
【地域力推進課】
・自治公民館等大規模修繕事業は、饒平名農村集落総合管理施設のひび割れ、雨漏りの修繕を実施しました。
・コミュニティ基盤強化補助事業では、過疎化、少子高齢化等による運営が困難な行政区に対し、活力ある地域づくりの推進の
ため、11区に補助金を交付し運営の支援を行いました。
・ちばる地域提案事業は、稲嶺区の公民館に隣接する天洋森の整備のため補助金を交付しました。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

コミュニティ基盤強化補助事業
補助団体数 

単年
財政基盤が脆弱な行政区が増えています。 経過を確認しながら、財政基盤の脆弱な行政区を支援します。

団体 10 10 100

・コミュニティ活動の拠点となっている自治公民館の修繕に要する経費に対する補助や、財政基盤が
脆弱な自治区に対して補助を行い、充実したコミュニティ活動の支援に取り組み ます。
・実施中の地域事業の目的の整理や検証を行い、事業と地域活動の自立化を支援し、時代のニー
ズに適した体制づくりを目指します。

【久志支所】
・コミュニティ助成事業を活用し、公民館で使用する備品などの購入を支援し
ます。
【地域力推進課】
・基盤強化補助事業は審査する際に算定方法についても検討が必要です。
・自治公民館等大規模修繕事業は継続して取り組みます。
・ちばる地域提案事業は、財源の確保が困難なため今後の実施について検
討をしていく必要があります。

・ちばる提案事業について、今後の事業展開については事業の効果検証に基づ
き判断すべきではないでしょうか。

・久志支所の今後の方針について、整備した備品を活用して具体的にどの様に活
性化に結びつけるのかを記載すべきではないでしょうか。

・ちばる提案事業について、今後の事業展開については予算の有無にて判断す
るのではなく、実施要項等を含めた事業の見直しや、事業の効果検証に基づき判
断すべきではないでしょうか。

・「（２）地域コミュニティ活動の充実」という具体的取組を達成するうえで、今後、当
該事業を継続実施するのか、もしくは既存事業を拡充していくのか十分な検討が
必要です。

・コミュニティ活動の充実について、公民館等の大型修繕や地域提案事業の補助
など、活動する環境の整備支援は重要と考えます。同時に、それによって、実際
にどれくらい活動が充実されたのか、といった部分も見えてくると、環境の整備支
援がどれだけ役に立っているかが分かるのではないでしょうか。（地域提案業を維
持していく必要性を語る材料にもなるのでは。）

・KPIの達成率の計算結果が正しくないのでは。達成率は、11/10=110%となり、評価がAと
なるのではないでしょうか。

【地域力推進課】
・指標の数値は、補助を受ける団体数が維持もしくは減少することが望ましいため、算出方法(式)を「目標値÷実績値」とさせていただいております。

・具体的には、補助金を交付する団体数が増えるということは、過疎化、少子高齢化等により財政基盤が脆弱な行政区増えていることを示しており、「減少するほうが望ましい」と考えますので、コミュニティ基盤強化補助事業補助団体数の達成率については、90.9％としております。

・ちばる地域提案事業は10年経過し、55の自治会のうち事業実施した自治会及び支部は18区、３支部と21団体、同じ自治会は複数回利用している状況もあり、半数以上の自治会が利用しておらず、55区の自治会に広く利用されておりません。これまで実施された事業が継続されているのか中止の
状況なのかについて確認・検証を行い、事業内容の変更等について検討していきます。

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

具体的取組 具体的取組の内容

①コミュニティ活動
の充実

実績（DO）

検証（CHECK）
自己評価 内部検証 外部検証

対応方針（ACTION）

比較的効果があった

【久志支所】
・地域力推進課との連携（コミュニティ助成事業等）が課題となっています。
【地域力推進課】
・基盤強化補助金は、対象となる団体が増えつつあり、補助金の配分につい
て課題が出ています。また、ちばる地域提案事業は財源の確保が難しく、事
業実施が困難となってきています。

取組・指標（PLAN）

取組（ふりかえり）
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第２期名護市総合戦略 評価検証シート

基本目標５．楽しみのあるまちづくりによって人々の繋がる場をつくる【文化・交流、関係人口、人権・多様性】

基本方針（３）スポーツ・レクリエーション活動の充実
■具体的取組ごとの評価検証

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク E － － －

進捗状況 ↘
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 0
達成率 0.0% - - -

※現状値はR元年度 ランク E - - -
進捗状況 ↘

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク B － － －

進捗状況 ↗
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 10
達成率 83.3% - - -
ランク B - - -

進捗状況 ↗

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク C － － －

進捗状況 ↗
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 102,902

達成率 78.0% - - -

ランク C - - -

進捗状況 ↗
実績値 18,322
達成率 57.6% - - -
ランク D - - -

進捗状況 →

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容

①生涯スポーツの
充実

②夢を育む競技ス
ポーツの推進

③スポーツ施設の
整備拡充

備考 対応

実績（DO）

実績（DO）

取組（ふりかえり）

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

重要業績評価指標（KPI）

R3年度
【文化スポーツ振興課】
・名護市スポーツ推進委員と協働し、各種スポーツ教室やイベント等を計画しました。新型コロナウイルス感染症拡大の影響か
ら、多くが中止を余儀なくされましたが、一部の事業については、沖縄県感染防止対処方針に基づき感染対策を講じながら実施
しました。
・各種競技スポーツ団体等の活動支援として、助成費の支給や協力体制を図っていましたが、新型コロナウイルス感染症拡大
の影響により、県民体育大会派遣の中止を余儀なくされました。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

県民体育大会年間参加者数
単年

新型コロナウイルス感染拡大により、県民体育大会が中止とな
り、大会への派遣ができない状況にありました。

派遣環境を整え、引き続きスポーツ団体等への支援・連携を図
ります。

人/年 381 400 100

・名護市スポーツ推進委員及びスポーツ審議会と連携して、市民が気軽にスポーツに親しめる環境
づくりに取り組みます。
・地域のスポーツ振興を担う名護市スポーツ推進委員の資質向上に努めます。

トップアスリートによるスポーツ
教室年間開催件数

回/年 4 12 100 単年

実績（DO）

人/年 99,820 132,000 80 単年
令和2年度の実績値よりは利用者数は伸びたものの、新型コロ
ナウイルス感染拡大による施設の利用制限や大会・イベントの
中止が相次いだ外的要因があったと思慮されます。

引き続き、施設の安全・安心利用に向け整備・管理を行い、施
設の利用拡大を図ります。

【文化スポーツ振興課】
・名護市スポーツ振興協議会と協働し、子供達やその指導者を対象に、アスリート等を招聘した市民参加型スポーツ教室及び
指導者講習会を計10回開催しました。令和2年度は新型コロナウイルスの影響で開催件数が4回だったのに対し、対策を講じた
結果件数が増えた形となりました。

【文化スポーツ振興課】
・B＆G海洋センタープールにおいては、大規模修繕業務が完了し、陸上競技場については大規模改修に向け、管理棟・スタン
ド部分の解体に着手し、他の体育施設においても、必要な修繕業務を実施できました。また、施設管理運営の適正化向けて
は、指定管理者との定期的な調整会議を設定するなどし、住民サービスの資質向上に向け取り組みました。
・武道場整備に向けては、基本計画を策定しました。

・アスリートを招聘したスポーツ教室等を開催する等、特に子ども 達が夢を持ってスポーツに取り組
めるよう、スポーツの楽しさや達成感を実感できる環境づくりに取り組み ます

・21世紀の森体育館、名護市陸上競技場、名護市Ｂ＆Ｇ海洋センタープール、真喜屋運動広場、羽
地ダム多目的広場など、名護市が管理するスポーツ施設を利用者が安心して安全に使用できる環
境づくりに取り組み ます。
・新たにスポーツ拠点施設及び武道場整備に向け取り組みます。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応
新型コロナウイルス感染拡大による影響と思慮されますが、感
染対策や工夫を講じて積極的に実施した結果、令和2年度より
開催件数が伸びています。

引き続き関係団体への支援・連携を図りながら、積極的な開催
を目指します。

名護市営球場（タピックスタジア
ム名護）の利用者数  

人/年 14,020 31,800 20 単年
令和2年度の実績値よりは利用者数は伸びたものの、新型コロ
ナウイルス感染拡大による施設の利用制限や大会、合宿の中
止が相次いだ外的要因があったと思慮されます。

利用者が安全に安心して利用できるよう管理を徹底するととも
に、関係部署と連携し、施設の利用拡大を図ります。

スポーツ施設の利用者数（21
世紀の森体育館、名護市陸上
競技場、名護市Ｂ＆Ｇ海洋セン
タープール、真喜屋運動広場、
羽地ダム多目的広場 ）
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■評価結果と妥当性の検証

評価

課題

対応

■検証結果を踏まえた改善方針

検証結果
を踏まえ
た改善方

針

検証（CHECK）
自己評価 内部検証 外部検証

対応方針（ACTION）

比較的効果があった

【文化スポーツ振興課】
・スポーツイベントの開催にあたってはコロナ禍の影響で当初の計画より実
施できていない状況にあります。
・既存のスポーツ施設において老朽化が著しい状況にあります。

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

【文化スポーツ振興課】
・引き続きコロナ禍が続くことを見据え、感染症対策を図りつつ、引き続き沖
縄県感染防止対処方針に基づいたイベント等の検討・導入が必要です。
・スポーツ施設の整備に向け修繕計画を作成し、必要な予算確保に努めつ
つ、引き続き指定管理者との連携を図ります。

・（３）スポーツ・レクリエーション活動の充実において、中学部活動の地域移行を
国が進めようとしていることから、その対応を見据えた取組を行う必要があるので
はないでしょうか。

・陸上競技場の移転。

・名護市体育協会の解散による影響は、令和４年度での自己評価になるのでしょうか？

【文化スポーツ振興課】
・名護市陸上競技場の再整備については、名護市公共施設等総合管理個別計画において建物方針が建て替えと示されております。また、名護湾沿岸基本計画では、移転先を検討すると示されていることから、建て替えに加えて移転も含めた対応方針を前向きに進めたいと考えております。

・NPO法人名護市体育協会が6月に解散したという報告を受けており、当初、スポーツ大会等の開催や、県民体育大会への派遣についての影響が懸念されておりましたが、スポーツ振興を担う新たな団体として名護市スポーツ協会が発足されたと伺っております。担当課としても、当団体と連携を図
りながら本市のスポーツ振興及び競技力の向上を支援して参りたいと考えております。
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第２期名護市総合戦略 評価検証シート

基本目標５．楽しみのあるまちづくりによって人々の繋がる場をつくる【文化・交流、関係人口、人権・多様性】

基本方針（４）芸術・文化活動の充実
■具体的取組ごとの評価検証

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク C － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 3
達成率 60.0% - - -
ランク C - - -

進捗状況 ↘

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク E － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 0
達成率 0.0% - - -
ランク E - - -

進捗状況 →

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク C － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 234,685
達成率 83.8% - - -
ランク B - - -

進捗状況 →
実績値 71,537
達成率 44.7% - - -
ランク D - - -

進捗状況 ↘

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク D － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 14
達成率 35.0% - - -
ランク D - - -

進捗状況 →

①伝統文化の継承
と歴史的資料・文化

財の保全・活用

②博物館運営の充
実

③図書館機能の充
実

④芸術文化の振興

・名護市に伝わる歴史的・文化的財産の保全を図るとともに、これまでの調査や「市民の市史づくり」
を通して得られた情報を活用し、教育普及活動や市民の文化活動の充実に努めます

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

50 単年
・コロナ過で臨時休館も本館、羽地地区センター図書室で臨時
窓口を設置し貸し出しを行なうことができました。

引き続き利用者のニーズに応じた資料提供に努めます。

【博物館】
・沖縄北部促進事業費を活用し、「名護・やんばるの自然と文化拠点施設」の建築工事を実施しました。
　実施事業：建築工事（教育施設課）、展示制作業務、やんばる歴史文化保存活用業務委託（文化課）
　　建築工事完了　ワークショップ棟、古民家
　　繰越業務　建築工事（博物館等）、展示制作業務、やんばる歴史文化保存活用業務委託

【中央図書館】
・コロナ過でも学校司書との連携により資料提供を行なうことができました。また、学校司書研修会にも参加し、協同して子ども
の読書活動を推進することの確認ができました。今後もさらに連携を深めたいと思います。
・コロナ過により、おはなし会が中止となり、講座や講演会の開催を行なうことができませんでした。ブックスタート事業は、感染
症対策に配慮しながら実施方法を工夫して行うことができました。
・コロナ過により、利用制限を行わざる負えない状況がありましたが、臨時窓口を設置し、できる限り利用者の要望に応えられる
よう努めました。今後は、感染症対策を徹底しながらさらなるサービスの向上と開かれた図書館を目指します。

・「名護・やんばる」地域の自然と、その中で育まれた歴史や文化を記録・保存して継承するとともに、
「名護・やんばる」地域のフィールドミュージアムのコアとして利用者や観光客へ情報発信し、各地へ
誘うガイダンス施設（アクセス・インフォメーション機能、基礎知識紹介、疑似体験の提供等）となる拠
点を整備します。
・観光客の増加が地域資源の荒廃や価値低下を招かないよう、地域の人々と良い関係を築くための
総合的なガイダンスの提供を行います。
・学校等と連携を図りながら、名護・やんばるの自然や歴史、文化に対する意識の啓発を図ります。

実績（DO）

実績（DO）

実績（DO）

実績（DO）

100 単年
コロナの影響により実施できなかった事業が大半ではありまし
たが芸術文化団体や学校、福祉施設などと連携を図り、沖縄
県対処方針に基づき、感染防止対策を講じながら実施ができ
た事業の満足度は高い状況でした。

感染防止対策を徹底し、引き続き取組を推進します。

開館予定R5.3のため実績なしとなります。 ４年度中の完結及びR5.3月の「名護・やんばるの自然と文化拠
点施設」のプレオープンの予定となっています。

備考 対応

・市民が身近に芸術文化に触れる機会をつくるため「鑑賞型事業」「体験型事業」の場を提供します。
また、アウトリーチ事業として学校や福祉施設等へ出向き、優れた舞台芸術に直接触れる機会を創
出します。
・地域芸術文化団体等と連携を図り、市民が芸術文化への関心度を高める機会を創出し、芸術文化
あふれるまちづくりに努めるとともに、芸術文化の創造・交流・発信拠点施設の管理・運営の充実を
図ります。

【文化スポーツ振興課】
・新型コロナウイルスの影響による長期の制限措置などにより演奏家を招いての「鑑賞型事業」は計画通りの実施が厳しい状
況でした。「体験型事業」に関しては、芸術文化団体と連携を図り、沖縄県感染防止対処方針に基づき、感染リススクを最小限
にするため対策を図りながら可能な限り事業を実施する方向へ進めました。また、アウトリーチ事業は、学校や福祉施設などの
ニーズに応え、感染防止対策を徹底して、魅力ある芸術文化に触れる機会をつくり、実施した事業の満足度は高い状況でした。

図書館年間来館者数（中央図
書館） 

人/年 81,203 160,000 50 単年
・コロナ過で臨時休館や、利用制限を行ったため来館者数の達
成には及びませんでした。今後は、感染症対策を徹底し安心・
安全な図書館運営で来館者の増加を目指します。

感染症対策を徹底しつつ、開かれた図書館運営に努めます。

年間図書総貸出件数（中央図
書館、移動図書館、羽地地区
センター図書室の総計）

件/年 223,384 280,000

自主芸術文化事業の実施回数
（自主事業・子ども芸術支援事
業・アウトリーチ事業含）

年/回 25 40

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

重要業績評価指標（KPI）

新名護博物館（令和５年３月開
館予定）の利用者数

人/年 - 32,000 100 単年

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

重要業績評価指標（KPI）

R3年度
【文化課】
・指定文化財の保存・活用を図るとともに、指定候補の文化財調査を実施しました。近年、基地内の文化財調査が増大するな
か、予定されていた大浦崎収容所跡における仮設橋梁設置部（R2年度繰越分）の発掘調査を実施しました。
・市史編さん事業において名護市史本編『自然と人 Ⅱ』の編集及び発刊を行いました。また、児童生徒（小６～中３）の平和学習
の充実を図るため『名護・やんばるの沖縄戦ガイドブック』を発刊し好評を得ています。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

埋蔵文化財に関する教育普及
活動の実施回数

単年
新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、当初予定していた出
前授業数を下回る実績となりました。また、企画展や講演会の
開催も予定していましたが、中止となりました。

感染防止を徹底しつつ、公開・活用の向上に努めます。
回/年 5 5 100

取組（ふりかえり）

・レファレンスサービスの充実や学校司書との連携により、より便利で機能的な図書館を目指します。
・ボランティアによるおはなし会、市民の要望に考慮した講座や講演会の開催、ブックスタート事業な
どにより、市民が本と親しむ機会を創出します。
・施設・設備を適切に維持管理するとともに、移動図書館サービスの充実、自治公民館や企業への
セット貸出の推進、羽地地区センター図書室の充実などにより、だれにでも 開かれた図書館を目指
します。

備考

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容

対応
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総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク D － － －
進捗状況 →

単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
実績値 4,019
達成率 41.4% - - -
ランク D - - -

進捗状況 →

■評価結果と妥当性の検証

評価

課題

対応

■検証結果を踏まえた改善方針

検証結果
を踏まえ
た改善方

針

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

⑤生涯学習機会の
情報提供と生涯学
習施設等の連携充

実
対応

【地域力推進課】
・中央公民館ホームぺージが見づらく、閲覧者数が伸びておらず、他の生涯学習機関との連携が取れていない状況にありま
す。

実績（DO）

名護市ホームページにおける
生涯学習施設等（中央公民館・
市民会館・文化課・図書館・博
物館）のページ閲覧数   

回/月平均 3,450 9,700 100 単年
生涯学習施設等の連携充実を図るために情報共有が望まれ
ます。

情報共有を強化します。
重要業績評価指標（KPI） 備考

取組（ふりかえり）

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容
・市民のひろば・市ホームページを活用し、生涯学習に関する情報の発信を行います。

【文化課】
・大規模な開発行為に係る埋蔵文化財の発掘調査体制の充実を図ります。
・『名護・やんばるの沖縄戦ガイドブック』を活用した平和学習の充実を図りま
す。
【博物館】
・繰越業務のR４年度中の完結及びR5.3月の「名護・やんばるの自然と文化
拠点施設」のプレオープンの予定となっています。
【中央図書館】
・感染症対策を徹底しながら行えるサービスの提供と、利用者のニーズに応
じたイベントの実施を行えるよう改善します。
・学校司書や自治公民館、企業への資料提供支援を強化します。
【文化スポーツ振興課】
・芸術文化の各種事業を実行・検証するにあたり、常に変化する社会情勢に
的確に対応できる事業の企画制作を念頭に置き、目標とする数年後の成果
や取組指標を見据えながら引き続き推進に心がけます。
【地域力推進課】
・市民のひろばやホームページを通して、生涯学習に関する情報を適宜提供
します。

・⑤生涯学習機会の情報提供と生涯学習施設等の連携充実において、生涯学習
機関との連携が取れていないとなっていますが、比較的効果があったと評価して
よいでしょうか。

・ホームページが見づらいことが、生涯学習機関との連携が取れなかった要因で
あるなら年度途中でも検証し、改善が図れるのではないでしょうか。

・図書館は新たな取り組みとして、電子図書の導入を検討してはどうでしょうか。

・④芸術文化の振興について、芸術文化の担い手となる市民を育成する取組や
芸術文化が生業として成立するような取組があってもよいのではないでしょうか。

・特になし

【中央図書館】
・電子図書導入に向けて検討していきたいと思います。

【文化スポーツ振興課】
・芸術文化の振興では、豊かな感性を育み、芸術文化の担い手を育成する取り組みとして子ども芸術支援事業（児童劇団・児童合唱団・ジュニアオーケストラ）を20年余実施しています。これまで、本事業を卒団した子どもたちが少数ではありますが演奏家や指導者等となり生業として活躍する人も
います。芸術文化の担い手や生業へ繋げる成果が少ない状況ではありますが、今後も実演家や地域芸術文化団体等と連携を密にし、事業の検証を行いながら地域の芸術文化活動を支える担い手づくりの推進に努めていきます。

検証（CHECK）
自己評価 内部検証 外部検証

対応方針（ACTION）

比較的効果があった

【博物館】
・繰越業務　建築工事（博物館等）、展示制作業務、やんばる歴史文化保存
活用業務委託
【中央図書館】
・感染症対策を徹底しながらでも行えるサービスの提供に努め、利用者の
ニーズに対応した開かれた図書館運営改善に努めます。
【文化スポーツ振興課】
・新型コロナウイルス感染症をはじめとする社会状況の変化等についても考
慮に入れ、芸術文化団体が活動を継続し、充実させていくことが可能となる
よう、必要な対策や支援策を講じていくことを念頭に置く必要があります。
【地域力推進課】
・中央公民館ホームページの見やすさを再検討する必要があります。

R3年度

53



第２期名護市総合戦略 評価検証シート

基本目標５．楽しみのあるまちづくりによって人々の繋がる場をつくる【文化・交流、関係人口、人権・多様性】

基本方針（５）交流の推進
■具体的取組ごとの評価検証

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク D － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 53
達成率 35.3% - - -

※現状値はR元年度 ランク D - - -
進捗状況 →

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク B － － －
進捗状況 →

単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
実績値 4
達成率 66.7% - - -

※現状値はR元年度 ランク C - - -
進捗状況 →
実績値 75.6

達成率 94.5% - - -

ランク B - - -
進捗状況 →

■評価結果と妥当性の検証

評価

課題

対応

■検証結果を踏まえた改善方針

検証結果
を踏まえ
た改善方

針

6 50 単年

・歴史的に多くの海外移民を輩出していることから、今後も海外の市・県系人コミュニティとの関係人
口の創出及びネットワーク構築・維持に取り組みます。

【企画政策課】
・友好都市の催事が新型コロナウイルスの影響により縮小、中止となりましたが、唯一開催した枚方市において名護市及び特
産品のPRに繋がることができました。課題としては、市民の民間、団体の交流に結びつけるために検討していきます。

・人材・観光・産業・文化等、友好都市を中心とした交流を通し、関係人口を創出し、相互の振興発展
に取り組みます。また、市民レベルの自発的な県内外との交流を促進します。

実績（DO）

実績（DO）

取組（ふりかえり）

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

【企画政策課】
・新型コロナウイルスの影響に左右されますが、国内交流（市民間、団体、民
間）に対する達成状況が低いことから改善が必要です。
・国際交流協会の会員数の増やすために、新規団体向けのアウトリーチや
外国人を雇用している企業に対して支援を行います。

・特になし ・①国際交流の促進のKPI算出を「総計」でなく、「単年」で算出して、達成率を35.3%とし、
D評価としてはいかがでしょうか。
※但し、評価方法を「総計」から「単年」に代えられない場合は、この案は取り下げます。

【企画政策課】
・①国際交流の促進の名護市国際交流協会の活性化（個人会員数）について、算出方法(式)を下記のとおり修正します。
　●修正前：（実績値-現況値）÷（目標値-現況値）＝-193.9%
　●修正後：実績値÷目標値＝35.3％

アンケートによる名護市の認知
度向上の割合

％ - 80.0 50 単年
認知度調査を実施したプロモーションイベントのうち、2回がま
ん延防止等重点措置の発令期間と重なったことにより、調査担
当人員の不足や来場者の減少等の理由から調査対応が十分
にできず回答割合も低い値となりました。

引き続き取組を推進します。

国内友好都市との交流件数   
 回 4

R3年度 取組（ふりかえり）

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応
新型コロナウイルスの影響により催事が縮小や中止となりまし
た。

感染防止を徹底します。

R3年度
【企画政策課】
・令和３年度４月に名護市在住の外国人住民を対象に「多文化連絡会」を発足しました。市在住外国人との連携、共生等に向け
展開していきます。
・姉妹都市ロンドリーナ市と名護市児童生徒によるオンライン交流を実施しました。また、ウチナーンチュの日制定事業として
「移民パネル展」、「名護夜市」、市民のHIROBAへの掲載等を実施しました。
・新型コロナウイルスの影響により海外子弟研修生の受入が困難な状況にありますが、今後の感染状況を踏まえて検討してい
きます。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

名護市国際交流協会の活性化
（個人会員数）

単年
新型コロナウイルスの影響により沖縄県緊急事態宣言期間（５
月23日～10月30日）に伴う閉館のため会員数の減少していま
す。

感染防止を徹底します。
人 117 150 100

具体的取組 具体的取組の内容

①国際交流の促進

②地域間交流の促
進

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容

検証（CHECK）
自己評価 内部検証 外部検証

対応方針（ACTION）

比較的効果があった

【企画政策課】
・国際交流においては、多文化連絡会の発足や新型コロナウイルスの影響
にありながらもオンライン交流に取り組むことができました。
・国際交流協会の会員数の減少について、改善が必要です。

取組・指標（PLAN）
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基本目標５．楽しみのあるまちづくりによって人々の繋がる場をつくる【文化・交流、関係人口、人権・多様性】

基本方針（６）人権や多様性の尊重
■具体的取組ごとの評価検証

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク E － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 0.0
達成率 0.0% - - -
ランク E - - -

進捗状況 →

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク A － － －

進捗状況 ↗
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 100.0
達成率 125.0% - - -
ランク A - - -

進捗状況 ↗

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク E － － －
進捗状況 →

単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
実績値 30.5
達成率 5.9% - - -
ランク E - - -

進捗状況 →

■評価結果と妥当性の検証

評価

課題

対応

■検証結果を踏まえた改善方針

検証結果
を踏まえ
た改善方

針

実績（DO）

実績（DO）

実績（DO）

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

対応

【地域力推進課】
・男女共同参画社会の実現、性の多様性について理解促進をするため、継
続して研修会の実施や広報誌やパネル展等に取り組んでいきます。

・特になし ・女性の能力発揮促進と人材活用については、各種審議会等の委員の登用だけでなく、
役所内部での登用等についても積極的に実施して欲しいと思います。

【人事行政課】
・市の女性職員については、管理職のみならず係長級職員への登用も積極的に進めております。今後とも、女性職員の管理職等への積極的な登用を進めていきたいと考えております。

受講者のアンケートで「性の多
様性」について「理解が深まっ
た」と回答する方の割合

％ - 80.0 100 単年
研修内容が良く理解が深まり、目標値を上回る結果となりまし
た。

引き続き推進に取り組みます。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

各種審議会等の女性登用率
（規則に基づく審議会等）

％

R3年度
【地域力推進課】
・6月の男女共同参画月間に男女共同参画社会の実現を目指し理解と関心を深めるため、名護市女性団体ネットワーク協議会
とともに標語の募集やパネル展を実施しました。7月、10月、1月に広報誌「あい愛だより」を発刊し、男女共同参画や性の多様
性等の啓発に取り組みました。
・仕事と家庭の調和の視点に立ち、市民のひろば6月号に掲載し「男性育児休業について」のリレーエッセイ掲載しました。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応
受講者のアンケートで「男女共
同参画」等について「理解や関
心が深まった」と回答する方の
割合

単年
コロナ禍により、講演会が実施できなかったため、アンケートが
実施できませんでした。

引き続き推進に取り組みます。
％ - 80.0 100

・男女共同参画社会の実現を目指し、「第２次名護市男女共同参画計画　あい・愛プラン」に基づき、
名護市女性ネットワーク協議会とともに標語募集や講演会、フォーラム等を開催します。
・男女共同参画に対する意識の啓発、理解と関心を深め、また仕事と家庭の調和(ワーク・ライフ・バ
ランス)の視点に立ち、家庭生活における男女共同参画の推進が図られるよう取り組んでいきます。

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

検証（CHECK）
自己評価 内部検証 外部検証

対応方針（ACTION）

比較的効果があった

【地域力推進課】
・男女共同参画社会の実現や性の多様性の理解について、世代によって理
解度に差があるように感じられます。

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容

①男女共同参画に
向けた意識・環境づ

くり

②互いの性や人権、
文化を尊重しあうま

ちの実現

③女性の能力発揮
促進と人材活用

取組（ふりかえり）

29.9 40.0 100 総計
各種審議会の女性登用率は、なかなか伸びない状況にありま
す。

引き続き関係課に依頼をしていきます。

【地域力推進課】
・性の多様性について理解を深めるため、2月に名護市職員対象のLGBT入門講座を実施しました。

【地域力推進課】
・市の政策決定の場となる各種審議会等の女性委員の登用率 40％を目標とし、関係課へ審議会等への女性委員の登用推進
の依頼と女性委員の登用状況について調査を実施しました。

・性の多様性（ＬＧＢＴＱ等）について理解を促進するために、市民や市職員向けの講演会や研修会
等を開催し、お互いを尊重し合えるまちの実現に向けて取り組みます。
・人権擁護委員法に基づき、候補者を推薦し議会承認の手続を行います。また、年2回の特設人権
相談所の開設や 小中学生を対象に人権作文・標語コンテスト等を行い、人権に関する意識の向上を
図ります。
・そのほか、更生保護法人、保護司会、更生保護女性会への支援を行います。

・市政に女性の参画を促進していくため、各種審議会等委員に女性の積極的な登用を促し、女性委
員ゼロの審議会等の解消に取り組みます

重要業績評価指標（KPI） 備考

55



第２期名護市総合戦略 評価検証シート

横断的目標　新しい時代の流れを力にして、持続可能な地方創生を推進する【行政サービス、財政基盤、循環型社会、移住・定住】

基本方針（１）時代に即した質の高い行政サービスの提供
■具体的取組ごとの評価検証

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク E － － －

進捗状況 ↗
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 0
達成率 0.0% - - -
ランク E - - -

進捗状況 ↗

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク B － － －

進捗状況 ↗
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 19.0
達成率 95.0% - - -
ランク B - - -

進捗状況 ↗

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク A － － －

進捗状況 ↗
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 87.2
達成率 109.0% - - -
ランク A - - -

進捗状況 ↗

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク E － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 62,300
達成率 16.0% - - -
ランク E - - -

進捗状況 →

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容

①行政が担うべき役
割の重点化と民間

活力の活用

②最新技術を活用し
た市民サービスの向
上と事務の効率化

③時代の変化に対
応可能な人材の育

成

④簡素で効率的な
組織体制の構築

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

取組（ふりかえり）R3年度
【政策推進課】
・R3年度は、制度設計を行い職員及び議員向け説明会を行いました。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

民間提案受付件数
単年

R3年度はスケジュールどおり制度設計及び職員、議員向け説
明会を実施しました。（提案受付開始はR4年度以降）

引き続き取組を推進します。
件/年 - 20 100

名護市超高速通信サービス整
備事業　超高速ブロードバンド
環境整備地域における世帯加
入率

％ 0 20.0 100 総計

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

・市民ニーズの変化や国の動向等の情報収集に努め、行政改革推進本部会議を中心とした定期的
な組織体制の検討、見直しを実施します。

・効率的で無駄のない財政運営と行政運営を達成するため、民間の知恵、ノウハウ、資金等の活用
を目的に民間からの提案を受け付け、実行するための一元的な窓口を設置します。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

職員研修計画による研修受講
率

％ - 80.0 100 単年
人事評価研修については、自身の勤務評価等に直結すること
から、関心度が高く、目標を上回る結果でした。

引き続き取組を推進します。

【情報政策課】
・民需系超高速ブロードバンド未整備地域の整備が完了しました。
・対象地域において各通信事業者と説明会を開催しました。

【人事行政課】
・人事評価研修においては、職員の関心が高く、目標を上回る結果となりました。その他の研修については、新型コロナウイル
ス感染症拡大の影響により実施できなかった研修もあるため、柔軟な受講体制（動画研修等）を構築する必要があります。

・最新技術の導入、活用等により住民の利便性向上や自治体の業務効率化などを目的とした、行政
のデジタル化を推進します。
・市内全域において民需系超高速ブロードバンドサービスの利用が可能となるよう、当該サービスが
提供されていない地域での通信インフラ整備を推進します。

・庁内外における研修機会の充実を図るとともに社会環境の変化を察知し、柔軟に対応する能力の
育成や多様性を尊重する意識の啓発を図るための研修を実施します。
・人事評価結果を職員研修へ反映させることにより、個々の職員の能力を引き上げ、より質の高い職
員育成を目指します。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応
令和４年３月より民間通信事業者によるサービスが受付開始と
なりました。

引き続き取組を推進します。

【人事行政課】
・全体的に時間外勤務時間数は減少となり、目標に近い結果となりました。令和４年度に創設された業務改善推進室と連携を
図り、全庁的な業務の効率化に向けた取組を進めていきます。

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

職員の残業時間数
時間 63,312 56,981 100 単年

時間外数が減少した明確な理由は定かではないですが、新型
コロナウイルス感染症に関する対応への時間外業務が減った
ことによるものと推測されます。

引き続き取組を推進します。

実績（DO）

実績（DO）

実績（DO）

実績（DO）
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総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク D － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 75.6

達成率 94.5% - - -

ランク B - - -

進捗状況 →
実績値 1,653,392

達成率 27.4% - - -

ランク E - - -

進捗状況 ↘
実績値 440,926

達成率 32.3% - - -

※現状値はR元年度 ランク D - - -

進捗状況 ↘

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク A － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 82
達成率 102.5% - - -
ランク A - - -

進捗状況 ↗
実績値 2,518
達成率 98.7% - - -
ランク B - - -

進捗状況 ↗
実績値 31,184
達成率 143.8% - - -
ランク A - - -

進捗状況 ↗

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク A － － －

進捗状況 →
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 92.3

達成率 115.4% - - -

ランク A - - -

進捗状況 ↗

⑤シティプロモーショ
ンの推進

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

名護市デジタル情報配信事業
(QABデータ放送)における年間
あたりの掲載記事数

件/年 - 80 30 単年
各担当部署が市政情報や新型コロナワクチン接種情報など、
関心度が高い事項をタイムリーで配信することができ、目標値
を上回る結果となりました。

引き続き取組を推進します。

⑥"伝わる"情報発
信

備考 対応⑦名桜大学との連
携

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

・名護市の魅力を積極的にPRしていくため、あらゆるツールや手法を用いて行政・地域・民間が連携
した戦略的な情報発信の構築を図ります。

単年
4月のまん延防止等重点措置に続き、5月から9月までの長期
間にわたり緊急事態措置が適用され、感染状況が落ち着いた
11月以降、段階的な経済活動再開により徐々に回復傾向が見
られたものの、1月以降再びまん延防止等重点措置が適用とな
るなど、コロナ禍により多大な影響を受けました。

ウィズコロナ、アフターコロナを見据えた観光客誘客の取組み
を図ります。関係部署及び市内観光事業者と連携していきま
す。

6,025,000 35 単年
4月のまん延防止等重点措置に続き、5月から9月までの長期
間にわたり緊急事態措置が適用され、感染状況が落ち着いた
11月以降、段階的な経済活動再開により徐々に回復傾向が見
られたものの、1月以降再びまん延防止等重点措置が適用とな
るなど、コロナ禍により多大な影響を受けました。

ウィズコロナ、アフターコロナを見据えた観光客誘客の取組み
を図ります。関係部署及び市内観光事業者と連携していきま
す。市内観光施設入込客数（国内

客及び国外客含む）（再掲）  

人/年 4,935,538

市内宿泊施設入込客数 （国内
客及び国外客含む）（再掲）

人/年  1,281,083 1,366,000 35

市公式YouTube登録者数、SNS
等のフォロワー数の総計

人/年 1,700 2,550 35 単年
動画コンテンツ増やしたことや掲載頻度を高めたこと、市民投
稿企画の積極的な配信等を行ったことにより順調にフォロワー
数の獲得に繋げられています。

引き続き取組を推進します。

実績（DO）

実績（DO）

実績（DO）

名護市が名桜大学に委託して
いる職員研修受講率 

％ 70.0 80.0 100 単年
メンタルヘルスに関する研修であり、関心が高く、目標値を上
回る結果でした。ただ、新型コロナウイルス感染症の影響によ
り、中止となった研修もあり、計画どおりの研修を実施した場合
においても目標値の達成が図られよう取り組みたいと思いま
す。

引き続き取組を推進します。

名護市ホームページの閲覧数
回/月平均 16,200 21,680 35 単年

R3年度はコロナ禍の影響によりコロナ支援ページ等、コロナ関
連ページの閲覧数が大幅に増加したことにより目標値を上回る
結果となりました。

引き続き取組を推進します。

アンケートによる名護市の認知
度向上の割合（再掲）

％ - 80.0 30

取組・指標（PLAN）

具体的取組

【企画政策課】
・今後の広報戦略の指針となる「観光プロモーション方針」の策定、市のプロモーション動画の制作、市内事業者への広報・プロ
モーションセミナーを開催しました。また、友好都市交流イベント等へ参加し、制作した動画を活用してPRを行うとともに、来場者
より本市の観光認知度調査を実施しました。

・紙媒体による市政情報の共有化、及びウェブサイトやＳＮＳによる市政情報の共有化を行うことで、
アナログとデジタルが融合した"伝わる"情報発信を推進します。

【企画政策課】
・支援施策の発信など市政情報について、広報誌と併せて、名護市公式SNS（フェイスブック、インスタグラム）や地上波データ
放送を活用して発信することで、市民が市政情報に触れる機会を増やしました。また公式SNSでは、観光情報アカウントを新た
に作り、市民から投稿のあった写真を掲載するとともに、広報パネル展を開催し、その中でも展示を行うなど、市民参加型の情
報発信の取組を行いました。

・名桜大学と連携を図り、職員向けの研修を実施し、職員の能力向上に努めます。
・名桜大学が行う地域の特色ある研究開発や専門人材育成等の取組と連携し、名護市の課題解決
に向け取り組みます。

【人事行政課】
　引き続き、職員の能力向上を図るため、地元資源の当大学と連携し有効な職員研修を実施します。

単年
認知度調査を実施したプロモーションイベントのうち、2回がま
ん延防止等重点措置の発令期間と重なったことにより、調査担
当人員の不足や来場者の減少等の理由から調査対応が十分
にできず回答割合も低い値となりました。

引き続き取組を推進します。

重要業績評価指標（KPI）
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■評価結果と妥当性の検証

評価

課題

対応

■検証結果を踏まえた改善方針

検証結果
を踏まえ
た改善方

針

検証（CHECK）
自己評価 内部検証 外部検証

対応方針（ACTION）

十分な効果があった

【情報政策課】
民需系ブロードバンドとなるため、市民への加入促進は公平性を保つ必要
があります。
【企画政策課広報係】
シティプロモーションの推進において、まん延防止等重点措置の発令など、
コロナ禍により事業の取組にも影響が出ました。ウィズコロナ、アフターコロ
ナを見据え今後の動向に注視し、事業の実施内容を検討していく必要があり
ます。
【人事行政課】
すべての項目において、実績としては目標に近い、若しくは上回っており、一
定の効果は得られました。一部の研修においては、新型コロナウイルス感染
症拡大の影響により中止になったほか、対面研修から動画研修へ切り替え
るなどの方法がとられました。計画どおりの研修が実施された場合において
も目標値が達成できるよう取り組みたいと思います。
【政策推進課】
・令和4年度からの制度開始にあたり、庁内外への周知徹底を図る必要があ
ります。 評価の

妥当性
・

改善に
向けた
助言

評価の
妥当性

・
改善に
向けた
助言

【情報政策課】
・名護市内ほぼ全域で民需系超高速ブロードバンドが利用可能となったこと
に伴い、今後は市民がその恩恵を得られる様な行政コンテンツの導入及び
支援を図り、併せて行政のデジタル化を図ります。
【企画政策課】
・関係機関と連携しながら県内外でのプロモーションイベントを実施するとと
もに、地域事業者のPR力・情報発信力を強化しプロモーションに対する意識
付けを図るため、広報・PRセミナーを継続します。
・新たな情報発信ツールとして、名護市所在のラジオ局（コミュニティFM）を活
用し、双方向のコミュニケーションやインターネット配信といった特性を活かし
て、伝わる情報発信を強化します。
【人事行政課】
・令和３年度は、特に研修関係において、新型コロナウイルス感染症拡大の
影響により中止が相次ぎました。感染症対策を講じつつ、必要な研修を受講
できるよう、受講体制の構築や研修内容の見直しを図る必要があります。
・職員の時間外については、令和４年度に創設された業務改善推進室との
連携により、更なる削減に向けた取組を進めます。
【政策推進課】
・提案受付件数の目標達成のため、職員及び議員、民間事業者に対する説
明会を実施し、制度の周知徹底に努めます。

・DXの推進は、デジタル化（システム化など）の推進と必ずしもイコールではなく、
業務改革・改善が主であることを、職員に徹底的に認識させることが必要です。

・➃に関して、KPIの達成率が91％というのは高すぎるのではないでしょうか。

・③の人材の育成に関しては、役所職員だけでなく、市から補助金等を交付している団体
や民間へも取り組みを進めて欲しいと思います。

【人事行政課】
・④職員の残業時間数について、委員の指摘のとおり算出方法(式)を下記のとおり修正します。
　●現在の式：目標値÷実績値＝91.5%
　●変更後の式：（実績値-現況値）÷（目標値-現況値）＝16.0%

・人材育成におきましては、主に研修等の実施等により職員の能力向上を図っております。ただ、本市職員における研修計画については課題や見直すべき事項について検討を進めなければならないことから、進捗状況を踏まえた上で当団体等への取組について検討していきたいと考えておりま
す。また、市職員と他団体等の職員との勉強会や意見交換会等を実施することにおいても双方職員の能力向上に資すると考えられることから、今後、連携を図り、できることから取組を進めていきたいと考えております。
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第２期名護市総合戦略 評価検証シート

横断的目標　新しい時代の流れを力にして、持続可能な地方創生を推進する【行政サービス、財政基盤、循環型社会、移住・定住】

基本方針（２）持続可能な財政基盤の確立
■具体的取組ごとの評価検証

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク A － － －

進捗状況 ↗
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 21.9
達成率 135.2% - - -
ランク A - - -

進捗状況 ↗

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク A － － －

進捗状況 ↗
単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績値 88.7
達成率 104.5% - - -
ランク A - - -

進捗状況 ↗

総括 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

ランク A － － －

進捗状況 ↗

単位 現状値(R2) 目標値(R6) ウエイト 評価 個別 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度
実績値 197,540
達成率 98.8% - - -
ランク B - - -

進捗状況 ↗
実績値 12,200
達成率 244.0% - - -
ランク A - - -

進捗状況 ↗
実績値 99.3
達成率 100.5% - - -
ランク A - - -

進捗状況 ↗
実績値 95.16
達成率 100.0% - - -
ランク B - - -

進捗状況 ↗
実績値 94.0
達成率 97.2% - - -
ランク B - - -

進捗状況 ↗

実績（DO）

実績（DO）

実績（DO）

備考 対応
地方交付税や地方特例交付金等の増により、分母となる経常
一般財源等が大きくなり改善しました。

経常経費の抑制が必要となります。

取組（ふりかえり）

コロナ禍の影響はありましたが、目標値を上回る結果となりま
した。

更なる徴収率増を目指し、継続して取り組みます。

徴収率（介護保険料）
％ 93.8 96.7 20 単年

コンビニ収納やキャッシュレス決裁を周知し収納機会の拡大、
滞納者への電話連絡や相談を行いました。

引き続き取組を推進します。

徴収率（国民健康保険税）
％ 94.4 95.2 20 単年

クレジットカード決済等の納付機会の拡大、民間委託による電
話催告等及び滞納処分執行により目標値を概ね達成しまし
た。

引き続き取組を推進します。

【国民健康保険課】
・従来のコンビニ収納等に加え、令和３年度はクレジットカード決済及びペイジー決済（インターネットバンキング）を導入し、更な
る納付機会の拡大に努めました。
・現年度分に重点を置いた電話催告により、収納率向上が図られましたが、電話のつながらないケースへの対応が今後の課題
であり、電話催告と並行して文書催告及びSMSの活用を強化していきます。
【税務課】
・コンビニ収納やキャッシュレス決済の周知を図り、収納機会の拡大に努めました。
・民間委託による「電話催告センター」を活用し早期催告を実施することで収納担当課との連携を図り、市税等の収納率の向上
に取り組みました。
【企画政策課】
・企業版ふるさと納税について、５件、１２，２００千円の寄附がありました。引き続き企業への周知に努めます。
【財政課】
・ふるさとまちづくり寄付金については、体験型の返礼品を令和3年10月末に追加したことにより、目標値に近づきました。体験
型の返礼品の種類を増やすことで、歳入増が見込めるため、取組を強化していく必要があります。

・扶助費や公債費、人件費の義務的経費の増加により、名護市 の財政運営に影響（経常収支比率）
を与えており、今後も増加していくと考えているため、総合戦略や公共施設総合管理計画を取り込ん
だ中期財政計画を作成し、安定した財政運営を図ります。

・令和元年11月から開始した名護市ふるさとまちづくり指定寄付金の返礼品継続し、 3年後に寄付金
額２億円達成を目標に推進していきます。
・企業版ふるさと納税を活用し、歳入の確保に努めます。
  ・コンビニ収納や、キャッシュレス決済を周知することで、収納機会の拡大につとめます。
・民間委託による「電話催告センター」を活用し早期催告を実施し、収納担当課の連携を図ることによ
り市税等の収納率の向上に取り組みます。

企業版ふるさと納税寄付金額
（3年平均） 

千円/年 - 5,000 20 単年
担当部署から企業へ呼びかけ、令和３年度は5社からの寄附
がありました。

引き続き企業への周知に努めます。

経常収支比率
％ 92.7 92.7 100 単年

②歳出削減への取
組

【財政課】
・地方交付税や地方特例交付金等の増により、分母となる経常一般財源等が大きくなり改善しました。しかし、令和４年度以降
は、地方交付税や臨時財政対策債が減となっていく見込みのため、一時的な指標の改善となります。

R3年度
【財政課】
・地方交付税や地方特例交付金の増により、財政調整基金や公共施設等整備基金への積み立てが増となったことにより、指標
上は改善されましたが、ビルド＆スクラップはまだ出来ていない状況です。令和４年度以降は、地方交付税や臨時財政対策債
が減となっていく見込みのため、今後の事業評価等の結果をもって、事業の見直しを図っていく必要があります。

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

将来負担比率
単年

令和３年度は、地方交付税や地方特例交付金の増により、財
政調整基金や公共施設等整備基金への積み立てが増となっ
たことにより、一時的に改善されています。

施設等の事業見直しが必要となります。
％ 29.6 29.6 100

具体的取組の内容
・企画政策課と連携を行い、実施計画や事業評価等の取組 に協力し、サンセット方式や事業の見直
し（ビルド＆スクラップ）の推進を行うことで予算の抑制に繋げます。

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度 取組（ふりかえり）

取組・指標（PLAN）

具体的取組 具体的取組の内容 R3年度

取組（ふりかえり）

重要業績評価指標（KPI） 備考 対応

ふるさとまちづくり寄附金額
千円/年 143,937

ふるさとまちづくり寄付金については、体験型の返礼品を令和3
年10月末に追加したことにより、目標値に近づきました。

寄附金増に取り組みます。

重要業績評価指標（KPI）

徴収率（市税等）
％ 98.4 98.8 20 単年

200,000 20 単年

①財政運営の健全
性の確保

取組・指標（PLAN）

具体的取組

③歳入確保への取
組
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